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プロローグ







「私を抱だいて」

　脱ぬいだセーラー服で、胸を押おさえた少女が言った。

「うぅ」

　能のう見み伸しん也やはうなり声をあげて後ずさった。

「伸也くんが好きなの」

　学校の中庭。

　冬の澄すんだ日差しに照らされて、花か壇だんのパンジーが花びらを風に揺ゆらしている。

　花壇の前に立つ彼かの女じよは、彼女自身が花であるかのように美しかった。

　当たり前だ。彼女はタレントなのだから。

　荻おぎ原わらアリエ。十七歳さい。

　アイドル歌手としてデビューしたが、世界的な映画監かん督とくである世界のキタザワに見いだされ、キタザワ映画の主役に抜ばつ擢てきされた。

　女優デビューとなる第一作は成功を収め、人々はアリエの無む垢くな美しさと演技力に魅み了りようされた。

　若くして女優の地位を固めた彼女は、歌手としての活動も続けている。

　アイドル女優。

　それがアリエというタレントにかかるキャッチコピーだった。

　その彼女が、伸也に好きだと告白する。

　普ふ通つうの男子高校生が、アイドル女優と個人的な知り合いになるなんて、まして好きだと言われるなんて、本来ならありえない。

　うれしくないはずがない。

　だが、伸也は断らなくてはならない理由があった。

「私を抱いて」

　アリエは再度繰くり返かえした。そして胸を押さえていたセーラー服をそっと落とした。

　白いキャミソールとブラジャーに包まれた上半身があらわになった。

　アリエは着やせするタイプなのだろう。セーラー服を着ていたときはほっそりして見えたのに、胸は形良く盛りあがり、冬の日差しに照らされて肌はだが陶とう磁じ器きのように光っている。

　甘あまい体たい臭しゆうが漂ただよってきた。

　コロンでも香こう水すいでもない、フローラルシャンプーと体臭の混ざり合った甘い香かおり。クラクラする匂においだった。

　――俺には好きな子がいるんだ。だからアリエとはつきあえない。

　そう言いたかった。だが、アリエの匂い立たつような美しさに圧あつ倒とうされて、声が出ない。

　アリエは、ここが昼間の学校であることも、自分がアイドル女優であることも失念しているように見えた。

　誰だれかに見つかったら、二人とも大変なことになってしまう。

　――どうしてこんなことになったんだ？

　伸也はそもそものきっかけを思い出だしていた。

　あれは一週間ほど前の、放課後のことだった。







第１章　うちの学校で映画撮影!?







　土曜日の放課後。

　桜さくら井い坂ざか高こう校こうの生徒会室には、のんびりした空気が流れていた。

「着メロ、荻おぎ原わらアリエの新曲にしたんだ？　私もだよ」

「あの子、かわいいと思わない？　清せい楚そ～って感じよね」

「うん。かわいいね。歌も演技もできるってすごいよねー」

「あ、アリエ、ブログ更こう新しんしてる。『三度目のアジアツアーは大成功を収めました。みなさんのおかげです。香港ほんこんのお客さんはノリノリで拍はく手しゆしてくださって、私もすごく楽しかったです』だって」

　窓まど際ぎわの席に座すわる一年女子たちが、ケータイをいじってタレントの話に興じながら、紅茶を飲み、クッキーを食べている。

　生徒総会が終わったばかりで、学校行事はとうぶんない。急いでしなくてはいけない仕事がないから、生徒会はお茶会の場と変じていた。

　土曜の放課後なのに、それでも生徒会の面々が生徒会室に集まるのは居い心ごこ地ちがいいからだろう。

　角部屋に位置する生徒会室は二面に窓があり、冬の日差しがさんさんと差しこんでいる。卒業生が持ちこんだ電気ストーブもあり、部屋の中はヌクヌクだ。

　会長である能のう見み伸しん也やは彼女たちのウワサ話を聞くともなしに聞きながら、ケータイをいじってネットをぼんやりと見ていた。平和な昼下がりで、眠ねむりに落ちてしまいそうになる。

　副会長の緒お方がた瑠る璃りと元副会長の石いし田だ哲てつ生おだけが、離はなれたテーブルで日常業務をこなしている。

「ごきげんよう。みなさん!!」

　生徒会室のドアが開き、能見有ゆう希きが入ってきた。伸也の双ふた子ごの妹なので、顔だちはそっくりなのだが、雰ふん囲い気きはぜんぜん違ちがう。

　イキイキした美少女である妹の陰かげに隠かくれ、どこかパッとしないどんくさい兄、それが伸也の立ち位置だ。

「私は女優よーっ。女優なのよーっ」

　今日の有希は、いつにも増してハイテンションだ。生徒会室の中央で、バレリーナのようにくるっと回ってポーズを決める。

　生徒会室の雰囲気が一変した。

　お茶会をしていた一年女子たちが黙だまりこみ、あきれたような顔つきでぽかんと有希を見つめている。生徒会役員は濃こい生徒たちが多いとはいえ、先せん輩ぱいの奇き行こうに驚おどろかないのは立派なものだ。

「おー、どうした？　有希。何か悪いものでも食べたのか？」

「世紀の大女優に向かってその口の利き方は何なのっ。女王様とお呼びっ!!　ほーほっほほほっ」

　手の甲こうを口に当て、芝しば居いめいた様子でほほほ笑いをする。

　一年生たちがドン引きしている。

　続けて入ってきた佐さ々さ木き梨り梨り子こが、丸メガネの奥おくの瞳ひとみを糸のように細めながら説明をはじめた。みつあみに丸メガネの彼女は、おかしくなった雰囲気をほんわかさせる達人だ。彼女が何かしゃべり出すと、固まってしまった空気が解かい凍とうされ、時間がゆっくり流れ出す。

「えっと……そのね……私を、スカウトしてくれた……事務所にね、断りに……行ったのよ。芸能事務所なんて、なんか怖こわいから……有希ちゃんに……つきそいをね、頼たのんだの」

　梨梨子の趣しゆ味みはコスプレだ。

　制服を着ている今は、みつあみと丸メガネに整った容姿が隠されてしまい、いかにも地味な女の子なのだが、髪かみをほどいてアニメキャラのコスプレをすると、美少女に変へん貌ぼうする。

「あぁ、なんか、言ってたっけ。遊園地のイベントで名めい刺しを渡わたされた、とか、何とか。肩かたにリスザルを乗せたアヤシイおじさんだって言ってたよな」

　伸也はそんなのほうっておけばいいとアドバイスしたのだが、ヘンに律りち儀ぎなところのある梨梨子は、わざわざ事務所まで断りに言ったらしい。

　ミーハーな有希が、ここが芸能事務所なのねーっと奇き声せいをあげながら、嬉き々きとして付つき添そいをしている様子が目に浮うかぶ。

「あぁーっ。タレントが出入りする事務所って、空気の色が違うのよー。私の居る世界はあそこだって確信したわーっ。社長の肩に乗っているリスザルくんも、高貴な光を纏まとっていたわ」

「リスザルってワシントン条約違い反はんで輸入禁止じゃないの？」

　副会長の瑠璃がポツリと言った。

「そういう問題でもないような？」

　伸也がつぶやく。

「そっかーっ。だからあんなにリスザルくんがステキに見えたのねー。私のように美人で可か愛わいくてプロポーションの良い女の子は、女優になる運命なのよねっ。地じ震しんが起こるなんて運命的だわー」

　有希は、両手を組んで顎を乗せ、お目々キラキラ陶とう酔すいモードだ。

「それ何時頃だ？　地震なんか起こってないぞ」

「え……そうなの？　……おかしいな？　一時間ほど……前なの。グラッて……来たのよ。前の道で……工事してたから……それでかもね……」

　梨梨子が、ゆっくりゆっくり説明する。

　今日は土曜日。学校が昼で終わったあと、事務所のある雑居ビルに出向き、一階の喫きつ茶さ室しつで事務所の社長に昼食をおごってもらった。ていねいに、だがはっきりとお断りした。リスザル社長も納なつ得とくしてくれた。

　喫茶室を出ようとしたとき、地震が起こった。砂糖壺つぼや灰皿やメニューがテーブルから落ちるほどの振しん動どうで、お腹なかの底に響ひびくようだった。

　怖くなって座りこみ、地震がおさまってからおそるおそる立ちあがったとき、どこかで見たような初老の男性と目があった。

　そのおじさんは何なにを隠そう……。

「世界のキタザワ……だったのよ……」

「キタザワは私をじぃーっと見て言ったのよっ!!　『君こそスターだっ!!　お願いだっ。私の映画に出てくれないかっ!?　代役で申し訳ないが、私のイメージにぴったりなんだ。こんな女優を探さがしていたんだっ』荻原アリエと共演ですって！　……私は女優よ。女優なのよーっ!!　北島アヤとお呼びっ」

　有希はお芝居のように手を振ふり回まわしながら言う。

　北島アヤに、血中オタク濃のう度どの高い梨梨子が反応した。有希の肩に両手を置いて芝居めいた仕草で声こわ音ねを使う。

「お面よ。ガラスのお面を被かぶるのよ。北島アヤ」

　日常会話のつまりようがウソのような、なめらかなオタトークが炸さく裂れつする。

「わかりましたっ。月つき明あけ先生っ!!　私はいつか薄うす紅べに天てん女によを演じます」

「ガラスのお面はとてももろいわ。アヤ、今、ここで、女優になると誓ちかいなさいっ!!」

「私、女優に、なりまーすっ」

　有希は床ゆかに座りこんで片手をあげ、その手をぶるぶると震ふるわせる。

　妹は、昔はもっとまともだったのだが、趣味を同じくする友達ができたことで、オタク趣味が全開になっている。

「ガラガラガシャーン！」

　熱演する有希に、梨梨子が効果音を叫さけび、手をひらひらさせて稲いな妻ずまのポーズを取った。

「ちょっと待てよ」

　伸也は二人の間に押し入いった。このままだと二人は、えんえんと『ガラスのお面』ごっこを続けてしまう。

「どうして素人しろうとが女優になれるんだよ？」

「代役だって言ってたわ」

「それって、出演詐さ欺ぎじゃないのか。出演料って名目で何十万とか何百万とか取られるんだよ。荻原アリエと共演なんて詐さ欺ぎ詐さ欺ぎしいじゃねぇか。だいたいそのおじさんが世界のキタザワだって証しよう拠こがあるのか。偽にせ物ものかもしれないぞ」

「名刺……もらったのよ……」

「ほらこれ」

「『フラッシュダンス』って書いてあるぞ」

「ごめん。これはリスザルのおじさんの名刺だーっ。芸能事務所の名前が『フラッシュダンス』なんだって。荻原アリエも在ざい籍せきしている事務所だって言ってたから、大きいところなんだと思うわ。事務所は小さかったけどねー。はいこっち。……ね？　お兄ちゃんっ。世界のキタザワ、って書いてあるでしょ？」

「ほんとだ。世界のキタザワっていうのが名前なんだな。……じゃねぇっ!!　名刺なんかいくらでも偽ぎ造ぞうできるだろーがっ!!」

「でも、『ドーリッシュ・ゲーム』って映画、荻原アリエ主演のキタザワ映画、第二弾だんって、話題になっている映画だよー」

　瑠璃が口を挟はさんだ。

「映画のタイトルが『ドーリッシュ・ゲーム』？　監督が世界のキタザワで、荻原アリエが主演の？」

「そうよ。緒方さん。珍めずらしいね。芸能界の話題なんか、興味ないって思ってた」

　有希が言った。

「理事長からファックスが来てるの。その映画、ウチの高校で撮さつ影えいをするそうよ」

　瑠璃がＡ４の紙の束を伸也のほうに差し出した。

「学舎施し設せつ使用許可のお願い、『ドーリッシュ・ゲーム』製作委員会、チーフプロデューサー、映画企き画かく書しよ、この映画のコンセプトはヒロインの荻原アリエの透とう明めいな美しさと……。なんだこれ？」

「見ての通りよ。こないだ開かい催さいしたオープンキャンパスに映画関係者が来たらしいのね。ウチの高校が、映画のイメージぴったりなのだそうよ。理事長も、学校のＣＭになるからって許可したみたい。お嬢じよう様さまな女子高のお話なんだって」

　桜井坂高校は、今でこそ庶しよ民みん的てきな共学の高校だが、かつてはお嬢様が通う女子高だった。男の伸也にはわからないが、瀟しよう洒しやなつくりの学舎には、元お嬢様学校ならではの上品な雰囲気があるそうで、今も女子生徒の比率が高い。なるほど映画にぴったりの舞ぶ台たいだろう。

「桜井坂高校で映画の撮影をするんですか？　すっごーいっ!!」

「これ、生徒会のサイトにあげたほうがいいのかな？　撮影の日時とか」

　一年生たちが興奮して口々にしゃべる。

「映画の撮影をする、っていうのはサイトにアップしてもいいけど、撮影の日時は伏ふせておくほうがいい。生徒たちが見学したがって収しゆう拾しゆうがつかなくなる。そうですよね？　緒方さん」

　冷静なことを言ったのは、元副会長の石田哲生だ。

　メガネのブリッジを指先で押しあげると、レンズがキラリと光った。見るからに切れ者、という感じで、秀しゆう才さいを絵に描かいたような少年だ。

　伸也は石田が苦手だ。

　生徒会で内ない紛ふんが発生し、いろいろあったとき、石田に押し倒たおされたことがあるからだ。そのとき伸也は女によ体たい化していたのだが、男に迫せまられたショックは、今も鮮せん明めいに覚えている。

　しばらくはギクシャクしていたのだが、時間の経過とともに石田も落ち着いて、ごく普通に仲間同士として過ごしている。

「私も石田くんの言うとおりだと思うわ。日時までアップする必要はないわ。伸也くん、それでいいわね」

　瑠璃が会長である伸也に話を振った。

「ああ、俺もそう思う」

「副会長、私たち、見学できるんですか？」

　桜井坂高校生徒会の実質的なリーダーは会長の伸也ではなく副会長の瑠璃だ。瑠璃が決裁をし、実務は元副会長の石田が取り仕切っている。

　一年の役員たちはそれを知っていて、まず瑠璃にお伺うかがいを立てる。

「そうね。生徒会役員は見学できるようにとりはからいます。理事長からチーフプロデューサーに要よう請せいを出してもらうようにしましょう」

「緒方さん、この書類、いつ来たんですか？」

　有希が聞いた。

「あなたたちが騒さわいでいたときよ」

　桜井坂高校の生徒会室は、ファックスもパソコンも給湯施設も完全装備だ。

　書類は役員の手から手を巡じゆん回かいして、伸也の手元に戻もどってきた。




　『ドーリッシュ・ゲーム』

　両親の離り婚こんでお嬢様学校に転校した内向的な少女が、なじめなさのあまり人形に恋こいをするが、同級生たちとのふれあいのなかで、明るさを取とり戻す。

　ヒロインの内向的な少女役に、先日アジアツアーを成功させたばかりのアイドル女優・荻原アリエ。クラスメートに美少女タレントを多く起用し、世界のキタザワがメガホンをふるう。映像美で見せる問題作。ドーリッシュ・ゲームは人形遊びの意味。


ドーリッシュ・ゲーム製作委員会。






「人形に恋する？　ちょ、なんだこの電波。気持ち悪くないか？」

「私は重要な役なんだってー。きっと、美少女クラスメートの役なのよー」

「有希、出演料だのお金が必要だと言われたらすぐさまやめろっ。いいな？」

「あぁ。女優って響きがいいわぁ～。すごいわぁー」

　会話がぜんぜん噛かみ合あわない。

　舞まいあがっている妹に、兄の冷静な言葉は耳に入らないのであった。

「お金は、いらない……みたいだよ……。それどころか、出演料を……払はらってくれる、って。なんか、ダンスシーンがあるとか、言ってたけど……」




　　　　　☆




「……って、何で俺が、ダンスのお相手なんだよ。しかも公園でっ」

　伸也は妹と組んで踊おどりながら、ぶつくさと文句を言った。

　晴れた日曜の公園は人が多い。よちよち歩きの子供をブランコで遊ばせる若い夫ふう婦ふ。キャッチボールをしている小学生。日ひ溜だまりのベンチでぼんやりして、日光浴を楽しむお年寄り。

「ママ、あの人たちなあに？」

「めっ。指を差すんじゃありませんっ」

「でも、おんなじ顔だよ」

　男女の双子が一いつ緒しよにいるだけでも目立つのに、その二人が手を取り合って踊っているのだから、いやおうなく注目が集まる。

　踊る、というより、踊りのまねごとをしているだけなのだが、視線が痛く、いたたまれない。

「お兄ちゃんっ、足踏ふんでるっ。痛いじゃないのっ。もうっ、ちゃんとしてよねっ!!」

「ＤＶＤ見ただけで覚えられるわけねぇだろーがっ」

「明日いきなり撮影なのよっ。スロースロークイッククイック、ここでターンでしょっ」

「ダンスシーンはプロのダンサーが吹ふき替かえをするから、ＤＶＤ見ておくだけでいいって言われたんだろ」

　吹き替えというとアニメの声優が声を当てるみたいだが、スタントマンなどが代理で演じることを言う。有希の役割は踊っているフリをするだけ。ダンスの練習はしなくていいはずだ。

「でもでもっ、しっかり準備をしたいのよー。だって私の女優デビューですものーっ」

　口調がすっかりおかしくなっている。今にも歌って踊り出しそうだ。

「準備する時間なんかないってのっ」

　展開が速すぎて何が何だかわからない。

　世界のキタザワに有希がスカウトされたのが土曜の放課後。その夕方にはプロデューサーが出演契けい約やく書しよとＤＶＤを持ってきた。台本はなかった。台本を印刷しなおしている最中だという。

　プロデューサーは、「ウチの監督は気まぐれが多いんですよー。なにしろ世界のキタザワですからねー。出演者の差さし替えとか台本の書き直なおしとか、セリフの変更とかしょっちゅうです。まぁそのために私がいるんですけどねー。はっはっは」と笑っていた。

　撮影までにＤＶＤを見て、ダンスしているフリができるようになってほしい。撮影はあさって月曜の早朝、桜井坂高校で行う。台本は間に合わないが、当日に世界のキタザワが演技指導するので安心して欲ほしい。

　ＤＶＤには、二分ほどのソシアルダンスを、インストラクターが踊りながら解説している映像が収録されていた。伸也はそのＤＶＤを何十回と観みた。好きで観たわけではない。有希に強制的に観させられたのである。

　インストラクターの指導を聞いているぶんには、いかにも簡単そうに思えたのだが、フォークダンスならまだしもソシアルダンスは難しい。

「ちょっと、タンマ。なんか疲つかれてきた」

「ダメよっ。がんばるのよっ！　時間が惜おしいじゃないの。休きゆう憩けいなんかしないからっ」

「有希こそ、足あし下もと、よろよろじゃねぇかよ。もう二時間も、こんなことやってるんだぞ」

　そう言ったときのことだった。

　石に足を取られたのだろう。妹が尻しり餅もちをついた。

「きゃあっ!!」

　伸也はつないでいた手を引っ張って、有希を助けようとしたが、少しタイミングが合わなかった。

「うわ」

　有希の上に倒れこむことだけは何とか避さけられたものの、伸也まで両手をつくはめになった。

「痛いっ!!」

「痛いてぇ……っ」

　起きあがり、手についた砂をはたく伸也の前で、有希は座りこんで足首をさすっている。痛そうに顔をしかめているのが見て取れた。

　こういうとき、妹や梨梨子なら、「立て、立つんだーっ。ジョーッ」と握にぎり拳こぶしを作って応おう援えんするだろうが、伸也はそういうキャラではない。妹の手を引っ張って、なんとか立たせることに成功する。

「痛っ」

「だいじょうぶか」

「なんか、ひねっちゃったみたい……」

「歩けるか？」

「うん……きゃっ！　だめ……、やっぱ、痛い」

　歩こうとした有希は、また座すわりこんでしまった。足首をさすっている。

「しかたねぇなぁ……ほれ」

　有希に背中を向けてしゃがみこむ。

「え？　何よ。お兄ちゃん」

「おんぶしてやる、って言ってるんだよ」

「いいって……。私、重いよ。……四十五キロもあるんだよ」

　ラッキーとばかりに背中に飛び乗ると思っていた妹だが、意外にもためらってもじもじしている。

「だって歩けないんだろ。有希ぐらい、平気だよ。家、すぐそこだし」

「で、でも」

　有希の頬ほおが赤くなっていることに気がついた。

　――あ、そうか……。こいつ、照れてるんだ……。

「恥はずかしがるなよ。兄きよう妹だいなんだしさ」

「そ、そうだね」

　妹がそうっと背中に抱だきついてきた。立ちあがると体重がズシンとかかった。

　――うわ、やっぱ、重いな……。

　だが、伸也は口をつぐんだ。重いと口に出すのはカッコワルイ。

　怒おこらせるようなことを、わざわざ口に出す必要はない。

　妹の柔やわらかい身体が背中に密着している。胸のふくらみがぷりぷりだ。

　これが梨梨子なら悶もだえているところだが、妹なので気付いていないフリをする。ぬくぬくの体温が心地ここち良よい。有希の甘あまい体たい臭しゆうと髪の香かおりが鼻び孔こうを刺し激げきする。髪が首筋をくすぐってきてこそばゆい。

「えへへーっ。お兄ちゃんにおんぶしてもらうなんて、子供の頃みたいだねー」

「あぁ、あったなぁ。塀へいの上から落ちたんだよな」

「塀ったって、低いやつだけどね」

　ノリやすい妹は、女子体操選手を主人公にしたスポ根アニメを見て平均台ごっこをはじめ、あげくに塀の上から落ちたのである。

「おまえってさ、外見は変わったけど、中身は変わってないよなぁ」

「綺き麗れいになったってこと？」

　ほんとうは、性格のミーハーさは変わらないんだなと言いたかったのだが、何でもいい方に考えてしまう明るさは有希のいいところだ。苦く笑しようまじりでうなずいておく。

「ああ、そうだよ」

　当時、伸也は小学生で、ケータイなど持っておらず、母親を呼びに帰る、という知ち恵えも働かず、妹をおんぶして家に帰った。

　今はケータイを持っているが、母親より伸也のほうが背が高くなってしまった。家まですぐそこなのだし、こういうとき妹を家まで運ぶのは、やはり兄である伸也の役割だ。

「昔はね、お兄ちゃんってドンくさくってさ、冴さえなかったんだけど、そういうときってカッコよく見えたよ。お兄ちゃん、って感じがしたんだ」

「今もドンくさくて冴えないけどな」

「そうでもないよ。生徒会長になってからのお兄ちゃんは、頭脳派って感じでカッコイイよっ。あ、違ちがうな。変わってきたのは、生徒会に入った頃からかな？」

　伸也は黙だまって足を運んだ。子供の頃ならまだしも、十七歳さいになった妹をおんぶするのは大変で、しゃべる余よ裕ゆうがなかったのである。

　ほっそりしている有希だが、歩き出すと四十五キロの体重が背中にかかる。家まで近いとはいえ、おんぶはやはり大変だった。

「重そうだな」

　伸也の横に、パッとカメのぬいぐるみがあらわれた。

　メタボ腹の、間の抜ぬけた顔をしたこのぬいぐるみは、カメエモンと名乗っている。

　本人曰いわく悪あく魔まなのだそうで、伸也を世界の王にすると言ってまとわりついている。

「体力が増すマジカルサプリメントがあるぞ。一粒つぶ飲むとアラ不思議、運動神経と体力が二倍になるぞ。効果は十分間継けい続ぞくする。二粒飲むと二十分だ」

　白い錠じよう剤ざいが数すう粒つぶだけ入った薬瓶びんを布製の手で器用に持ちながら、テレビの通つう販はん番組のようにＣＭする。

　――いらねぇよ。どっか行ってくれよ。俺は世界征せい服ふくなんかしねぇぞ。

　とは口に出ださない。

　カメエモンは妹の有希には見えないからだ。

　伸也は幻まぼろしを見ているわけではない。副会長の瑠璃もカメエモンを見た。彼かの女じよは霊れい感かんがあるそうで、人ならぬものが見えるのだという。

　伸也は背中であくびを噛み殺ころしている妹に話しかけた。

「どうした？　眠ねむいのか？」

「うん。背中、温ぬくいしね。なんか心地良くて……。昨日興奮しすぎて眠れなかったし……。でも、眠ると、急に重くなるんでしょ。がんばって起きてるね……ぁふぅ」

「重いだろう？　マジカルドリンクはどうだ。一瓶飲むとアラ不思議。運動神経と体力がなんと三倍だ。効果は五分で切れるが」
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　――いらねえよ。おまえのマジカルグッズなんて、怖こわくて使えねぇって。何が起こるかわからねぇよ。薬なんてよけい怖いしよ。

　昨日など、ソシアルダンスのＤＶＤを見ているとき、「上手にダンスが踊れるカレンの赤い靴くつを出してやる。女物だぞ。妹に貸してやれ」と言われて一いつ瞬しゆん気持ちが揺ゆれたのだが、ケータイからネット検けん索さくしてげっそりした。

「赤い靴」の童話では、ヒロインのカレンは、勝手に踊り出した赤い靴が脱ぬげなくなり、樵きこりに頼たのんで両りよう足あしを切り落としてもらうのだ。そんな恐おそろしげなもの誰が欲しいものか。

　増える百円玉をもらったときも大変な目に遭あわされた。無視するのがいちばんだ。

　伸也はうとうとしはじめた妹をおんぶして、家への道をよろよろと歩いていく。
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「こんな学校、来たくて来たわけじゃないもん……」

　荻原アリエが演じるヒロイン・つぐみは、よく通る、だが、泣きそうな声でつぶやいて、下を向いた。同級生たちが自分の悪口を言っているところに、うっかり行き会わせてしまい、ショックを受けるシーンだ。

　校舎の壁かべにもたれたまま、涙なみだをいっぱいに溜ためた瞳ひとみを伏し目めがちにしていたが、やがてキッと顔をあげると、何事もなかったかのように走り去っていく。

　撮影用のおしゃれな制服を着た後ろ姿が、だれか私をかまってよ、寂さびしいのよ、とつぶやいていた。

　――すげえな……。

　見学している伸也は驚おどろくばかりだ。女優は背中でも演技ができるのだと感心する。

「はい。カット！」

　世界のキタザワがメガホンを振ふり、合図をした。

　助じよ監かん督とくのふるうカチンコが、カチンと鋭するどい音を立てる。

　昼間の明るさを演出していたたくさんの照明が落とされて、朝の五時らしい薄うす暗ぐらさと冷気が戻ってきた。照明器具は意外に熱い。

　緊きん張ちよう感の満ちた撮影現場が一気に弛し緩かんし、ほーっと安あん堵どの吐と息いきが流れる。

　マネージャーなのだろう。二十代はじめの女性が走り寄り、アリエの背中を軽く叩たたきながら、ウーロン茶の缶かんを手て渡わたす。

「アリエ、いい演技だったわよ。お疲れさま」

「ありがとう。翠みどりさん」

　アリエはほっとしたような笑え顔がおを浮うかべた。プルトップを開けたウーロン茶の缶から、白い湯気がふわっと立ちのぼり、お人形のように整った顔をやわらかく彩いろどった。

　マネージャーの女性は、深いスリットが入ったタイトスカートと、ウエストを絞しぼったスーツ姿。それにカカトの低いパンプスを合わせている。

　黒くろ髪かみをきりりとポニーテールに結ゆった姿は、仕事のできるワーキングウーマンという雰ふん囲い気きだ。

「二十分後からシーン九、テイク一いきます。場所は体育館です。シーン九の出演者は時間までに移動してください。カメラ移動お願いします」

　首からスタッフカードをさげた助監督が大きな声をあげている。

「撮影現場って、やっぱすごい緊張感だねー」

「サイン貰もらおうと思ってたけど、これじゃとても貰えないね」

「アリエって綺麗……。お人形さんみたいだわ。カメラ禁止なのが悔くやしいよー」

　生徒会の腕わん章しようをつけた一年生が、ひそひそとしゃべっている。タレントなど興味がなさそうな石田も副会長の瑠璃も、生徒会の全員が見学に来た。見学のあとそのまま授業を受けるから、みんな制服姿である。

「すみません。アリエさん。サインいただけませんか？」

　空気が読めない、というより読まない石田が、ぼんやりしているアリエにつかつかと歩み寄り、色紙を差し出す。

　アリエはぼぅーっとしたまま、視線をさまよわせている。

「ごめんなさいね。アリエ、演技で頭がいっぱいなの」

　マネージャーの女性が謝罪した。

　そして、アリエの肩かたをトントンする。

「えっ？」

　アリエがハッとして顔をあげ、今はじめて色紙が視界に入った、とばかり目を見開いた。石田を見て、パッと華はなやかな笑顔を浮かべる。

「ぁあ、サイン？　ごめんなさいね。手がかじかんでいるから、出番までに手を温めたいの」

「いえ、すみませんでした」

　さすがの石田も引きさがった。

「女優って……すごいなぁ。休んでいるときは……あんなに……だるだるなのに、撮影のときは……なりきってるもん」

　伸也の横に立つ梨梨子がさかんに感心している。

　アリエはウーロン茶の缶を両手に持ち、缶の温かさを楽しんでいるようにしてぼぅっとしている。

　口を半開きにして放心している様子は、なるほど梨梨子の言うようにだるだるだ。

　――俺には、梨梨子のほうが綺麗に見えるよ。

　心の中でだけつぶやきながら、ケータイの時計を見た。

　――有希のやつ、だいじょうぶかなぁ……。

　次は、有希の出演するシーンだ。

　妹が化粧品箱バニテイケースをさげたメイクの女性と一緒に控ひかえ室しつに消えてから、かなり時間が経たっている。世界のキタザワが出番の前に演技指導をしてくれると言っていたが、ちゃんとやっているのだろうか。あがっているのではないだろうか。

「能見くん。ちょっと」

　おとつい契約書を持って家に来てくれたプロデューサーの男性が伸也に向かって手招きした。

　伸也は自分を指差して首を傾かしげた。

「僕ですか？」

　小さな声で聞く。くつろいでいる人もいるのだから、大きな声を出してはいけないような気がしたのだ。

　プロデューサーが大きくうなずく。

「ちょっと行ってくる」

　梨梨子に声を掛かけてプロデューサーのほうへと走り寄る。

「どうかしたんですか？」

「妹さんが、お兄さんを呼んでいるんだ」

「どうしたんですか？　身体の具合でも？」

「ああ、足が痛いんだそうだ」

「えっ!?」

　昨日、ダンスの練習中に足をひねったが、シップをして一晩寝ねたら腫はれも引き、痛みはなくなったと言ってた。また足を痛めたのだろうか。

　渡わたり廊ろう下かを歩き、控え室代わりの理科室に急いで入る。部屋の奥おくに、イスに座ったままの制服姿の有希がいる。

　撮さつ影えい用のおしゃれな制服ではなく、桜井坂高校のセーラー服のままだ。

「有希、具合はどうだ？」

　有希に走り寄ろうとしたとき、白しら髪がの頭にベレー帽ぼうを乗せた、初老の男性とぶつかりそうになった。

「うわっ、す、すみません」

　世界のキタザワだった。腕うで組ぐみをして仁に王おう立ちし、伸也をじっと見ている。

「君が有希くんのお兄さんか。なるほどそっくりだな。いい顔をしている。目に力がある。カメラを通すと味が出る素材だな」

「双ふた子ごなんだそうです」

「男にしちゃ背は低めだが……有希くんとほとんど同じ身長だな」

「それはカメラワークでなんとでも」

　プロデューサーが口くち添ぞえする。

「わかった。伸也くんで行こう。伸也くん。すまないが、力を貸してくれないか」

　キタザワが伸也に向かって頭をさげた。世界的な監かん督とくにしては腰こしが低い。

　プロデューサーも、メイクアップアーティストも、キラキラした衣装を腕うでに掛けているスタイリストも、イスに座ったままの制服姿の有希も、名前だけの助監督も、ストップウォッチを片手に持ったスクリプターも、照明器具の配線を確かく認にんしている照明担当も、期待の視線で伸也を見ている。背中をいやな汗あせが伝う。

　――うぅ、これは断れない……。

「僕は、そのう、……な、何を、すればいいんですか？」

「そんなビクビクしなくてもいいよ。有希さんの代役だ」

「女装ですか？」

　――またかよ……。

　ため息をつきながら聞いたところ、意外な回答が返ってきた。

「いや、男装だ」

「男装？　有希に男の役をさせる予定だったんですか？」

「ヒロインの荻原アリエが恋こいする人形の役だよ」

　プロデューサーとキタザワが交こう互ごに説明する。

「美術室に置かれている、デッサン用のマネキンなんだ。ヒロインは、マネキンに恋をする」

「はじめは本物のマネキンを使う予定だったんだが、マネキンじゃ説得力がなくてね。ヒロインが恋する王子様には、どうやってもならないのだよ」

「そこでキタザワがやっぱり役者を使いたいと言いだしたんだ」

「アリエは熱心なファンが多いアイドルだから、若手の男性俳優と共演させたりして、アリエ信者を刺激しないで欲しい、というのが『フラッシュダンス』の要望だった。ほら、スキャンダルとかなっちゃったらマズイだろ」

「フラッシュダンス？」

　イベントで梨梨子をスカウトしたリスザルのおじさんが『フラッシュダンス』の社長だった。

「『フラッシュダンス』っていうのは、アリエの所属事務所だ」

「だったら手て垢あかのついた男性のタレントやモデルを使うより、無名の美少女を男装させて人形の役をさせようと考えたのだ。女子高の話だし、そのほうが神秘的だからね」

　――なるほどね……。有希がスカウトされたわけだよ。

　ようやくのことで腑ふに落ちた。

「僕のすることは、黙って立っているだけですか？」

「メイクします」

「衣装を着て、王子様になってもらいます」

　メイクアップアーティストとスタイリストの女性が口々に言う。

「あとは演技とダンスだな。ヒロインが想像の中で人形と踊おどりながら、人形に話しかけるシーンがある。踊りそのものはダンサーの吹ふき替かえだが、踊っているフリをして欲しい。あとは、人形の演技だ。立っているだけのシーンだが、難しい演技だぞ。人形の役だからな」

「人形の役が難しいんですか？」

「ああ、まばたきもできないんだぞ。もっとも難しい役やく柄がらだ」

　想像とぜんぜん違う。

　伸也は有希をそっと見た。

　有希は足をぶらぶらさせて、唇くちびるを尖とがらせている。ふてくされているようにも見える。

　ピンと来た。

　足が痛い、というのはいいわけだ。痛いのは本当だろうが、立てないほど痛いわけではない。男装してカメラに映り、映画になってみんなに見られる、というのがイヤだったのだ。

　有希の性格だと、かわいい私以外は撮とらないでと思うだろう。

　有希好みのイケメンが出演者にいたら話は違っていただろうが、お嬢じよう様さま学校の映画で出演者は少女だけ。

　かといって、せっかくスカウトされたのに、他人に代役をまかすのもシャクにさわる。同じ顔をした兄に代役を頼むのは、当然のなりゆきだった。

「わかりました。やります」

　妹がほっとした顔で伸也を見た。世界のキタザワもスタッフも、安堵の表情を浮かべている。

「だったら伸也くん。こっち来て。衣装、合わせてもらうから」

　スタイリストとメイクさんが手招きした。ドキドキしながら理科準備室に入る。

　伸也の背後でドアが閉しまった。
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　手鏡を渡された。

「はい、目を開けて」

　伸也は手鏡に映る自分に見とれた。

　――これが俺かよ？

　メイクアップアーティストの腕がよほどいいのか、ウソのようにハンサムになっている。確かに伸也なのだが、まるっきり別人だ。少しだが髪かみをカットされたのも原因かもしれない。

「なんか俺、イケメンですね……」

「そうね、伸也くんって、化け粧しよう映ばえするのね」

「メイクってすごいんですね。髪を少し切っただけなのに、変装したみたいだ」

「メイクじゃ変装はできないわよ。メイクは、もともと持っている顔立ちの美しさを引き出すだけ。君って元々の顔が綺麗系なのよ。世界のキタザワが惚ほれこんだ美少女の妹さんと同じ顔なんだから、ハンサムで当然よ」

「でも、顔がきりっとしてるし、目、でかくなってる……俺の目、もっと小さいですよ」

「ああ、それはね、眉まゆを整えたからよ。目がぱっちりしてるのは付けまつげとアイラインだから、目をこすらないでね。タヌキになるわよ」

「わ、わかりました」

　メイクの女性に手鏡を返す。

　彼女はケースに鏡を入れ、パチンと閉じた。

　その音を合図にして立ちあがり、姿見に自分を映す。

　王子様の衣装を着付けられたときは、あまりの派手派手しさにげっそりしたが、メイクをしたあとだと違い和わ感かんはない。ちんどん屋のような衣装がしっくりと身体になじんでいる。髪を切ったおかげで頭が小さく見え、身長まで高くなったみたいだ。

　理科準備室を出ると、大人たちの視線が集中し、ほぉーっというため息があがった。イスに座ったままの有希が、驚きの表情で伸也を見ている。

「わ、お兄ちゃん、すごい……」

「ここまで変わるのか……。これはすごい……」

「キタザワ監督、これなら……」

「あぁ、じゅうぶんだな。アリエがあこがれる存在にふさわしい。伸也くん。ソシアルダンスのＤＶＤは見てくれたかね？」

「はい、見ました。妹と練習したので踊ってるフリならなんとかできると思います」

「では今から体育館に移動だ」

　世界のキタザワが理科室を出て歩いていく。たくさんのスタッフがぞろぞろと移動しはじめた。

　ひとつの映画を撮るために、こんなにもたくさんの大人が働いている。マスコミに縁えんのない伸也には驚きだ。

「がんばってね、お兄ちゃん。応おう援えんしてるよ」

　イスに座ったままの有希が、伸也に小さく手を振った。

「おまえは来ないのかよ？」

「あとでゆっくり行くから」

「そっか、がんばってくるよ」




　　　　　☆




「カメエモン」

　伸也は廊下を歩きながら、小声でカメエモンの名前を呼んだ。

「いるんだろ。カメエモン、出てこい」

　再度呼んだとき、カメエモンが空中にパッとあらわれた。メタボ腹を反そらしてえらそうに腕組みをする。

　カメのぬいぐるみの手足は短いので腕は交差しないのだが、腕組みとしか表現のしようがない態度だった。

「私を呼んだか？」

「ああ、呼んだ。昨日言ってたサプリメント、あれは麻ま薬やくとかじゃないな？　薬の効果は自然に切れるのか？」

　小声で会話をする。

　伸也の前を歩いているスタッフは、映画の進行に関して激論を闘わせていて、伸也の独り言に気付いている人はいない。

「飲み物を取れば、効果が切れるそうだから、麻薬ではないぞ。元気の出るサプリメントだ。精せい力りよく剤ざいの一種だよ。効果は抜ばつ群ぐんだが、薬が切れてからガクッと来くるぞ」

「その程度ならいいよ。どうせ、おまえがくれるマジカルグッズが、まともなわけねぇし」

「ひどい言いぐさだな。巷ちまたでマジカルグッズの収集と製作と修理にはげんでいる小こ人びとさんたちが泣くぞ。サプリメントでいいのか？　ドリンク剤ざいもあるぞ」

「どう違う？」

「ドリンク剤はすぐに効果があらわれて効き目が強い。サプリメントは効くまで時間がかかるが持続時間が長い。効果はドリンク剤ほどではない……と小人さんから聞いた」

「サプリメントだ」

「わかった」

　カメエモンは、胸の王おう冠かん状のつまみを回すと、お腹なかのポケットに手を入れて、サプリメントの瓶を投げてよこした。いよいよ児童向けコミックじみてきた。伸也は空中でキャッチしながら聞く。

「おまえ、腹にポケットなんか、あったっけ？」

「オプションでつけたのだよ。ふはははっ。どうだ？　未来から来た亀かめ形ロボットのカメエモンらしくなったろう？」

「おまえ、ほんとうは、悪あく魔まガメとか、デビルガメって名前じゃねぇの？」

「ぎくっ」

　カメエモンの顔が灰色に染まった。

「カメエモンって名乗っておけば警けい戒かいされない、とか思ったんじゃねぇの？　まぁいい。そんなことどうでも。……二錠じようだけでいい。ありがとう」

　二粒つぶだけ指先で取り出して、フタを閉めた瓶をカメエモンに向けて投げる。

　カメエモンは、短い手を器用に動かして、サプリメントの瓶をキャッチした。

「礼はいい。伸也が世界の王になれば、私の野望が叶かなうからな。まずは芸能界の王になってくれ。応援するぞ。じゃあなっ」

　カメエモンはパッと消えた。

　手品のような鮮あざやかさだった。

　伸也は、手のひらの錠剤を転がした。

　――なんか怖いな……。

　悪魔を自じ認にんするカメエモンがくれるサプリメントだ。あとでガクッとくる、というのが、いかにも不安だ。

　だが。

　――有希の代役だしな……。

　――みんな、映画の完成のためにがんばっているんだし。

　伸也の演じる王子様は、物語の要かなめになる重要な役だ。成り行きとはいえ、出るからにはベストをつくしたい。

　少し考えてから、ままよとばかりに錠じよう剤ざいを二つとも飲み下す。

　元気が出るサプリメントは、ラムネとそっくりの甘あま酸ずっぱい味がした。







第２章　クランクイン







　見慣れた体育館は、カメラと照明とたくさんのスタッフのおかげで異空間に見えた。

　伸しん也やは大人たちの輪の中で漫まん然ぜんと立ちながら、撮影開始を待っていた。

　瑠る璃りも、梨り梨り子こも、床ゆかに座すわりこんだままの有ゆう希きも、生徒会のみんなも、王子様メイクの伸也をじっと見ている。

「会長、似合うじゃない？」

「先せん輩ぱいってハンサムだったんだなぁ。はじめて気がついたわ」

　一年の生徒会役員が話している声が聞こえてきた。

　心臓のドキドキが収まらない。緊張のあまり無表情になってしまうのは、むしろ好都合かもしれない。

「カメラテストいきます。アリエさん。王子様と手を取って、目を合わせて」

「はいっ」

　きちんとメイクをしたアリエが走り寄り、伸也の手を取る。映画用のおしゃれな制服が恐おそろしく似合っていた。至近距きよ離りから見たアリエは、お人形さんのように綺き麗れいだった。

「あっと、伸也くん、カメラテストってのは予行練習みたいなもんだから、もっと気楽にね。肩の力を抜ぬいて。一度深呼吸しようか」

　伸也はハーと深呼吸をした。

「アリエ、伸也くんともっとくっついて。笑顔を浮かべて」

「こうですか？」

　彼女は身体をぐっと寄せてきた。下半身が密着する。

　――うわ。な、なんか、アレとかコレとか当たってるぞーっ。

　甘あまい香かおりがふわっと漂ただよう。アリエの体たい臭しゆうだ。伸也の股こ間かんに、アリエの下腹部が押おしつけられているのだから、悶もだえないほうがおかしい。テレビで見慣れた美しい笑顔が、伸也に向けられている。

　股間がイケナイことになりそうで怖こわい。伸也は無表情をつくろうのに一いつ生しよう懸けん命めいだ。

　肩の横で光度計がパシュッと光った。照明が叫さけぶ。

「光度オッケーです」

「ちょっと動いてみてくれ」

「動く？　ど、どうすれば？」

「ソシアルダンスのＤＶＤ観みたでしょ。できる？」

　アリエがふん、と鼻を鳴らし、めんどくさそうな口調で言った。顔だけは恋する少女のままだ。

　――あれ、なんか、感じが違ちがう。

　テレビで培つちかったアリエのイメージと、目の前にいる本人とのギャップに混乱する。

　――アリエって、無む垢く、って雰囲気だったのに。なんか、感じワルイってか、イジワルっぽい。

「まぁ、君のダンスなんか誰も期待していないけどね。君ってたしかに顔はいいけど、顔だけでしょ。私は、ちゃんと演技するけど、足を引っ張らないでね。素人しろうとは面めん倒どうだからイヤなのよね」

　せせら笑う口調でささやかれ、ムッとなった。

　ダンスのＤＶＤは、有希と一いつ緒しよに何十回も観た。カメエモンがくれたマジカルサプリメントも飲んでいる。なんとかなる。

「できます」

「そう……」

　アリエは感心がなさそうに目をそらすと、あくびをこらえた。

　そんな表情を浮うかべていても、憎にくらしくなるほどかわいらしい。

「いきます。スローから」

　伸也は彼かの女じよの手を持ち直なおすとステップを踏ふみ始めた。

　スロースロー、クィッククィック、スピン、ズンチャッチャッでサイドシャッセ、ツーステップでスウェイ、そしてスピン。

　ＤＶＤのインストラクターのように、頭の中でステップの種類をなぞりながら踊り出す。

　――うわ、体が動くじゃねぇか。すげぇ体が軽い……。

　マジカルサプリメントの効果だろう。思い通りに体が動く。ほんとうに運動神経と体力が倍になっていそうだ。

　それは、ごく平へい凡ぼんな運動神経を持って生まれてきた伸也にはワクワクする体験だった。スポーツができる人は、いつもこういう楽しさを味わっているのだろうか。

　――うわっ。おもしろい。くるくる回るの、楽しいじゃないかっ。

　アリエの髪が美しく揺ゆれ、お人形のように整った顔の向こうにスタッフや生徒会のみんなの姿が流れていく。通り過ぎる一いつ瞬しゆん、梨梨子が、すごーい、と口を動かしたのがわかった。自分の力ではなく、ドーピングのせいだとわかっているのに、得意な気分になってしまう。

　まるで高速のメリーゴーランドか、遊園地のコーヒーカップで、真ん中のハンドルをぐるぐる回している感じだった。

　笑えみが零こぼれてしかたがない。

　これはいったい何というのだろう。ランニングハイ？　ダンシングハイ？　いや違う。あえて言うならスピンハイだ。もっともっと回りたくなってしまう。

　足を踏み出だすと、伸也の股間にアリエの太ふと腿ももの付け根が入り、ペニスに内うち腿もものすべすべやアソコのふわふわが当たる。本来なら悶えずにはおられない体験だが、くるくる回る楽しさが勝っていて、どうでもよくなってしまう。

　アリエが、え？　という顔をして、まじまじと伸也を観た。

　そして、気を取り直したのか、きゅっと唇を噛かむと、はにかんだ笑え顔がおを浮かべた。恋する少女のような、あこがれの視線で伸也を観ている。

　どうせ素人とたかをくくっていたのを改めたらしい。なおざりにステップを踏んでいたアリエが伸也のリードに合わせてきた。

　ダンスはいよいよなめらかに流れはじめた。

　オルゴールの上のくるくる回る人形のように、体育館をいっぱいに使ってソシアルダンスを繰くり広ひろげていく。無音のはずなのに、音楽が聞こえるような、そんなダンスだ。

「はい、オッケーです!!」

　助じよ監かん督とくが声をあげた。

　伸也は、全力疾しつ走そうした後のようなさわやかさを味わっていた。まだ手にリズムが残っている感じで高こう揚ようが収まらない。

　周囲がシンと静まり返っていることに気がついた。

　――ま、まずかったのかな……。

「すみません。つい踊ってしまって……フリだけでいいって言われたのに……」

　言い訳をすると、アリエが不ふ審しんそうな表情を浮かべながら組を解いた。

「君って、ダンス、上う手まいのね……？」

「伸也くん、よくやった。君はソシアルダンスを練習して何年になるんだね？」

「昨日からです。妹と公園で練習を。ＤＶＤがわかりやすかったので」

「ふぅん、運動神経がよほど優すぐれているんだな。汗も掻かいていないな。アリエは汗まみれになっているのに……」

　――うぅ、恥はずかしい。俺の実力じゃないのに……。

「監督、このぶんじゃ、吹き替えなしでいけますね」

「ああ、それでいこう」

「五分後、本番行きます」

　――五分か。飲み足さなくてもだいじょうぶだな。

　マジカルサプリメントの効果が切れるのは十分後だ。ダンスシーンは二分ほどだから大丈夫だろう。

「メイクさん、アリエの化け粧しよう直なおしお願いします」

　マネージャーの女性が叫んだ。

「はいっ」

　メイクの人が走り寄る。

　イスに座ったアリエに、マネージャーがおしぼりを渡し、メイクさんがてきぱきと化け粧しようを直していく。

　梨梨子がトコトコと歩みより、肩かたを寄せると、笑顔を浮かべて話しかけた。

「伸也くん……すごいね……ダンス、上手いから……びっくりした……。すごく……ステキだった。アリエって……かわいいね。美男美女で……お似合いだよ」

　梨梨子の笑顔を見ていると、緊きん張ちようがほどけた。

　――ほんとうはズルをしているんだ。俺の実力じゃないよ。

　――俺がお似合いになりたいのは、梨梨子だよ。

　口に出せない言葉が溜たまっていく。

　せめてとばかりに、梨梨子の髪の香りを、胸いっぱいに吸いこんだ。

「今日は妄もう想そうが出ないんだ？」

「そうね。……ここって、すごい緊張感だから……。妄想って、ほっとしてるときしか……出ないのよ。妄想しそうに、なったら……止めてね。迷めい惑わくだから……。ふふっ、伸也くん……王子様の服……ステキね。ほんとの王子様……みたいよ」

「そ、そっかな……」

「伸也くんって……ハンサムなんだね……知らなかったよ」

　かぁっと顔が赤くなった。

　あこがれの少女に、ステキだとかハンサムだとか言われたのだ。

「お兄ちゃんは私と同じ顔なんだから、ハンサムで当然なのよー」

　床に座りこんだままの妹がふてくされたような声をあげたが、伸也の耳には入っていない。

　梨梨子が伸也と視線を合わせ、ふふっと笑って下を向いた。

　伸也もテレテレしてそっぽを向いた。

　そのとき、視界に、バスケットのゴールネットが入った。ゴール板には照明が取り付けてある。
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　――あ、あれ……。

　板が、みしみし揺れている。

　ぞっとした。

　大きなクリップでゴール板に取り付けてある照明が、今にも落ちそうになっていた。

　伸也はドキドキしながら視線をさげた。すぐ下にアリエがいる。

　イスに座り、目を閉じてメイクを直して貰もらっている彼女は、頭上の照明器き具ぐに気付いていない。

　仕事を終えたメイクアップアーティストが、安あん堵どの表情でアリエから離はなれた。

　アリエは瞳ひとみを開けているものの、ぼんやりと正面を見つめている。だるだるな様子は、頭上の照明器具には気がついていないことを示している。

　伸也は声を出すことができなかった。叫ぶとその声で照明が落ちてしまいそうな気がしたからだ。ただ、息をつめて、照明を見ているだけだ。時間が止まった気がした。

「どうか、したの……？」

　梨梨子が伸也の視線を追って上を向く。

「きゃっ」

　口に手を当てると、小さな悲鳴をあげて体をすくませる。

　金かな縛しばりがほどけた。

　体が動く。

　伸也はアリエに向かってダッシュした。

　そのとき、ギリギリで持ちこたえていた照明器具がゴール板を離れ、落下した。

　それらがほぼ同時に起こった。

「きゃああっ、アリエさん、逃にげてっ」

　梨梨子の悲鳴が響ひびき、アリエが不安そうに立ちあがる。

　伸也がアリエにタックルして押し倒たおし、彼女を背中でかばう。

「何をするのっ!?　バカッ！　最低っ」

　ぺち、と音がして、頬ほおが熱くなった。アリエが平手で伸也の頬を叩たたいたのだ。

「哈ハッ！」

　気合いが響き、白く細いものが旋せん回かいした。

　翠みどりさんと呼ばれたロングタイトスカートの女性が、照明器具を蹴けり飛とばしたのだ。深いスリットから白い下か肢しがのぞき、首からさげたスタッフカードと、ポニーテールがくるんと回る。

　襲しゆう撃げき音がして、照明器具が体育館の壁かべで炸さく裂れつした。

　ガラスだの電子部品だのがバラバラと落下する。

　女性マネージャーはほんの一瞬で構えをほどいたが、手を前に出して腰こしを低く落とす構えは、空手か中国拳けん法ぽうかテコンドーか、なにかの武道のように見えた。

　照明器具が当たった壁には、大穴が空いている。

　直ちよく撃げきしたら死んでいた。いや、死なないまでも、ケガはまぬがれなかっただろう。

　アリエは伸也の腕うでの下で、目を丸くしている。

　伸也がタックルした理由に、ようやくのことで気付いたらしい。ガクガクと震ふるえだした。

「ま、また……またなの……」

　細い声でつぶやく。

　皆みながあぜんとしていたのは一瞬で、すぐに蜂はちの巣を投げこんだような騒さわぎになった。

「照明っ!!　美術っ!!」

「ホウキとちりとりっ。早く掃そう除じしろ」

「穴をふさげっ」

「ガラスが飛び散っているぞっ。ケガするなよっ」

「なんで照明が落ちてくるんだ？　こんなにしっかり止めてあったのに」

　監かん督とくが怒ど鳴なり、スタッフがバタバタと走り回る。

「い、いや……誰だれかが、私を、こ、ころ、そうと、……きゃああっ」

　上半身を起こしたアリエが、壁の穴を見てパニックを起こした。ぶるぶる震える指で壁のほうを指し示す。

　――誰かが私を殺そうとしている？

「アリエッ、落ち着いてっ!!」

　マネージャーがスッと距離をつめ、アリエの頬を軽く打った。

　年若い女優は頬に手を当て、きょとんとして翠を見つめている。

「あなたは私が守るからだいじょうぶよ」

「翠さん……」

「アリエは、いい演技をすることだけ考えなさい。いいわね」

　翠はアリエをそっと抱だき寄よせ、頭をなでなでした。

　安心させるためだと知っていても、どこか百ゆ合りっぽい光景に見とれてしまう。

　――綺麗な人だな。

　アリエといても、少しも見み劣おとりがしない。きりっとした雰ふん囲い気きの東洋美人だ。紺こんのスーツは地味で飾かざり気けがないし、化け粧しよう気けもない。なのに、責任ある仕事をしている人に特有の、とぎすまされた美しさがあった。

「アリエ、ケガないかっ!?」

　監督が聞く。

「ありませんっ」

「今日はもう撮さつ影えいをやめるか」

「いえ、だいじょうぶですっ。やりますっ!!」

　アリエは両手を組んで、祈いのるように目を閉じた。

　踊おどるような足取りで体育館の中央に走り出た。夢見る笑顔を浮かべている。

　そして、スカートの端はしをつまむと、監督に向かっておじぎをした。舞ぶ踏とう会かいでお姫ひめ様さまが王子様に向かってするような、品のある礼だ。

　いくつも照明がいちどきに点つき、アリエの全身を明るく照らす。そこにいるのはアリエではなく、映画のヒロイン・つぐみだった。

　音おん響きよう担当が操作したのだろう。クラシック音楽が流れてきた。

「伸也くんっ！」

「はい」

　伸也はアリエに向かって走り寄り、みようみまねでおじぎをして、アリエの手を取った。

　ＤＶＤで飽あきるほど聞いた音楽だ。

　――だいじょうぶ。なんとかなる。

「次のフレーズで、サイドシャッセから」

　アリエにささやく。

「ええ」

　リズムとリズムの切れ目で音楽を拾い、二人は滑すべるようにステップを踏み始めた。アリエは孤こ独どくな少女があこがれの王子様を見つめる視線で伸也を見ている。

「適当に会話してくれ。セリフはあとであわせる」

　監督の指示が飛んだ。

　スピン、シャッセ、シャッセ。スウェイ。ツーステップ、スピン、スピン。ハーフターン。フルターン。スロー、スロー、クィック、クィック。

　走るようなスピードでくるくると回転する。

「映画の撮影なのよ。怖くないの？」

　踊りながら、アリエが話しかけた。

「どういう意味だよ」

「君って緊張しないのかなぁって思ったの」

「いろいろありすぎて緊張するヒマがないんだよ」

「ふぅん、バカは緊張しないって言うけどね」

　ムカッと来た。

　表情と動きは恋こいする少女そのままなのに、けだるげな口調が辛しん辣らつに響く。

「俺は君を助けたんだぞ。お礼を言うのが先じゃないか？」

「助けてくれてありがとう」

　棒読みだった。まるで感情がこもっていない。

　伸也はため息をついて話題を変えた。

「さっき、君、ヘンなこと言ってたな。誰かが私を殺そうとしている、とか何とか」

「冗じよう談だんよ」

「だったらいいけど。危険なことがあるなら、警察に言うべきじゃないのか？」

「バカね。警察に頼たのんだりしたら、映画の進行が遅おくれるでしょ。スケジュールがメチャクチャになっちゃう」

「ってことは、前にも何かあったんだ？」

「君って、意外と頭がいいのね。顔だけのバカだと思っていたのに。……まぁ、いいか。言っても……。私の荷物を荒あらされたり、事務所にドロボウが入ったり、学校でもちょっとね。私のブログに、アリエを殺してやる、って書きこみされたこともあったわね」

「それって十分アブナイぞ」

「よくある話よ」

「どうして警察に言わないんだ？」

「ブログは『アリエさん』が削さく除じよしているから平気よ」

「『アリエさん』って事務所の人？」

「バカねアリエさんは私よ。翠さんも社長もチェックしてくれてるけどね」

「うーん」

　伸也はうなり声をあげた。

　自分で自分の殺人予告を削除する気持ちを想像すると、何も言えなかったのだ。

　ネットの『殺してやる』は脅きよう迫はくになるのではないだろうか。警察が捕つかまえてくれるはずなのに、何を遠えん慮りよしているのだろう。

「芸能界っていろいろあるのよ。ライバルかも知れないし、熱心なファンかもしれない。この程度のいやがらせでめげてちゃ、女優なんかできないわよ」

「芸能界って怖そうだな」

「翠さんがいるからだいじょうぶ」

「あのマネージャー？　空手か何かやってるのか？」

「中国拳法ですって。ボディガードを兼かねたマネージャーよ」

「ああ、なるほど、ボディガードね。それで、私が守る、か……だったら僕が心配しなくてもだいじょうぶかな」

「ふぅん、心配してくれてるの？　ありがとう」

「そんなイヤミっぽく言うなよ。あんなことがあったら心配して当然だろ」

　陰いん険けんな会話を繰り広げているにもかかわらず、アリエはうっとりした笑顔を浮かべている。カメラを通すと、さぞ美しく見えることだろう。

「翠さん、強いわよ。並の男なんか目じゃないわ」

　音楽が終わった。

　伸也は組をとき、パートナーに会え釈しやくをして去っていく。

　アリエは夢が叶った少女のように、両手で胸を押さえてうっとりとした笑顔を浮かべた。伸也が歩き去ってしまった先を、じっと見ている。

　明るい照明が、アリエを美しく照らしていた。

　体育館は静まり返った。

　たくさんのスタッフが不安そうな顔で監督を見ている。監督がメガホンを振ふった。

「カット！　オーケーだっ」

　同時に、カチン、とカチンコが鮮あざやかな音を立てる。

　わっと歓かん声せいがあがった。

「すげぇ。撮とり直なおしなしで一発オッケーだっ。こんなのはじめてだっ」

「アリエ、いい演技だった。お疲つかれさま。伸也くん、君は集中力があるぞ。もうワンシーン、人形のシーンで君の出番は終わりだが、もったいない気がするな」

「伸也くん、すごぉいーっ。上手ねぇー」

「すごいな。素人を使うとすげぇ時間がかかるんだぜ。演技勘かんがいいんだなぁ」

　まるでサッカーでシュートを決めた選手のように、スタッフが伸也の背中をバンバン叩く。

　映画のことをまったく知らない伸也は、きょとんとするばかりだ。

「演技よかったわよ。お疲れ様さま」

　アリエがめんどくさそうな仕草で、ウーロン茶の缶かんを伸也に向けて差し出した。

「ありがとう」

　伸也は缶を受け取った。プルトップを開けていない熱いお茶だ。

　好意はありがたいが、水分を取るとマジカルサプリメントの効果が切れてしまう。まだ人形のシーンがある。効果が切れるとガクッと来くる、というのがどれぐらいのものかしらないから、今お茶を飲むわけにはいかなかった。

　――あれ、翠さんがいないな……。

　護衛を兼ねたマネージャーが、席を外していることに違い和わ感かんを覚えた。

　――トイレにでも行ったのかな。

　きょろきょろしていると、壁かべ際ぎわで見学している梨梨子と目が合った。

　彼女は、寒そうに手をこすりあわせている。

　伸也は梨梨子に歩み寄り、彼女にお茶を渡わたした。

「ハイ」

「え……いいよ。……伸也くんがもらったお茶……なんだよ……？　伸也くんが飲みなよ」

「寒そうだから」

「そ、そっか……ありがとう。……いただくね」

　梨梨子はふわっと温かい笑顔を浮かべると、おずおずとお茶の缶を受け取った。

　プルトップを開けて一口飲んで笑み崩くずれる。

「ふふ、温かくて……美お味いしい。伸也くん、……ほんとうに……いいの？」

「まだもうワンシーン撮影があるから」

「撮影かぁ……。休きゆう憩けい時間に、伸也くんを、写しても……いいのかな？　カメラ禁止……なんだよね？」

　梨梨子はウーロン茶の缶を伸也に渡すと、制服のポケットからそうっとケータイを取り出した。ケータイを開き、写真を写すフリをして小首を傾かしげる。

「うーん。どうだろ？　やばいんじゃないのかな」

「……そうよね……ダメだよねぇ……残念だなぁ……」

　梨梨子は、ケータイをパチンと閉じた。

　水すい晶しようと鈴すずのケータイストラップがしゃらんと揺れる。

「これ綺麗だなぁ。水晶？　手作りだよな」

　伸也は指先で水晶を弾はじいた。

　透とう明めいな石ころは、光の滴しずくを集めて作ったように、照明の光を弾いてキラキラ光る。

「水晶じゃ、ないよ……氷砂糖なの……」

「氷砂糖かぁ。甘そうだ。溶とけないか？」

「あはは……水に当たると、ダメだけど……普ふ通つうにしてると……溶けないよ」

「いいなぁ。これ。すごく綺き麗れいだ。梨梨子って器用なんだ」

「手作り……私、得意よ……。だって、私、レイヤーだもんっ!!　あ、そうだ……氷砂糖を、ドレスに……つけようかなぁ……たくさんつけると……宝石みたいで綺麗かも。ローゼンメイデアの真しん紅くとかいいかもっ。ヘッドレストとかにいっぱいつけて」

　梨梨子の話し方がなめらかになってきた。妄想が始まる合図だった。伸也は自分の口を手のひらでふさぎ、黙だまったほうがいいよと合図をした。

「あ……そうね」

　梨梨子が両手で口を押さえた。

　そして、小首を傾げてふふっと笑う。

　伸也は梨梨子に見とれた。

　――何てかわいいんだろう。

　体温が上じよう昇しようし、心臓がどきどきする。

「写真のこと、聞いてくるよ」

　伸也はその場を離れた。

　――誰に聞けばいいんだろう？

　人間が多すぎてわからない。雑務をするのはプロデューサーと助監督だから、助監督に聞けばいいのだろうか。

　ほっそりした助監督に歩み寄る。

　アリエの前を通り過ぎるとき、彼女が何か言いたそうに片手をあげた。

　――誰か呼んでるのかな？

　今は梨梨子のことで頭がいっぱいで、それどころではない。

「あのう。友達が、僕の写真をとってあげる、って言ってくれてるんですけど、いいですか？」

「そういうのはプロデューサーに聞いて。契けい約やくとか権利関係はあっち。僕は撮影の手伝いと雑用なんだ」

「そうですか」

「ごめん、さっきの彼女のケータイストラップ、あれはどこかで売っているのか？」

「え？」

　思いがけない質問に聞き返してしまう。

「あの、宝石みたいなやつ。小道具で使いたいなと思って」

「あぁ、梨梨子のあれですか。手作りだそうです。氷砂糖だって言っていました」

「そう、ありがとう」

　プロデューサーを捜してきょろきょろしていたときのことだった。

　――えっ？

　視線を感じた。熱い視線が伸也に突つき刺ささっている。視線が痛く、背中がムズムズしてきた。

　ドキドキしながら振り向むく。

　バチッと視線が合った。

　アリエだった。腕うで組ぐみをして胸を反らしている。眉み間けんにアオスジが立ち、すがめた瞳がじぃぃぃっと伸也を見つめている。

　鈍にぶい伸也も、アリエの表情を見たらさすがにわかる。

　――お、怒おこってる、んだよな？

　――うわ、俺、何かしたっけ？

　思いつくことはたくさんあった。

　――ウーロン茶、梨梨子にあげたし。素人しろうとなのにタメ口ぐちだし。

　しかもさっき、アリエが呼んでいたのは、伸也だったのではないか。無視して通り過ぎてしまった。

　――うぅ。視線が外れねぇ……。

　アリエの周囲を、怒いかりの気配が絶対零れい度どの冷気となって取り巻いている。

　彼女の瞳は、伸也を敵認にん定ていしていることを示していた。迫はく力りよくに当てられてしまい、冷たい汗あせが顔を伝う。

「アリエ、こっち来て。次の出番、変へん更こうがあるんだ」

　キタザワ監督がアリエを呼んだ。

「はいっ」

　アリエは、営業用の笑顔を浮うかべて監督に駆かけ寄った。

　――やったっ！　視線が外れた。

　ほぅっとため息をつく。

　――あれれ、やっぱり、アリエのマネージャーがいない。護衛役なのにおかしいな。トイレかな。

　――そうだ。トイレ、見に行こう。プロデューサー、いるかもしれないし。

　壁際のドアを開けて体育館を出る。

　渡り廊ろう下かを歩いているときだった。

　ひそめた声が聞こえてきた。

　スーツの女性が、体育館の陰かげで隠かくれるようにして、ケータイで通話している。ポニーテールが揺れていた。

「そうですか。はやしだ……から催さい促そくの電話がありましたか……。はい、アリエの荷物も捜したのですが、無くて……。さっきも照明器具が落ちてきてキモを冷やしました。だいじょうぶなのでしょうか。社長。このままだと脅おどしで済まないですよ。ほんとうにアリエに危険が……」

　立ち聞きするつもりはなかったが、不ふ穏おんな内容に驚おどろいて、通り過ぎようとした足が止まる。

　翠はハッとして通話を切った。

　振り返かえり、伸也を見て柳りゆう眉びを逆立てる。怖こわい目だった。

　人じん畜ちく無む害がいな人間かどうか値ね踏ぶみしている。そんな風に見えた。

「す、すみません……俺、何にも聞いてませんっ」

　伸也はおろおろと言い訳をした。そしてずりずりと後ずさる。二人のあいだで、空気が割れそうなほどに凍こおりつく。

　――な、なんだよ。何でこんな目で睨にらまれなきゃいけないんだ……？

「あっ、いたいたっ。伸也くんっ。捜していたんだよ。体育館に戻もどってくれ。監督が話があるそうだ」

　プロデューサーに呼び止められた。

　張りつめていた緊張がプシュッと抜ぬける。

「僕も捜していたんですよ。あのう、僕の写真を撮りたいって友人が言ってくれてるんですがいいでしょうか」

「かまわないよ。映画のシーンはダメだが、君がくつろいでいるときに、個人使用の目的で写真を撮るならかまわない。ただ、ネットにアップしたり、絶対にしないように。公開前の映画だからね。もっとも公開後も困るが。契約問題になってしまう」

「そうですか。よかった。ありがとうございます」

「今日はムリかもしれないが」

「え、どういう意味ですか？」

　プロデューサーと話しながら体育館に入ると、監督が歩み寄ってきた。

「伸也くん、相談があるんだ。君の出番、あと二日、増やしたいんだが、忙いそがしいかね？」

　世界のキタザワが、伸也の顔をのぞきこむようにして言った。

　伸也は頭の中でスケジュールを確かく認にんした。

　文化祭も体育祭も終わった。月に一度の生徒総会も終わったばかり。

　伸也が簡素化した生徒会の事務処理は、瑠璃と石いし田だの二人がやってくれているし、生徒会のホームページの更こう新しんは、一年の役員がやってくれる。期末テストまでまだ間がある。

「いえ、授業と重ならなかったらだいじょうぶです」

「わかった。明日、朝の五時に撮影だ。それから文化祭のダンスシーン。この学校での最後の撮影だが、それにも出て欲ほしい」

「出番を増やす、ってどんな役ですか？」

「王子様役そのままだよ。ヒロインのつぐみに、想像の中で助言してもらう」

「セリフがあるんですかっ!?」

「ああ、だが、君は演技勘がいいからできるだろう。期待している」

　期待していると言われたら、こう答えるしかない。

「が、がんばります」

　――うぅ、なんでこんなことになったんだよ。

　――ど、どうしよう？　俺がセリフをしゃべるなんてムリだって。

　冷ひや汗が背中を伝う。

「わーっ。うれしいっ」

　アリエは満面の笑えみを浮かべると、胸の前でパンと両手を打ち合わせた。

「私、伸也くん、好きですっ。清潔感あるし、ハンサムだし。勘がいいし。伸也くんが相手役なんて、いい演技ができそうだわっ」

　オーバーなほどの喜びようだが、目は笑っていない。伸也をギロッと睨みつけている。

　――見てらっしゃい、目にもの見せてやるからっ!!

　伸也の気のせいかもしれないが、声ならぬ声が聞こえてきた。

　――怖ぇよーっ。

　伸也は震えあがった。

　ストレートに文句を言わないぶん、敵意が内にこもっていそうだった。

　どんな顔をしていいかわからず無表情になってしまう。

　監督が伸也を見て、メガホンを口に当てた。

「伸也くん、そのままだっ。いい表情だ。そのまま撮影しよう。背景はＣＧでいく」

「シーン二十一いきますっ」

「そのまま立っていなさい。君は人形だ。そのつもりで」

　監督と助じよ監かん督とくの声が交こう互ごに飛んだ。

　伸也は目を見開き、両手を前に軽く出だしたままでじっとする。

「まばたきするなっ。やりなおしっ」

「シーン二十一テイク二いきますっ」

　伸也は再度人形のフリをした。

　クスッとアリエが鼻で笑ったのが見て取れた。

　かぁっと身体が熱くなった。

「汗を掻かくなっ。息をするなっ。心を消せっ。君は人形なんだぞ。自分は石だと言い聞かせろ」

　――ムチャ言うなよ……。

「監督、汗は画像処理で消せますが」

「だめだっ。伸也くんっ。ふらつくなっ。メイクッ。化け粧しよう直なおせっ。やり直なおしっ」

「シーン二十一テイク三いきます」

　三回目のやり直しがはじまった。

「もう一度っ」

「あーぁ、地じ獄ごくのキタザワが出たぞ。ダメ出しがはじまると、テイク三十ぐらい平気でいくんだよなー」

　スタッフのうんざりした声が聞こえている。

　テイク三十とは、三十回の撮り直しという意味だ。

　――うぇえ、とんでもないことになってしまった……。

　伸也は無む我が夢む中ちゆうで人形のフリを続ける。頬が熱くなっていく。

　九度目の撮り直しをしているときのことだった。

　スゥッと顔から血の気が引いた。突とつ然ぜんだった。

　ガクッと来た。文字通りの意味だ。マジカルサプリメントの効果が切れたのである。筋肉が弛し緩かんし、膝ひざから力が抜けそうになる。だが、伸也は、腹に力をこめて耐たえた。

　息をするのも忘れてしまい、メイクでわからないとはいえ、顔が赤くなってしまう。

「カット、ＯＫだっ」

「はーっ」

　緊きん張ちようがほどけた伸也はその場に座すわりこんだ。

　マジカルサプリメントの副作用で、体が思うように動かない。脱だつ力りよく感がものすごく、なるほどカメエモンの言うとおりだと納なつ得とくする。

　両手を床ゆかについてはあはあと息をつき、乱れた息を整える。

　スタッフは忙しく立ち歩き、撤てつ収しゆうの準備をはじめている。時計は六時半を示していた。施し設せつ使用許可が切れる時間なのだろう。

　手伝いたいが体が動かない。

「伸也くん。理科準備室に来て。着き替がえてもらってメイク落とします」

「は、はい」

「授業には間に合ったな」

「そ、そうですね」

「伸也くん、頼むぞ。いい映画になるかどうかは、君にかかっている」

「わ、わかりました。ががが、がんばります」

　伸也はどもりながら答えた。

　――アリエって、学校どうしているんだろう？　たしか同い年のはずじゃ？　ブログを読めば書いてあるかな……。

　顔をあげたとき、アリエと視線があった。

　ニヤッと口くちの端はしをあげて笑う。

　アイドル女優らしくもない、陰険な笑い方だ。

「うっ」

　――こ、これは、完全に嫌きらわれてしまったな……。

　――だいじょうぶかなぁ。どうなるんだろう。

　期待と不安が交こう錯さくする。

　――まぁ、いいか。なるようにしか、ならないしな……。




　　　　　☆




　――うぅ、使用禁止じゃねぇか……。

　伸也は男子トイレの前で困り果てていた。

　元女子高の桜さくら井い坂ざか高こう校こうは、男女比に偏かたよりがある。男子生徒の数が圧あつ倒とう的てきに少ないのだ。それに比例して男子トイレの数も少なく、一階と三階にひとつずつあるだけだ。

　マジカルサプリメントに体力を吸い取られてしまった伸也にとって、階段をあがって三階にいくのはおっくうだった。

　――いいか。別に。まだ、誰も来てないだろうし……。

　生徒たちが登校するにはまだ早い時間だ。

　伸也はドキドキしながら隣となりの女子トイレに入った。

　――すみません。すみません。洗面所を使いたいだけなんです。顔、洗わせてください。許してください。

　誰にともなく心の中で謝罪する。

　――うぉ。こ、ここが女子トイレか……。

　男子トイレの倍のスペースがあり、洗面所も広い。誰もいないのに、ピンク色の甘あまい空気が漂ただよっているように思える。小しよう便べん器きがひとつもなく、個室が整然と並んでいる様子は異空間そのものだ。

　水音がしている。個室のドアがひとつ閉しまっていることに気がついた。

　――マズイッ。だ、誰か出てくるっ。逃にげなくてはっ。

　だが、体が重く、思うように動かない。

　そのとき、カチャリとドアが開き、見慣れた人物がこちらに歩み寄ってきた。

「あら？」

　瑠璃だった。長い黒くろ髪かみが窓から差しこむ朝の風にそよいでいる。

「うっ!!」

　――最悪だ……。

　有希ならからかわれるだけですむ。梨梨子はおっとり笑って見み逃のがしてくれるだろう。だが、美人で有能な副会長は、伸也を糾きゆう弾だんするだろう。痴ち漢かん扱あつかいされるに違ちがいない。

「ご、ごめんっ!!　だ、男子トイレ、使用禁止だったんだ。か、顔を洗いたいだけなんだ。そ、その、メイク落としのクリームがべたべたして気持ち悪くて……っ。痴ち漢かんじゃないんです。すみませんっ!!」

「あらそう」

　あっさりした口調に安あん堵どして、ほぅっとため息をつく。

「緒お方がたさんは、お、怒ると思ってた」

「どうして怒らなきゃならないのよ？　顔洗うだけでしょ」

　ハンカチをくわえて手を洗う瑠璃の横で、蛇じや口ぐちをひねって顔をすすぐ、肌はだが水を弾いてしまう。

　――うわ、何でだ？　洗えないじゃねぇか……。

　おろおろしながら顔を洗っていたら、目の前に小さなチューブが差し出された。

「ハイ」

「何？」

「フェイスソープよ。メイク落としのクレンジングって油だから、ソープじゃなきゃ洗えないわよ」

「そ、そうなのか？　詳くわしいんだ」

「そりゃ、女の子ですからね。生徒総会のときとか、薄うすくだけど、化け粧しようしてたのよ」

「えぇっ。し、知らなかった……」

「だって、全校生徒の前に出るのよ。陰いん気きな顔で立てないじゃない？　化粧すると、華はなやかな気分になれるから」

　意外だった。

　化粧など、いまどきの女子高生には当たり前のことだと知っていても、瑠璃はちゃらちゃらしたものにいちばん縁えん遠どおい存在だ。

「ありがとう。借りるよ」

　チューブの腹を指で押おしたところ、クリーム状のソープがぴちゅっと音を立てて飛び、瑠璃のスカーフを直ちよく撃げきした。

「うわ、ごめんっ」

「平気。スカーフの替かえ、持っているから」

　瑠璃はスカーフをほどくと軽く畳たたんでポケットに入れ、櫛くしで髪かみを梳とかしていく。

　スカーフで隠されていた襟えり合わせが開き、Ｖの字にえぐれた襟ぐりから、胸むな乳ちの谷間がのぞく。ドキンとする光景だった。

　胸の谷間にいってしまう視線をムリヤリに引ひき剥はがして下を向く。なるほどフェイスソープをアワアワさせて顔を洗うと、肌に残っているクレンジングがよく落ちる。

　――抱いて……。

　夜の生徒会室。セーラー服を脱ぬいで誘ゆう惑わくする瑠璃の必死な表情。断ったときに見せた歪ゆがんだ顔。

　――だったら、私が、殺してあげるわ。

　カッターナイフをふるう無表情な彼かの女じよ。ぷるんぷるん揺ゆれる白いおっぱい。

　瑠璃が櫛を動かすたびまっすぐな黒髪がキラキラ光り、フローラルシャンプーの匂においが、甘く漂ってきた。

　――うわ、どうしよう。腰こしに来た。

　――静まれっ、静まれっ。俺っ!!

　ざばっと顔に水を掛かけ、アワアワと一いつ緒しよにもやもやした気持ちを洗い流す。

　瑠璃が櫛をポーチに入れたのが気配でわかった。

「これありがとう」

　下を向いたままでチューブを差し出したところ、むにゅっとしたものに手が触ふれた。

　――こ、これは？　この感かん触しよくは？

　伸也はハンカチで顔をぬぐいながら、おそるおそる顔をあげた。

　瑠璃の胸の谷間に手がめりこんでいた。瑠璃は瞳ひとみをヨリ目にさせて、口を半開きにしている。とっさに何が起こっているのかわかっていない様子だ。

「きゃっ」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて悲鳴をあげ、上半身をすくませた。

「うあっ」

　あわてて手を引くが、低反撥まくらみたいにやわらかいのに、手をはじき返してくるぷりんぷりんの感触が、まだ指の外側や手の甲こうに残っている。

「ごめん。わ、わざとじゃ……これ、返したかっただけなんだっ。あ、ありがとう」

　しどろもどろで言う。

「いいのよ」

「え？」

「私、伸也くんが好きだって言ったの、本当だからね」

　――うっ。そ、そうだった。こっちの問題も、まだ片づいていないんだ……。

　返答に困って冷や汗を掻いていると、瑠璃がくすっと笑った。そして、伸也の首に腕うでを巻き付けて強く引いた。

「ぶっ」

　伸也の顔が瑠璃の胸の谷間に埋うまる。

　甘い体たい臭しゆうにクラクラする。

「う、うわっ」

　もがくと、瑠璃はパッと腕をほどいた。

「な、なんでこんなこと？」

「怒ってないって言いたかったのよ。ああ、もう、伸也くんってカワイイな。私、伸也くんの世界征せい服ふく、応おう援えんしてるわよ。何でも言って。私のできることなら、力になるから」

　伸也が目を白黒させているのがおかしかったのだろう。くすくす笑いは、すぐにほほほ笑いへと変わっていき、手の甲を口に当てて楽しそうに笑う。

　――うぅ、俺、遊ばれてるのかも……。

　そして、じゃあね、という風に片手をあげると、あっさりと出ていった。

　人気のない廊下に、瑠璃のほほほ笑いが木こ霊だましている。

「はーっ」

　伸也は、大きなため息をついた。

「モテモテじゃないか？」

　空中に、パッとカメのぬいぐるみがあらわれた。鏡に伸也の顔と空中をホバリングするぬいぐるみが映っている。

「モテてねぇよ。からかわれているだけだ。弟か何かみたいに思われてるんだと思うよ」

「緒方瑠璃と親しくなれてよかったな。あの女の実務能力はなかなかのものがあるぞ。伸也が世界征服したときは、優ゆう秀しゆうな副官になってくれるな」

　会話がまるで噛かみ合あわない。

　――だから俺は世界征服なんてしないっての。

　とは伸也は言わなかった。

　代わりにはーとため息をつく。

「なぁ、この脱力感、なんとかならないか」

「ならぬ」

「なんかすっげえだるいんだけど。眠ねむいし」

「寝ねれば良い」

「そうだな。教室で寝てくるよ。授業までだいぶ時間があるし」

　伸也はのろのろと女子トイレを出た。

　カメエモンは伸也の頭上をフワフワと飛んでいたが、あきらめたようにしてフッと消えた。
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第３章　おしかけアイドル







　早朝の教室は、たくさんのスタッフと機材で狭せま苦くるしくなっていた。人いきれと照明、カメラが放つ熱で暑いほどだ。

　照明の中央に、孤こ独どくな女子生徒と、彼女の妄もう想そうが作り出した王子様がいる。

　伸しん也やは、アリエの肩かたに手を置いて彼女をはげます。

「つぐみ、自信を持つんだ。周囲を見回してごらん。つぐみを心配してくれている人が、たくさんいるよ」

「そんなことないよっ。みんな、みんなイジワルだよっ。私なんか、いなくなっちゃえって、そう思ってるんだよっ!!」

　つぐみの細い身体がブルブルと震ふるえ、瞳に涙なみだが盛りあがる。アリエは、こらえきれない、とばかりに涙をこぼした。

　――女優って、女優って、すごいなぁ……。

　演技なのに、アリエはほんとうに涙をこぼしている。

「カット！　もう一度っ。メイク、目薬っ!!」

　メイクさんが化粧を直し、アリエに目薬を差す。

　目薬は、泣いて充じゆう血けつした瞳を戻すためだ。

　生徒会の面々は、今日はひとりも来ていない。昨日の撮さつ影えいで好こう奇き心しんが満たされたのだろう。早朝の撮影は、出演者だけではなく、見学するほうも大変だ。

「伸也くん、だめだっ、もっと情感をこめろっ。もう一度！」

「カット、やり直しっ!!　テイク十五ッ！」

　アリエの演技は完璧なのだが、素人の伸也の演技はつたなくて、何度もダメ出しをされてしまう。

　伸也はよろよろになっているのだが、アリエは苦しそうな表情さえしない。

　――あれ？

　アリエが撮影の前に、両手を組んで顎を乗せ、祈いのるようなそぶりをすることに気が付いた。

　――撮影がうまくできますようにって、神様にお祈りしているのかな？

　伸也も同じポーズを取り、祈ってみた。

　アリエが眉まゆをひそめた。

「マネしないで」

「ごめん。お祈りしたらうまくいくのかなと思ったんだ」

「祈ってないわ。集中しているだけ。私は神も悪あく魔まも信じない。私が信じるのは、私の力だけよ」

　アリエがきっぱりと言い切った。

「アリエって、なんかすごく、カッコイイ」

「ふん、分かり切ってること、言わなくていいわよ」

　アリエはぷいと顔を背そむけた。

　だが、口元がほんのわずか緩ゆるんでいる。

「そんなことより、伸也くん、演技、ちゃんとしなさいよっ。素人ったって、この私の相手役なんだからねっ」

「わ、わかった。がんばるよ」

　伸也は頬ほおを両手でピシャピシャ叩たたいて活かつを入れた。




　　　　　☆




　――眠いなぁ……。

　伸也は、ヤキソバパンを食べながら、机の中に隠した台本を読んでいた。文字を目で追っていると、フウッと眠ってしまいそうになる。

　朝の五時に学校に行き、慣れない撮影に緊張し、そのまま授業を受けているのでさすがに眠い。お腹なかがふくれると、よけいに眠くなってくる。

　ほんの数行のセリフなのに、テイク十七までやって、疲つかれ切きってしまったころ、やっとＯＫがでた。撮影があんなに大変なものだと思わなかった。

　せっかくのヤキソバパンなのに、あまりおいしく感じられない。胃がもたれてしまっている。

「お兄ちゃん、何を読んでるの？　同人誌？」

　梨り梨り子こと一緒に学食から戻ってきた妹が、興味しんしんのぞきこんできた。

「えっ、同人誌？」

　梨梨子が目の色を変えて教室に入ってくる。大人しい梨梨子が別のクラスに勝手に入るなんてめったにないのだが、同人誌という一言に反応したらしい。

「違ちげーよ。見るなっての」

　伸也は台本を閉じて机の中に隠した。

　映画出演はクラスメートに内ない緒しよだ。

　内緒にするようにと指示されたわけではないが、なんとなく照れくさい。ましてあんな、ちんどん屋のような派手派手しい服を着た王子様だ。

　できれば、誰にも知られずに映画出演を終えたかった。

「あやしいゾ！　エロパロでしょっ!?」

　有ゆ希きは、好奇心で瞳をらんらんと輝かがやかせている。

「わっ。何かしら。ソーラさんとセルゲイ大たい佐さのノーマルカプとかだったら興奮しちゃうっ!!　年の差恋れん愛あいいいわよねぇ～。ソーラ、君を洗ってやるっ。私はあなたの幼女になりたかった……」

　自分の胸を両手で抱だいて小首を傾かしげ、左右に揺らして目をつぶる。

「あははっ。洗あら熊ぐま大佐だから『洗ってやる』なのね。養女じゃなくて幼女ね。ソーラさんって幼女っぽいよねぇ」

「彼女はまだ乙おと女めだ」

「ノーマルカプって少ないのよねー。ＢＬだと多いんだけどさー」

「ＢＬだとソーラ男体化とかになっちゃうでしょ。私は百ゆ合りとかＢＬとかより、ノーマルカプで妄想するほうが楽しいなぁ」

「私はＢＬがいいなぁ」

「有希ちゃんって、二次より三次なナマモノ好きだもんねー」

　梨梨子と有希がオタトークをはじめた。

　ノーマルカプとは、ノーマルカップリングの意味で、二次元キャラを男×女でいちゃいちゃさせる話を言う。

　ＢＬとはボーイズラブのことで、少年同士の恋愛だ。

　ナマモノというのは、生物という意味で、三次元の俳優を言う。

　オタク趣しゆ味みのあまりない伸也だが、梨梨子と『お友達』をやっているせいで、いやおうなく専門用語が身についてしまった。

　――やばいぞ……。

　有希は腐女子であることを隠している。梨梨子は妄想をはじめるとエロセリフを平気で口に出してしまい、ひとり芝しば居いで陶とう酔すいしたあげく、あとで落ちこむ。

　ここは教室だ。生徒会室ではいくら妄想を爆ばく発はつさせても、『ガラスのお面ごっこ』で盛りあがってもかまわないが、教室はいかにもまずい。

　伸也は梨梨子の袖そでをつんつん引いたあと、唇くちびるの前で指を立てて黙ったほうがいいと合図する。

　梨梨子がはっと口をつぐんだ。

「伸也くん……あ、ありがとう……」

　口調が文節切りに戻っている。

　妄想のドロ沼ぬまに落ちこむことは避さけられたようだ。

「そうね。うかつだったわ。お兄ちゃん、梨梨ちゃんを止めてくれてありがとう」

　有希が同意する。

　伸也は机の奥おくに隠した台本を手前に引いて、表紙をそぅっと二人に見せた。

「あ……なんだ。読んでたのはそれか。そうだよねー」

　伸也が出演するのはあと一回。最後の文化祭のダンスシーンで、アリエに手をさしのべながら、甘いセリフをささやくシーンだ。

　アリエは、妄想の王子様を拒こばみ、友達のもとへと走っていく。

「がんばってねっ。お兄ちゃんっ」

「私、教室戻るね。……あ、そうだ……今、思い出した……。これ、伸也くんに……あげるね。……昨日ね、作ったの……」

　梨梨子がポケットからケータイストラップを取り出した。

　氷砂糖と鈴すずのついた手作りストラップだ。

「え、いいの？」

「うん。……伸也くん、これステキだし……欲しいな、って、……言ってくれた……じゃない？」

　――俺、そんなこと言ったっけ？

　とは口に出さない。

　――うわぁ、梨梨子とおそろいだよー。手作りだよーっ。

　手作りクッキーとかだともっとうれしいが、手作りの手芸の品なんて、梨梨子らしくていい。

「あ、ありがとう。うれしい。これ、綺き麗れいだな。キラキラしてる。本物のダイヤみたい」

「私は氷砂糖より、ダイヤのほうがいいなぁ」

　有希が現実的なセリフを言い、梨梨子が笑み崩くずれる。

「あはは……ほんとね。これが、もし……ダイヤだったら……一億円ぐらい……するかしら……。じゃあね。……私、行くから」

　梨梨子はほんわかとした笑え顔がおを残して教室を出ていった。

　有希が手を振ふっている。

「バイバイッ。梨梨ちゃん」

「おまえ、足、だいじょうぶか？」

「うん。ぜんぜん平気だよ。何回聞くのよ。お兄ちゃん」

　妹は、伸也の隣の机にひょいと腰こし掛かけて、右足を伸也に向けて突つきだして見せた。隣は空席だ。ずっと前に転校していった生徒の席がそのままになっている。

　すらっとした長い脚があらわになる。金色のうぶ毛が生えた右足は、キズひとつなかった。真っ白な太ふと腿ももと、ショーツの奥おく底そこが見えてしまい、どきっとして目を逸そらす。

「そ、そっか、よかったな……」

「あやしいゾ。私のパンツ、見てたでしょ？」

「みみみ、見てないよっ。そんなっ」

「ほんとうかなぁ？」

　有希は、下からのぞきこむようにして、ふふんと鼻を鳴らしながら言った。瞳が挑いどむようにキラキラと輝いている。

　小こ悪あく魔まな妹は伸也をからかって楽しむ悪いクセがある。動どう揺ようすると有希の思うツボだと思いながらも、かぁっと顔が赤くなった。

「な、なんで妹のパンツを見て喜ぶんだよっ。おまえが心配なんだよっ。当然だろっ!?」

「ほんとね、気をつけなきゃね」

　有希は妙みように真ま面じ目めな口調で答えると、はぁーっとため息をついた。

　――あれ？

　もっと絡からんでくると思っていた妹が、あっさりと引きさがったことにとまどってしまう。

「どうした？　何か心配事でもあるのか？」

「うん。私、梨梨ちゃんと一緒に通学してるでしょ。梨梨ちゃんがね、通学のときにね、視線を感じる、っていってたの。誰だれかに見張られているみたいだって。私ってかわいいから、そりゃもう注目のマトよねー。困ったなぁ～。あぁ、いやだわぁ」

　有希は、自分の頬を両手で押さえてイヤイヤをした。

　――そんな話はじめて聞いたぞ。

　不安で胸の奥が冷たくなる。

　だが、梨梨子も有希も確かにかわいい。その二人が一緒に歩いているのだから、視線が集まって当然だ。伸也が心配するようなことはないのだろう。

「そうかもな」

　あいまいに同意しておく。

　有希は、机から「やっ」と勢いをつけて飛び降おりると、さっさと自分の席に戻もどっていく。

　伸也は再び台本に目を落とす。

　あとは最後の文化祭のシーンの撮影を残すだけで、覚えなくてはならないセリフはわずかなのだが、一通り目を通してストーリーの流れを把は握あくして欲ほしいと監かん督とくから要よう請せいされている。

　世界のキタザワは撮さつ影えい途と中ちゆうの気まぐれが多いそうで、台本の表紙にはVer.4の文字がある。書かき換かえ四回目の台本、という意味だろう。これでは役者はたまらない。

　伸也のように出番が少なかったらまだしも、アリエのような主役級はセリフを覚えなおさなくてはならないから大変だ。

　――そうだ、アリエ、だいじょうぶなのかな。殺されるとか言ってたけど……。

　ケータイを取り出し、ネットに接続して、荻おぎ原わらアリエで検けん索さくする。

　彼女のブログに飛ぶが、料理を作ったとか、掃そう除じをしたとか、体重が一キロ減ったとかあたりさわりのないことしか書いていない。

　ファン以外は退たい屈くつそのものの日記だが、炎えん上じようしそうなエントリーはひとつもなく、いろんな意味でソツのないブログだった。コメントもトラックバックも閉じてあり、当然ながら『殺してやる』といった書きこみもない。

　伸也が気にする必要はないのかもしれないが、やはり気になってしまう。

　チャイムが鳴った。

　伸也は台本をカバンにしまった。

　ろくに読まないまま昼休みが終わってしまった。

　ドアが開き、えんま帳と英語の教科書を手に持った担任の先生が入ってきた。

「授業の前に、転校生を紹しよう介かいします。荻原アリエさん、入ってください」

　――こんな時期に転校生？

　――荻原アリエって、まさかあのアリエ？　なにかの間ま違ちがいじゃね？

　教室がザワめく。

「はい」

　少女の声がドア越しに響ひびき、生徒たちの間に衝しよう撃げきが走った。

　声にならないどよめきが、机の間を走はしり抜ぬける。

　ドアが開き、おずおずと入ってきたセーラー服の少女は、荻原アリエその人だった。

　――うわ、ほ、ほんとうにアリエだ……。

　――そっくりさんだろ。まさかアリエなわけないぞ……。

　アリエは、ほっそりした身体を桜さくら井い坂ざか高こう校こうのセーラー服で包つつんでいる。手足が長く、お人形さんみたいだ。

　桜井坂の女子たちが好んでする、スカーフのわっかをふわっとさせた結び方ではなく、規定通りのカチッとした結ゆい方にしている。

　あか抜けないはずの着こなしなのに、それが逆にアリエを清せい楚そに見せていた。

「彼女はみなさんも知っている通り、タレントの荻原アリエさんです。そっくりさんではありません」

　――うわーっ。生アリエだ。綺麗～。

　――映画撮影、ウチの高校でやるんだよね。それでかなぁ？

　アリエは、親しみやすい笑顔を浮うかべ、身体の前で手を組んで、お行ぎよう儀ぎ良く立っている。

　伸也は開けた口を閉じることができないでいた。

「せんせーっ。アリエさんは授業に出れるんですか？」

「そうです。休みは多くなりそうですが、桜井坂高校の生徒であることに変わりはありません。ネットに荻原さんの写真を流したり、日常生活の書きこみをしたりするのはやめてくださいね。皆みなさん、アリエさんと仲良くね」

　先生のあとを引き取って、アリエが話し始めた。

「荻原アリエです。みなさんのクラスメートになれてうれしいです。どうかよろしくお願いします」

　アリエははきはきと挨あい拶さつをして、行儀良くおじぎをする。
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　頬をわずかに紅潮させて、はにかんだ笑顔を浮かべている様子は、無む垢くで清楚な荻原アリエそのものだった。

　撮影の時の、伸也と手を取り合って踊おどりながら、顔だけはにこにこしながら陰いん険けんな会話をしていた面おも影かげは皆かい無むだ。

　――役者って、バケモノだ……。

「かわいーっ」

　声が飛んだ。

　アリエはかぁっと顔を赤くさせておどおどと下を向いた。

　おおお、と歓かん声せいのような声があがる。

　――すげぇな。さすが女優……。

　有名女優だが、中身は純じゆん朴ぼくな恥はずかしがり屋やの女の子、というキャラ立てを、見事に演じきっていた。

　たったのこれだけで、クラスメートの心をつかんでしまったのだから、すごいとしかいいようがない。

　妹の有希も猫ねこを被かぶることが上手だが、アリエとはレベルが違う。

　有希が子こ猫ねこなら、アリエはイリオモテヤマネコだ。

「席は……。能のう見みくんの隣となりが空いていますね」

「はい」

　アリエはすっと背中を伸のばして机のあいだを歩き、伸也の横の席に腰掛けた。

　そして、伸也に向かって無む邪じや気きに笑う。たしかに笑顔なのだが、目が笑っておらず、冷え冷えした空気を纏まとっていた。

「はじめまして」

「は、はじめまして……」

　伸也はオドオドと答えた。

　――能見のやつ。いいなぁ……。

　――運がいいよな。ちくしょーっ。

　クラスメートたちの羨せん望ぼうの視線が突き刺ささる。

「能見くん。すみません。教科書、まだできていないの。見せてもらえますか？」

　アリエは小声で言った。

　伸也は不承不承うなずいた。

　アリエが片手をあげ、先生に声をかける。

「先生。机、くっつけていいですか？」

「いいですよ」

　黒板に向かっている先生が返事をした。

　わー、と歓声があがった。

　ドンドンと足を鳴らし、ひゅーひゅーと口笛を吹ふく。

「静かに！」

　先生が握にぎり拳こぶしでドンと黒板を叩いた。

　生徒たちはシンと静まったが、クラス中の視線が伸也へと集中する。羨望と嫉しつ妬とと好奇心の混じった視線だ。

　――うぅ、こ、これは、視線が痛い……。

　シャープペンシルを持つアリエの親指に、バンドエイドが貼られているのに気がついた。

【ケガ？　イヤガラセか？】

　ノートの端はしに鉛えん筆ぴつを滑すべらせて、アリエが見たことを確かく認にんしてからすぐに消す。

【本の間にカッターナイフの刃はが挟はさんであったの】

　アリエも同じようにペンで書いてすぐに消した。

【台本？】

【教科書】

　伸也はうーんとうなった。

【学校でイヤガラセが？】

【タレントがいっぱいいる学校なの】

【なるほど】

【だから転校したのよ。ここだと安全だから】

　桜井坂高校は、元女子高ということもあり、セキュリティのしっかりした高校だ。警備員が門のところに常じよう駐ちゆうし、目を光らせている。

　なにより、アリエをライバル視して、イヤガラセをしてくる同業者はいない。

　桜井坂はのんびりした校風で、生徒たちは一いつ般ぱんピープルだ。

　タレントだらけの高校よりは、安全性が高いだろう。

【君って生徒会長なのね】

【そうだけど】

【私も生徒会に入るわ】

「なっ!?」

　奇き声せいを発してしまい、教科書のリーディングをしていた生徒が黙だまりこんだ。

　視線が伸也に集まる。

　筆談に夢中でつい忘れてしまっていたが、今は英語の授業中だ。

　伸也は立ちあがり、先生に頭をさげた。

「すみません」

「能見くん。続けて読んでください。五十二ページの五行目から」

「はい」

　教科書を読んでいく。動揺が収まらないので、詰つまりながらのたどたどしいリーディングだ。

　伸也の隣の席で、アリエは涼すずしい顔でノートに目を落としている。
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「入って」

　伸也は生徒会室のドアを開け、アリエを招き入れた。窓から差しこむ夕ゆう陽ひが、無人の部屋をオレンジ色に染めている。

　いつも誰かが必ずいて、お茶会をしていたり、雑用をこなしていたりするのに、今日に限ってだれもいない。

　ごくごくたまにこういうときがあるのだが、アリエと二人きりというのは落ち着かない。

「誰もいないのね」

「今って、生徒総会とか文化祭とかないときだからな。……それより、本気なのか。女優って忙いそがしいんだろ。生徒会なんて雑用係だぞ」

「ずっと忙しいわけじゃないわ。ヒマなときもあるわよ。転校したんだし、早くこの学校に慣れたいもの。それに、学校で『アリエ』を演じるんなら、避ひ難なん場所が欲しいわ」

「別に演じなくても、自然でいいんじゃないか？」

「自然にやって私に友達ができると思う？」

　――それもそうかも……。

「そ、そ、そんなことは、ななな、ないと、おおお、思うよ」

　内心で同意しているものだから、顔中が冷ひや汗あせにまみれてしまう。

　アリエは問わず語りに話し始めた。

「前の学校はタレントがたくさんいる学校でね。演技する必要ないなって素でやっちゃったら、友達がひとりもできなかったのよねー。イヤガラセは多いし、ナマキズが絶えないの。学校だと翠みどりさんもいないしね。少しも気が抜けなくて、大変だったわ」

　撮影のときの、休きゆう憩けい時間をだるだるに過ごしているアリエを思い出だした。そんな学園生活を送っていたのなら、あんなふうになっても仕方がない。

「この学校では『アリエ』を演じて、普ふ通つうの高校生活っていうのを体験しなきゃ。役作りに生かすこともできないわ」

『ドーリッシュ・ゲーム』のヒロイン、つぐみに、アリエの姿が重なった。

　つぐみは、友達のいない寂さびしさから、美術室に置かれたデッサン用のマネキンに恋こいをする。

「生徒会のみなさんは撮影のときの私を見ているから、演技する必要ないでしょ。だから生徒会に入りたいのよ」

　被った猫が脱げる空間が欲しいということだろう。

　――そりゃまぁ、イリオモテヤマネコは大変だろうな。

　――かわいそうだな。ムリしてるんだ……。仕事と学校だけでも大変なのに、イヤガラセまでされるんだもんな……。大変だよな。

　とは伸也は口に出さない。思っていることをまっすぐ口に出せる性格なら、いまだに梨梨子とお友達を続けているわけがないのである。

「大変だなぁ……」

「イヤガラセのこと？　平気よ」

「本にカッターの刃だろ。照明は落ちてくるしな。そんなの怖こわいよ」

「怖くないわ。ねたみそねみは私の原動力だもの。楽しくてワクワクするわ。私って妬ねたまれるほどすごいのねって思うから。ふふっ。恨うらむなら、才能のない自分自身を恨むことね。くくっ」

　アリエは腕うで組ぐみをし、顎をクッと引くと、口くちの端はしを曲げてふふふっと笑った。イジワルっぽい笑い方だ。

　予想と逆の反応に混乱する。

　――やせ我が慢まん？　負まけ惜おしみ？　ムリしている？

　――違ちがう。これがアリエの地だ。

　照明器き具ぐがアリエの頭上に落下してきたとき、彼女は怖がってパニックを起こした。彼女の身体の震えは、かばっている伸也に伝わってきた。

　――映画撮影なのよ？　怖くないの？

　ダンスしているとき、彼女は伸也にそう言った。

　撮影は怖い。イヤガラセを受けることは、もっと怖い。ましてそのイヤガラセは、学校でも撮影現場でもずっと続き、命の危険さえ覚えるレベルに及およんでいる。怖くないはずがない。

　だが、アリエは、その恐きよう怖ふ心しんをもおさえつけ、自分の力にしようとしている。

　――アリエはつぐみとは違うんだ。

　友達がいないことは寂さびしいから、つぐみは人形遊びドーリツシユ・ゲームに逃とう避ひした。つぐみを絶対にキズつけない存在と妄想で遊んだ。

　だが、アリエは、その寂しさをも正面から受け止めている。キズつくことさえ恐おそれていない。

　アリエはしたたかに強い。

　そして、アリエのその男前なところが、彼女の演技に陰いん影えいを与あたえ、アイドル女優たらしめている。そんな気がした。

「すげぇな……君は強いよ……カッコイイな。そういうの……」

　本心からの言葉だった。

　アリエは、目を丸くして黙りこんだ。伏ふせた睫まつげのその先で、瞳がゆらゆら揺れている。頬が赤くなっていく。

　アリエは両手で頬を押さえ、頬が熱いんだけどなんでかな？　という雰ふん囲い気きで小首を傾げた。

「伸也くん、ズルイ！」

「は？」

　予想外の反応に驚おどろいてしまう。

　アリエが何を言っているのかわからない。

「すごいセリフを言うんだもの……。私、まだ、何も、言っていないのに……」

「？？？？」

　伸也は頭上から疑ぎ問もん符ふを飛ばして沈ちん黙もくした。

　――もしかして？　いや、まさか？　そんなはずは……？

　アリエは見た目通りの少女ではない。アイドル女優という仕し事ごと柄がら、仕方ないのかもしれないが、平気でウソがつける女の子だ。

　――芝居なのかこれは？　俺をからかって楽しんでいる？

　――恋愛の演技の研究、なのかな？

「あ、そうだわ。私、前に言ってるわね。伸也くんみたいな人、好きなんです、って」

「げぇっ!!」

　うれしいより、気味が悪い。

　これと同じことが前にもあった。

　生徒会長だった瑠る璃りに、突とつ然ぜん『好きです』『抱いて』と迫せまられた。

　瑠璃の秘密を知らずに握ってしまったため、口止めのための色いろ仕じ掛かけだった。

　あげくに、カッターナイフを振るわれて、殺されそうになったのである。

　そんな体験をしているから、好きだと言われて素す直なおに喜べるわけがない。まして相手はイリオモテヤマネコを被った女の子だ。なにかあるのではないかと勘かんぐってしまう。

「何よ。その反応は？」

「な、何でだよ？　き、君、俺が嫌きらいなんじゃっ!?」

　アリエは沈黙した。

　再び腕組みをし、じろっと睨にらむ。黒目がちの瞳が、強い光をたたえて伸也を見ている。

　伸也はたじろいだ。今をときめくアイドル女優の目め力ぢからに圧あつ倒とうされてしまったのである。

「この私が好きだと言ってあげているのよ？　光栄だと思わないの？」

「お、思わないよ。からかわれてるってわかってんのに」

「からかってないわよっ！　本気よ。喜びなさいよっ!!」

　こんな渋じゆう面めんを向けられて、好かれていると思えるわけがない。

「好きな子から、好きだって言われるほうがうれしい……」

　アリエの表情が厳しくなり、怒ど気きがぶわっと揺らめいた。

　アリエは好きではない、と言い切ったも同然であることに、伸也はまるで気付いていない。

「伸也くんの好きな子、知ってるわよ。あの、メガネにみつあみの地味な子でしょ!?」

　怒いかりを押し殺ころしたあまり、棒読みになってしまった、というばかりの単調な声だ。

　言い当てられ、かっと顔が赤くなる。

「な、なんで？　どうしてわかるんだ？」

「見てたらわかるわよ」

「だ、黙っててくれ。……お願いだ。お、俺、梨梨子には、自分で好きだって言いたいんだ……」

　アリエの表情がいっそう険しくなった。

「なんで私が伸也くんの命令を聞きかなくちゃいけないの？」

　スカートのポケットに手を入れ、ケータイを取り出して耳に当てる。

「あ、翠さん。私です。今から帰ります。そう、裏門に車を回してくれているのね。ありがとう。すぐ行きます。じゃあ」

　通話を切り、ケータイをポケットに入れる。

「帰るわね。さよなら」

　アリエは学生カバンを持つと、生徒会室を飛び出した。廊ろう下かを走っていく足音が聞こえてきた。

　まるで嵐あらしが過ぎ去った気分だった。

　何が起こったのかわからず、ぽかんとして、生徒会室に立ちつくす。

　――俺、アリエを怒おこらせた？　からかうのはよしてくれ、って言っただけなのに？

　――まさか本気だとか……？

　――アリエが俺を好き？　ほ、ほんとに？

　――うわ、俺、失礼だったんじゃね!?

　うれしさとくすぐったさ、マズイ応対をしてしまった後こう悔かいと、アリエを怒らせてしまった反省が一いつ緒しよくたにわき起こった。

　――どうしよう？　このままにしておくか？

　――いや、それはマズイぞ。

　好きだと言われたことにお礼を言い、他に好きな子がいるから考えられないと答えよう。

　あいまいにはしたくない。

「おい、アリエ、待てよ。待ってくれっ」

　ようやく気を取り直なおした伸也は、アリエを追って走り出した。

「わっ、お兄ちゃん、びっくりした」

　階段をあがってきた有希が驚いたようにして足を止める。いつも一緒の梨梨子がいない。

「あれ、梨梨子は？」

「帰ったよ。お母さんがもうすぐ帰ってくるから家の掃除をするんだって」

　梨梨子の父はシンガポールに単身赴ふ任にん中だ。母が父に逢あいにいき、今は一人暮らしになっている。

「そうか。梨梨子のお母さん、帰ってくるのか……じゃねぇ、有希、アリエ、知らないか？」

「知らないわよ」

　有希は不思議そうな顔をして首を振った。

「お兄ちゃん、アリエさん、どうかしたの？」

「悪わりぃ。ちょっと急いでいるんだ。……ごめん」

　説明に困り、ごまかしておく。

　校舎のいちばん隅すみの階段を使わなかったのなら、真ん中の階段を下りて中庭を経由して、渡わたり廊下から裏口というルートだろう。遠回りだが、今日転校してきたばかりのアリエは、ケータイナビのような瞬しゆん間かんルート検索ができないのだ。

　伸也は近回りをすることにして、階段を駆かけおりていく。

「どうしたの？　お兄ちゃん。私も行くよ」

　妹が追いかけてきたのがわかったが、伸也は先を急いだ。
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　――いた……アリエだ……。

　アリエは学生カバンをぶらつかせながら、渡り廊下を歩いていた。

　中庭と渡り廊下は、学校の中でも人気の少ないところだ。授業が終わって少し経たつから、あたりに人ひと影かげはない。

「アリエー」

　背後から声を掛かけるが、アリエは知らないフリだ。聞こえているはずだが、とぼけているのだろう。

　伸也は息を切らしながら、彼かの女じよを追いかけて肩かたをつかむ。

「ちょっと待ってくれ。聞いて欲しいことがあるんだ……」

「汚きたない手で触さわらないでよっ」

　アリエは肩を揺ゆすってふりほどくと、伸也を睨んだ。赤くなった瞳ひとみに涙なみだが溜たまっている。演技ではない涙を見て動揺し、用意しておいた言葉が霧む散さんする。

「ご、ごめんっ」

「最低っ。黙ってるわよっ。黙っていたらいいんでしょっ」

　アリエは裏口に向かって足音も荒あらく歩いていく。

「ち、ちが、そ、その……」

　伸也はおろおろしながらアリエを追った。

　アリエは学生カバンを持ち直すと、裏門から外に出ようとした。学食や購こう買ばいの業者搬はん入にゆう用の出入り口だから、裏門には警備員はいない。

　トラックが出入りしたばかりなのだろう。シャッターが開け放たれたままだ。

　シャッターの向こうに、白いセダンが止まっているのが見て取れた。

　アリエの女性マネージャーがセダンの横に立って、ケータイの時計を見ている。

「翠さん」

　アリエは手をあげると、セダンに向かって駆けていく。

「アリエ、そ、その……」

　口ごもりながらも、アリエの上着の裾すそを引っ張ろうとして、手を伸ばしたときのことだった。

　ひゅっと空気の鳴る音がして、握り拳が伸也の目前に突きだされた。

「うっ」

　顔面三センチのところで拳が止まった。

　風圧で顔の皮ひ膚ふがヒリッと来くる。

「翠さん、やめてっ」

　アリエが悲鳴をあげている。

　翠さん。ボディガードを兼かねたマネージャー。

　中国拳けん法ぽうの使い手。そのへんの男より強い。

　校舎内の伸也と、裏門の外の翠の位置は、三メートルほど開いていた。

　その距きよ離りが、ほんの一いつ瞬しゆんで詰められた。

　足音さえも聞こえなかった。

　拳法における運歩という特種な足運びだが、伸也は知らない。

「うわっ」

　伸也は後ろに飛びすさった。

　スッと距離がつめられ、また拳が突きだされる。

　顎の数センチ先で止まったが、目の前に拳が突きだされる恐きよう怖ふに震ふるえあがる。

「わーっ、だ、誰かっ、何とかしてくれっ……け、警察っ……母さんっ、カメエモンッ！　た、助けてくれっ」

　空中にパッとカメエモンがあらわれた。

　メタボ腹を揺らしそっくり返っている。間の抜けた顔が心強かった。

「わかった。何とかしてやる。おまえがケガすると、世界征せい服ふくが遅おくれるからな。まずは芸能界征服だ。力を貸してやるからがんばってくれ」

　――俺は芸能界征服なんてしないよ。

　そう言いたいのだが、安あん堵どと混乱で声が出ない。

「うう」

　うなり声をあげながら、コクコクとうなずく。

　カメエモンは布製の顔でニヤッと笑い、異国の歌のような呪じゆ文もんを唱える。前にも聴いたことがある。

　――これは確か……。

　カメのノロイが発動した。

　翠のパンチがいきなり止まった。違う、止まったのではない。ゆっくり動いている。

　中国拳法の使い手から繰くり出されるパンチと蹴けりは、カメのノロイのせいでスローモーションになっていて、首を振って逃にげることができた。

「[image: ]呀アイヤー（しまった）!!」

　翠は眉まゆ根ねを寄せた。

　伸也がうまくかわしたことで、敵意が煽あおられてしまったようだった。

　マネージャー兼けんボディガードは、気合いを放ちながら、ひゅっ、ひゅっと拳を突つきだしてくる。伸也の顎やみぞおち、腹を的確に狙ねらっていた。

「わっ、わわわっ、わーっ」

　伸也は必死でパンチを避よけた。

　翠の顔がいよいよ険しくなる。

「あなたランリューシン？　それともはやしだ組？」

　翠の声が、間延びして聞こえる。

「何のことだよ!?」

　伸也の声は、カメのノロイの術中にいる翠には、テープの速回しのように聞こえたことだろう。

「何言ってるの？　フザケてるのっ!!」

「フザケてねぇよっ」

「聞こえないわよっ。あなたの組を言いなさいって言ってるの!!」

　彼女の身体が沈しずんだ。

　くるっと背中を向ける。えっと思う間もなく、回まわし蹴げりが飛んできた。カメのノロイのせいでゆっくりなのだが、パンプスを履はいた真っ白な下か肢しが伸びてくる様子は、怖いほどの迫はく力りよくだ。

「わっ、わぁっ」

　たまらず座すわりこんだ伸也の頭上を、白い下肢が旋せん回かいしながら通とおり抜ける。ぶん、と空気が鳴る音がした。

　風圧で、伸也の髪かみの毛けが逆立つ。

　翠は座りこんでしまった伸也の頭上に、すかさず手刀を振るう。

「翠さん、やめてっ!!」

「お兄ちゃんっ、な、何なのぉっ!?」

　アリエが制止する声と、ようやく追いついたらしい有希の悲鳴が重なって聞こえる。普通のリズムで聞こえる声は、カメのノロイが終わったことを示している。

「ちょっ、タンマッ……ストップッ!!」

　横に転がって逃げた伸也は、両手をあげながら、ゆっくりと立ちあがった。

　砂まみれの詰め襟えりから土がぽろぽろ落ちるが、服をはたく余よ裕ゆうもない。

「た、助けてくれぇっ!!　誤解だっ、俺、何もしてないっ」

　翠が、ふぅ、とため息をつき、構えをほどく。

　だが、緊きん張ちようは解いていない。

　何かあればすぐさま拳か、あるいは蹴りが飛んでくる。そんな殺気が漂ただよっていた。

　伸也がアリエをいじめていると誤解して、彼女を守ろうとしたのだろう。翠の立場なら当然のことかもしれないが、いきなりの鉄てつ拳けん制裁にあわてるばかりだ。

「翠さん、脅おどすのはやめて。伸也くん、何もしてないわ」

　アリエが冷静な声で言う。

「お、脅し……？」

「そうよ。伸也くん無傷でしょ。翠さんはイヤガラセしてくる同業者に、いつもこうやって寸止めで脅かすの」

「寸止め……」

　そういえば、拳は目前三センチで止まった。

　翠は、はなから当てるつもりはなかったのだ。

「そ、そんなことしたら、ううう、訴うつたえられないか？　荻原アリエのマネージャー、タレントに暴行、とか。マスコミ的にはおいしいネタじゃ？」

「平気よ。暴行してないもの。脅しているのは向こうが先だから、自分からネタを提供するバカはいないわよ」

「そ、そうなんだ？　よかったぁ。私、警察を呼ぶところだったよ～」

　開いたケータイを片手に持った有希が安堵のため息をついた。

「警察に電話したの!?」

　アリエが血相を変えた。

　有希があわてて首を振ふる。

「ううん。してないよ。電話しようとしたんだけど、番号がとっさに思い出せなかったんだ」

　有希らしい反応だった。

　ぷっと噴き出してしまったところ、翠のパンプスを履いた足がスッと前に踏ふみ出され、上段突づきが飛んできた。

　胃の奥がキュッとなるほどの迫力だ。

　顎の数センチ先でピタリと止まる。

「俺、だ、誰にも言わない!!　殴なぐらないでくれぇっ!!」

　悪意がないことを強調し、ホールドアップの姿勢を保つ。

　沈黙が落ちた。

　翠は、じっと伸也を見ている。

　ほんとうに伸也が何も知らないか、値ね踏ぶみしている。そんなふうに見えた。

　翠が聞いた。

「あなた、何……なの？」

　何者なの？　あるいは何組なの？　と聞かれたような気がした。

「二年Ａ組だけど……」

「バカにしないでっ。正体は何？　って聞いてるのよっ!!」

　鼓こ膜まくがビリビリするほどの怒ど鳴なり声ごえだ。

　――怖ぇ……。

　伸也は震えあがった。

　まさか、カメのノロイで体感速度が変わっていたんです、なんて言えない。

「しょ、正体は、生徒会長ですっ!!　すみませんっ」

　翠に向かっておじぎをした。

　予想外の反応だったのだろう。

　ボディガード兼マネージャーは、きょとんとした表情で伸也を見た。ふぅとため息をついて首を振る。

　殺気が拭ぬぐったように消えていた。

「何だかわかんないけど、お兄ちゃんは単なるバカだから安心してくださーい」

「翠さん、私を守ってくれるのはうれしいけど、伸也くんは私に何もしていないわ。口げんかしてただけよ」

　有希とアリエが交こう互ごに言う。

　翠はツメを噛かみながら考えこんだ。

　沈黙が落ちた。

　四人のあいだに緊張感が満ちる。

「やだもうっ。びっくりしたじゃない！　こんなときに何よ？」

　有希の、手に持ったままのケータイが振しん動どうしている。有希はぶつぶつ言いながら電話に出た。

「はい」

　有希が眉根を寄せてケータイを持ち直した。

「梨梨ちゃん？　え？　助けてって言ったの？　何なのよ？　え？　ドロボウ？　家に？」

「どうしたんだ？」

「切れちゃった」

「掛けてみろよ」

「掛けてるよ。つながんないのっ!!」

　家にドロボウ。助けて。ケータイから電話。突然切れてつながらない。

　そういえば有希はこうも言った。梨梨子から聞いた話。通学のとき、視線を感じる。誰かに見張られているみたいだ。

　頭から冷水を掛けられた気分だった。

　有希も顔を青くしている。

　伸也もケータイを取り出して梨梨子のケータイに電話をするが、やはりつながらない。

「どうしよ？　警察に電話する？」

「車で送るわ。乗りなさい。電話は車の中ですればいいわ」

　翠がキーを高く掲かかげながら言った。

「アリエ、いいわね」

「いいわ」

「アリエは運転席の後ろに座んなさい」

「ええ」

　伸也は助手席、女の子二人は後部座席に座る。

「行くわよ」

　翠がギアをドライブに入れた。

　セダンは滑るように走り出した。




　　　　　☆




「どうしよう？　お兄ちゃん。『事件ですか？　事故ですか？』って警察の人が聞いてるけど。どう答えればいいの？」

「電話貸せっ。代わるから！　……事件だと思います。友達から電話が掛かってきて、ドロボウ、助けてって、急に電話が切れました。……えっ。住所？　うーん……。有希、わかるか？」

「えっと。ケータイナンバーは覚えているけど、住所までは覚えてないよぉ。貸してっ。説明するからっ。私ん家より道を三つ隔へだてたところなんですが。私の住所ですか？　えっと」

　警察への通報にてこずっているうち、翠の運転する白いセダンは佐さ々さ木き家の前についた。

「何かヘンね」

　翠が眉根を寄せた。

　ポストの横の植うえ木き鉢ばちが横よこ倒だおしになり、カーテンが開けたままの窓からのぞく家の中は、めちゃくちゃに乱れている。ドロボウが入ったことがひとめでわかった。

「梨梨ちゃんっ」

「梨梨子……」

「みんな、車の中にいなさい。アリエ、外に出ちゃダメよ。いいわねっ」

　翠がドアを開けて外に出た。身体を低くして塀へいの内側に隠かくれながら中をうかがう。

　まるで警察官が拳けん銃じゆうを持って飛び出すような、そんな緊張のある動作だった。

　伸也も車を飛び出した。

「あっ」

　玄げん関かんの植えこみの陰かげで、何かがきらっと光った。

「何？」

「梨梨子のだ」

　ケータイを拾いあげると、氷砂糖と鈴すずのケータイストラップがしゃらりと音を立てた。

　翠がストラップが揺れるケータイをまじまじと見ている。何を驚いているのか、顔が青くなっていた。

「梨梨子っ」

　伸也は玄関のドアノブを引いた。鍵かぎがかかっていて開かない。

「カメエモン、鍵開けろっ」

「わかった」

　どこからともなくカメエモンの声が聞こえ、カチリと音を立ててドアノブが回った。

「伸也くんっ、警察が来るまでは待ちなさいっ！　中にドロボウがいるかもしれないのよっ!?」

　翠が叫さけんでいるが、それどころではない。

　家の中に飛びこむ。

　玄関は何もなかったが、その奥おくのドアの向こうで、人の気配とがさがさという物音がする。

　伸也はドアを開けた。

　台所が併へい設せつされたリビングだった。フルフェイスのヘルメットをつけた男が二人、プロレスラーのような覆ふく面めんで顔を隠した男がひとりいた。

　ひとりの男が茶ちや箪だん笥すの引き出しを、もうひとりが冷蔵庫の中をさぐっている。そしてもうひとりは、リビングの中央にいて、伸也に背中を向けている。覆面男の陰に、水色の布地がちらついていた。桜井坂高校の制服に見えた。

　男たちは突然の闖ちん入にゆう者しやに、驚いている様子だ。

　――なんだ。これは？　家や捜さがし？

　タンスやキャビネットなどの、引き出しの全部が引っ張り出され、中身が散乱している。まるで震しん災さいのあとのような荒あれようだ。

「梨梨子!!」

　一瞬すくんだが、なんとか声を絞しぼり出す。

「うーっ、ううっ」

　うなり声が聞こえた。

　後ろを向いていた男がこちらを向いた。

　口にガムテープを貼られた梨梨子が、男につかまれた手首をふりほどこうとしてもがいている。

　みつあみはかなり乱れているが、見た感じ、ケガはなさそうだ。

　両手首にガムテープが巻かれている。

　首をふるふる振っているのは、来ないで、と言っているようにも、助けて、と言っているようにも見えた。

　考えるより先に身体が動いた。
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　伸也はその場に膝ひざをつき、両手をついた。

　好きな女の子が危険な目に遭あっているのだ。かっこわるいなんて考える余裕もない。

「梨梨子を放してくれっ!!」

　蹴られることを覚かく悟ごして、身体を硬かたくする。

「お願いだっ。俺には何をしてもいいからっ!!」

　いきなり土下座をした男子高校生に、男たちのあいだにとまどった気配が流れる。

　ぱんぱんにふくらんだ風船のように空気が厳しく張りつめる。

　そのとき、サイレンの音が鳴なり響ひびいた。まだかすかな音だが、パトカーのサイレンは少しずつ大きくなっていく。

「警察っ!?」

　顔をあげたとき、梨梨子を捕つかまえていた男が、伸也のほうに向けて梨梨子の背中をドンッと押おした。

「うぅっ」

　ガムテープで両手首を拘こう束そくされているからたまったものではない。つんのめって前のめりになった。

　伸也はあわてて立ちあがり梨梨子を抱だきしめた。

「うぅっ」

「よかった。梨梨子っ、よかった!!」

　リーダーらしい男が無造作に片手をあげた。

　男たちは庭に隣りん接せつしている大きな窓から外へと飛び出した。身軽な仕草で塀を飛とび越こえて逃げていく。

　パトカーのサイレン音は、どんどん音量をあげていき、耳をつんざくほどの大だい音おん響きようになった。

　――やった。有希！　ありがとうっ!!

「梨梨子っ、梨梨子、だいじょうぶかっ」

　手首のガムテープを引ひき剥はがし、口に貼られた猿さるぐつわも剥がし取る。

「梨梨子、ケガないかっ」

　梨梨子はメガネの奥で瞳を見開きながら、コクコクとうなずく。泣きぼくろのせいか、泣き出しそうに見えた。

「ありがとう。伸也くん。助けに来てくれて……」

「かっこわるかったけどな」

「そんなことない……」

「怖かっただろ」

「こ、怖かったよ……ひくっ、えぐえぐ、えぐ。……怖かったぁ……っ！」

「よかった。梨梨子。よかった」

　伸也は泣きじゃくる梨梨子を抱きしめ、背中をさすった。




　　　　　☆




　帰宅した梨梨子は、鍵を開けようとしてドアに手を伸ばしたとき、妙みような気配がすることに気がついた。

　ふっと窓を見ると、無人のはずの家の中で人影が動いている。

　フルフェイスのヘルメットや、プロレスラーのような覆面マスクで顔を隠した男たちが引き出しをあさっている様子は、ドロボウにしか見えなかった。

　思考停止状態に陥おちいった梨梨子は、それでも有希に「ドロボウ」「助けて」と電話する。

　家の中で大きな物音がした。びくっとした彼女は、後ずさり、ケータイを取り落とした。そのさい、衝しよう撃げきでボタンが押され、通話が切れた。

　逃げようかどうしようかとおろおろしているうち、背後から腕うでが伸のびてきて、家の中にひきずりこまれた。庭から回りこんだ男がいたらしい。

　男は梨梨子の口と手首にガムテープを貼った。スカートやセーラー服のポケットをさぐっている最中に、伸也が飛びこんできた。

　玄関の鍵はかけてあった。防犯ガラスを入れた窓をバーナーで焼き、鍵を開ける乱暴な手口。

　家はめちゃくちゃに荒らされていた。

　梨梨子の勉強机の引き出しまでひっくり返され、羽はね布ぶ団とんまで切きり裂さかれている。

　こうなってしまうと、何を盗とられたのかさえわからないが、金目のものは被ひ害がいに遭っていない。

　というのは、梨梨子の両親が、娘むすめひとりで心配だからと、銀行の貸金庫に通帳や印いん鑑かん、キャッシュカードやクレジットカード、結けつ婚こん指輪や権利証のたぐいを預けていたからである。

　ドロボウが入ったところで盗れるものはなかった。

　現場検証した警察官によると、「金目のものがないから、あてつけで荒らしたんでしょう」とのことだった。

　家を片づけるのは梨梨子の母親が帰ってから、明日以降になるだろう。

　現場検証に立ち会い、警察で調書を取られたせいで時間がかかり、佐々木家に戻もどってきた今では、宵よい闇やみが薄うすくたちこめている。

　いま、急いで考えなくてはならないことは、今晩どうするか、という問題だった。

　佐々木家は、とても生活できる状じよう況きようではない。ショックで呆ぼう然ぜんとしている梨梨子が心配だった。

「梨梨子ちゃん、私んとこに来ればいいよ」

「誰もケガしなくてよかったじゃないか」

「佐々木さんが無事でよかった。心配したんだよ」

　ご近所さんが口々に声を掛けてくれるが、梨梨子はぼうぜんと立ちつくしている。

　降ふって湧わいた災難に、どうしていいのかわからないのだ。

　翠は車の横に立ちながらケータイで忙いそがしく連れん絡らくを取り合い、有名人であるアリエは野や次じ馬うまを避けて車の中で待機している。伸也を注目している人はなさそうだ。

「カメエモン」

　伸也はざわめきに背中を向けると、そっとカメエモンを呼んだ。

　空中に、パッとカメのぬいぐるみがあらわれる。

「何だ？」

「おまえってさ、悪あく魔まだよな？　すごい力を持っているんだよな？　だったらさ、時間、巻まき戻してくれ」

「できぬ」

　即そく答とうだった。

「そっか。ムリだよなー。しょせん悪魔にはムリだよなー」

　わざとからかう口調で言ったのに、カメエモンは知らんぷりだ。




　しょせん悪魔→なにを言う→だったらやってみせろよ→わかった




　という流れを期待したのだが、ノッてくれなかった。

　伸也はため息をついた。せめてとばかりに言いい募つのる。

「だったら、梨梨子がこんな目に遭わないように、見張っててくれよ」

「あぁ、おまえは守ってやる。死なない程度にな。だが、おまえの思い人のセコムしてやる義理はない」

「悪魔だな」

「私は悪魔だ。それがどうかしたか？」

　伸也は交こう渉しようの方法を変かえることにした。

「俺はおまえに、世界征服すると約束したよな。でもな、俺の大事な人たちが何かあったら、世界征服なんてできないんだ。だからさ、梨梨子が危険な目にあったら、知らせてくれないか。セコムしてくれなくてもいいけど気をつけて欲ほしいんだ」

「わかった。その程度ならしてやってもいいぞ」

「お願いだ。カメエモン、君が頼たよりなんだ」

　カメエモンはふんと鼻を鳴らすと、空中にパッと消えた。

　有希が心配して、なだめるように梨梨子の背中をさすっている。

「梨梨子、ケータイ」

　ご近所さんに取り囲まれている梨梨子の背中に声を掛け、ケータイを返す。

　梨梨子はまだ虚きよ脱だつ状態から覚めないらしく、無言でケータイを受け取り、学生カバンに入れた。

　氷砂糖と鈴の手作りストラップがきらっと光った。

「そうだ。有希。警察の電話、ありがとう」

「私じゃないよ。住所の説明に困ってたら、警察が来たのよ。ご近所さんが電話してくれたのかもね」

「そっか、まぁいいや。ありがとう」

　――俺のうちに来いよ。母さんに言うから。有希と一緒に寝ねればいいよ。

　そう言おうとしていたとき、翠が梨梨子の背中をポンと叩たたいた。

「社長と連絡が取れたわ。梨梨子さん、ウチの事務所のマンションに来なさい。着き替がえも寝しん具ぐもあるわよ」

「え？　その……。お、お世話に、なるわけには……。私、スカウト……お断り、したのに……」

　梨梨子は、翠の申し出にとまどっている。

「何を言っているの？　あなたをほうっておけないから言ってるのよ。アリエと私が住んでいるマンションだけど、空き部屋があるの。『フラッシュダンス』の所有で、タレントの寮りよう代わりに使っているものだから、セキュリティはきちんとしているわ」

「甘あまえさせてもらったらどうかな？　せっかく親切で言ってくれてるんだし」

　赤の他人にすぎないのに親切すぎる気がしたが、翠の申し出はありがたい。

　普通の民家である能見家より、セキュリティがしっかりしているタレント専用マンションのほうが安心だ。

「そ、そうね……翠さん。……お世話に……なります」

「私も行くっ！　梨梨ちゃんが心配だもんっ。お兄ちゃんも一緒に来てっ」

　有希が言った。

「えっ」

「私ひとりじゃ怖いもんっ」

　有希はツンと顎をあげて言った。

　梨梨子がほっとした表情を浮うかべた。

　知らないマンションにお世話になるのは不安なのだろう。

　――梨梨子といっしょに泊とまるのか……。

　ひとつ屋根の下で、あこがれの梨梨子と一晩過ごすなんて、考えるだけでワクワクする。

　アリエと翠と有希が一緒だから、二人きりになれるわけではないが、ドキドキが収まらない。

「三人も押し掛けたら迷めい惑わくだよ」

　梨梨子がとりすがる表情で伸也を見て、おずおずと手を伸ばした。伸也の袖そでをしっかりとつかんでいる。メガネの奥の瞳は、泣きそうに曇くもっていた。

　そんな目で見られると、胸がわしづかみにされた気分でどきどきする。

「そ、そうだな。翠さん。すみませんが、俺らもお世話になっていいですか？」

「そうね……。仕方ないわね……伸也くん、有希さん、ご両親に承しよう諾だくを受けてね。無断外がい泊はくはさせないわよ」

　翠はしぶしぶという感じでうなずいた。

「アリエ、聞いていたでしょ。いいわね？」

　車の中のアリエに向かい、窓まど越ごしに言う。後部座席のアリエが首しゆ肯こうする。

「いいわ」

「晩ご飯、ごちそうするわね」

「わっ。今日は翠さんの中ちゆう華か料理なのね。ステキ」

　アリエが弾はずんだ声をあげた。こういうときの彼女は、腹黒で陰いん険けんな少女ではなく、素す直なおでかわいいアリエだった。

　ぐぅ、と梨梨子のお腹なかが鳴る。

「や、やだな……」

　梨梨子が照れたように笑う。

　梨梨子の空気をなごませる能力には、天才的なものがある。

　翠があははと豪ごう快かいに笑う。

　有希がくすくすと笑い転げた。

　伸也も笑い出だした。

　シャレでない状況であるにもかかわらず、五人は楽しそうに笑っていた。







第４章　マンションでドキッ！







「どうぞ。できたわよ」

　翠みどりが大皿をドンッとテーブルに置くと、女の子たちのあいだから、わぁ、と歓かん声せいがあがった。

　ほうれん草とハムの炒いためものだ。なんでもない料理だが、ほうれん草の緑色が鮮あざやかで、ハムのくすんだ赤が映はえている。香こうばしい匂においに刺し激げきされ、伸しん也やの胃がグゥと音を立てる。

「美味しそうっ!!」

「いただきます」

「どうぞ、召めしあがって」

　皆みなは、それぞれの取り皿に料理を取って食べ始めた。

　テーブルの上には、料理を盛った大皿が並んでいた。焼きシューマイに中ちゆう華か粥がゆ、ザーサイもある。深皿いっぱいに盛られたライチは、氷のカケラを纏まとってキラキラしている。

　リビングの食しよく卓たくに五人もの人間がつくとさすがに狭せまい。

　伸也が端はしっこのお誕生席で、アリエと翠、有ゆ希きと梨り梨り子こがそれぞれ向かい合う形で座っている。

「おいしいっ」

「ほんとね……お粥かゆ、おいしい……。お腹に……染しみるわ」

「シューマイとライチは冷れい凍とうものよ」

　翠は香かおりの高いお茶を汲くみながら言う。見慣れない形の茶ちや器きは、中国風のデザインだ。

「ウーロン茶なの？　いい香り」

「モーリーファーチャーよ。日本語だと茉まつ莉り花か茶ちやね」

　マオカラーの上着に、お揃そろいのズボンを着た彼女が、エキゾチックな茶器を傾かたむけながら言うと、異国の雰ふん囲い気きが漂った。髪をポニーテールに結ゆっているので、チャイナドレス風の部屋着がよく似合う。

「ねぇねぇ。翠さんって、中国人？」

「そうよ」

「失礼だぞ。有希」

　たしなめながらも、伸也は納なつ得とくしていた。回し蹴りが飛んできたとき、彼女は外国語で気合いを発した。あれは中国語だったのだ。

「別に失礼じゃないわよ。でも、よくわかったわね？　私の日本語、上手でしょ？」

「うん。翠さんの日本語、完璧だよ。でも、この青菜炒め、あっさりしてておいしいもの。中華屋さんの味だーっ」

　有希は、お箸はしをさかんに動かしながら言った。

「うん。おいしい」

　伸也も有希に同意する。

　キッチンに立った翠は豪快に中ちゆう華か鍋なべを振っていたから、ぞんざいな味付けだと思っていたのに、丁てい寧ねいなやさしい味だ。作り慣れていることがはっきりわかる。

「ねぇねぇ。翠さん。どうして『フラッシュダンス』に就職したの？　やっぱりタレントに逢あえるから？　マネージャーって楽しい？　料理作るのもマネージャーの仕事？」

　ミーハーで物もの怖おじしない有希が、翠を質問攻めにしている。

「大学留学中に『フラッシュダンス』の求人を見たのよ。広カン東トン語が日常会話レベルで口が堅かたい人、ってあったの。ぴったりだったから応おう募ぼしたの。面接で子供の頃から中国拳法を習ってきましたって自己ＰＲしたら、あっさり雇やとって貰もらえちゃった。『フラッシュダンス』はアジアツアーを本格的にやりはじめた頃だから、通訳が欲しかったんでしょうね」

「広東語って何？　中国語なの？」

「中国語よ。でも、北ペ京キン語みたいな共通語じゃなくて、大おお阪さか弁べんみたいなものかな？　中国は広いから、ほとんど別の言葉だけどね」

「ふぅん。学生のときに就職したってことは、翠さんは、『フラッシュダンス』ではベテランなんだ？」

「そうね。他のマネージャー、全部辞やめてしまったから。私がいちばんの古株になったわね。まだ丸一年なんだけど」

　――他のマネージャーが全部辞めた？　どういうことだろう。

　だが、伸也は考えることができなかった。

　有希の爆ばく弾だん発言に、思考力がブッ飛ばされてしまったからである。

「だったら、翠さんの顔でさ、私を雇ってくれないかなぁ？」

　――ちょっ、有希、自重しろよぉ……っ。お兄ちゃんは恥はずかしいぞ……。

　身みの程ほど知しらずな発言に、穴があれば隠れたい気分になった。伸也はお茶を飲んで気持ちを落ち着かせようとした。

　――うっ、苦い……。なんでこれ、こんなに苦いんだ……。しかもこれ、ジャスミンティーじゃねぇかよ。

　一口飲んで気付いたが、伸也の苦手なトイレの芳ほう香こう剤ざいの香りのお茶だった。しかも、薬のように苦い。

　――そっか、茉莉花って、ジャスミンの和名なんだ。

　お茶を飲むのをあきらめて、口直なおしに水を飲む。

「マネージャーは高校生にはムリよ」

「マネージャーじゃないわ。もっちろん、タレントよぉーっ」

　有希は、あっさりと言ってのけた。

　――うっ、有希、おまえ、ただの痛い子ちゃんだぞ……。

　梨梨子はお茶を飲みながらニコニコして聞いているが、伸也の横に座るアリエは軽けい蔑べつの瞳で有希を見ながらお茶を飲んでいる。

　苦そうに顔をしかめてテーブルに置く。

　お茶が苦く感じられたのは、伸也だけではないらしい。

　オフタイムのアリエはだるだるで、タレントオーラはかけらもない。

「『フラッシュダンス』が雇うタレントは、オーディションを通過した子だけよ。でも、オーディションって会場を借りたり、書類を作成したり、オーディションの情報誌に取材してもらったり、お金と時間がかかるのよ。ウチの事務所、お金がないから、今はちょっとムリかなぁ」

　――うまい断り方だよなぁ……。さすが大人だよ。翠さんは。

　アリエが所属タレントで、これだけのマンションを所有する事務所だ。お金がないはずがない。

「でも、梨梨ちゃん、ボスザルにスカウトされたんだよーっ」

「ボスザル？」

「リスザルの社長だからボスザルよぉーっ」

「あぁ、あのリスザルはね、アジアツアーのときについでに輸入したの。手て違ちがいで売れなくて、社長のペットになってるわ」

「私もボスザルにスカウトされたいよーっ」

　アリエが、ふふんとハナで笑っているというのに、有希はぜんぜん気付かない。

「だって私は世界のキタザワが認めた美少女なのよーっ。あぁ、私ってスゴイわっ。スカウトされないほうがおかしいと思うの」

　――有希、やめてくれ～。恥ずかしいぞーっ。

　伸也に役を押しつけたくせに、そういうセリフをさらりと言ってのける有希にあきれてしまう。

　伸也はもう顔が真っ赤だ。背中が痒かゆくて、のたうち回りそうだ。顔が汗あせまみれになっている。

　アリエがだるそうにあくびをした。

　横に座るアリエの、軽蔑の目と冷れい笑しようが痛い。

　非難されているとしか思えず、伸也はいっそう縮こまる。

　――すみません。すみません。ウチの妹がバカですみません……。

「そうね。社長がじきじきに、っていうのなら、スカウトデビューもあるかもね」

「だったら社長に会わせてっ」

「有希、おまえはもう黙だまれ」

　伸也はついに制止した。

「何よ。お兄ちゃん、エラソウに言わないでっ」

　キツイ口調で返されて鼻白む。

　有希を説得するのは不可能に近い。

　――あ、そうだ。

　伸也は眠ねむそうに目をこすっている梨梨子をダシに使うことにした。

「梨梨子、眠そうだぞ。騒さわぐなよ。かわいそうだ」

「ほんとだっ」

　有希が両手で口を押さえた。

　ようやくのことで黙ってくれてほっとする。

「部屋、用意してあるから、寝てきたらどうかしら。いちばん端の部屋よ。パーティションで二部屋に区切られているから、どっちでも好きな方で寝て。狭いけど我が慢まんしてね」

「梨梨子、立てるか？」

　伸也は梨梨子を促うながした。

「ん……。なんでかな……。お茶飲んだら……急に、眠く……なっちゃったの……」

「いろいろあったから疲つかれたんだろ」

　よろよろしながら立ちあがる梨梨子が心配で、付つき添そって歩く。梨梨子が大きくふらついた。

「危ないっ」

　あわてて支えるが、梨梨子はぐにゃぐにゃになっていて歩いてくれない。

「よっと」

　思い切って背中と膝ひざ小こ僧ぞうの裏側に腕を通し、お姫ひめ様さまだっこで抱きあげた。ヌクヌクの体温と甘い匂いが密着して、股こ間かんがイケナイことになった。

　お姫様だっこはおんぶよりも破は壊かい的てきだ。股間にお尻しりのぷりぷりが当たる。

　――おいっ。俺っ。しっかりしろっ。動どう揺ようするなっ。

　自分に向かって言い聞かせる。

「ごめん。……重いでしょ？」

　梨梨子と目があった。漆しつ黒こくの瞳ひとみを見ていると、心臓がドキンと跳はねた。

「ぜんぜん軽くないよ」

　――うわ。俺、何言ってるんだ。ぜんぜん重くないよって言うつもりだったのに。

　伸也は相当テンパッているらしい。

　言ってしまったことは撤てつ回かいできないから、笑いを取ってごまかす。

「うぅ、重い、すごく重い、百キロほどあるぞぉ～。腕が抜けそうだぁーっ」

　梨梨子は伸也の冗じよう談だんにくすくす笑った。

　ベッドの上に寝かせると、梨梨子は眠そうに瞼まぶたを閉じ、スウスウ寝ね息いきをたてはじめた。

　――疲れているんだろうなぁ……。かわいそうに……。

　掛かけ布ぶ団とんを掛けてからリビングに戻り、食事の続きをする。

「お兄ちゃん、梨梨ちゃんといい雰囲気じゃない？　大好きな梨梨ちゃんをだっこできてよかったね～」

「バカ、そんなんじゃねぇよ」

「顔が赤くなってるぞ～っ」

　有希が肘ひじで伸也の脇腹わきばらをうりうりした。

「あぁ、青春だねぇ。ひゃっひゃっひゃっ。伸也ちゃんも大きくなったねぇー。おばちゃんはうれしいよー」

　近所のおばちゃんモードになった有希が声こわ音ねを使って伸也をからかう。

　大きくなった、というのが、股間の今の状況を示しているようで顔がいっそう赤くなる。

　最後のシューマイを菜さい箸ばしで自分の皿に載のせたとき、アリエがじっと伸也を見ていることに気がついた。

　ふっと顔をあげると、アリエがぷい、とそっぽを向いた。

　長いまつげのその下で、複雑な色をたたえた瞳が揺れている。

「シューマイ……食べたかったんだ？　まだ囓かじっていないから、これ、あげようか」

　アリエがギロッと伸也を睨にらんだ。

　――うっ。

　思わずたじろいでしまうほどの迫はく力りよくだ。

　――な、なんだよ。なんでそんな目で見られなきゃいけないんだよーっ。

　アリエの考えていることがわからない。
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「ごちそうさま」

　だるそうに席を立ったアリエは、自分の皿を重ねて流し台に持っていき、あくびを噛み殺ころしながらのろのろと洗った。

　アイドル女優が、ジーンズとシャツの普ふ段だん着ぎで流し台に立っている図は、映画の一場面のようでどこか現実感がない。

　アリエはタオルで手を拭ふくと、スリッパをぺたりぺたりと鳴らしながらリビングを出ていった。

「私、部屋で台ホ本ン読みするから、話しかけないでね。台本、かなり変わってるから、がんばって覚えなきゃ……」

「わかったわ。がんばって。……お風ふ呂ろ、先に入るわよ」

「そうね。有希さんたちに先に入っていただいて」

　アリエの背中を見送ったあと、有希が嬉き々きとして話しかけた。

「ねぇねぇ、お兄ちゃん、さっきのアリエさん、どう思った？」

「どういう意味だよ？」

「やだなー。とぼけないでよ。アリエさん、お兄ちゃん好きかもね。お兄ちゃんもアリエさんが好きでしょ？」

「あら、アリエが伸也くんを好きなの？　意外ね。アリエ、プロ意識が高くて、共演者にはそういうのが一いつ切さいないのよ。でも、そうか。桜さくら井い坂ざかに転校したいっていきなり言われてとまどったけど、伸也くんがいるからだったのか」

「そ、そんなこと、ななな、ないと思うよ……」

　放課後の生徒会室、アリエに好きだと告られた。

　信じられず、からかわないで欲しいと答えてしまったが、あれはアリエの本音だったのだろうか。

　――うれしい。……けど、困る……。俺の好きなのは、梨梨子なんだよ。

　――でも、アリエが、今晩あたり、『私を抱いて』なんて迫せまってきたら、俺、拒こばめるかなぁ。拒めないよなぁ……。でも、アリエと初体験なんてすげぇよな。梨梨子に悪いよなぁ……。でも、アリエってきっと怖こわいぜ。初体験はやさしい年上のお姉さんがいいんだよな。

　伸也は幸せな悩なやみに浸ひたっていた。

「ごちそうさま」

　有希がお箸を置き、お茶ちや碗わんを重ねて流し台に持っていく。食器を洗いながら、有希がふわっとあくびを漏もらした。

「あれ？　おまえ、眠そうだな」

「うん。そうだね。ちょっと眠いや。……もう寝ちゃおかな。私、お風呂いらない。翠さん、お先に失礼します」

　有希が翠におじぎをして部屋に行く。

　朝シャワーをかかさない有希がお風呂も入らずに寝てしまうなんて信じられない。よほど眠いらしい。

　今度は伸也が流し台に立ち、自分の食器を洗っていく。




　　　　　☆




「ふぅん」

　ドアのところにさがっている、『バスルーム』と書かれたプラスチックの札を裏に返すと、入浴中の文字があらわれた。タレントの寮代わりに使っている建物だから、共同生活の工く夫ふうがこらされている。

　ドアを閉しめ、中に入る。

　洗せん濯たく機きと乾かん燥そう機き、それに洗面台がある狭い部屋だ。

「あれ」

　洗濯機の上のカゴの中に、脱ぬいだ服が入れられている。

　伸也はいちばん上に置いてあるふんわりした布を手に取った。

　――う、こ、これは……。

　脱ぎたてほやほやのシマシマショーツだった。体温とお尻の形が残っている。

　人の気配がした。

　お風ふ呂ろ場ばに誰だれかいる。

　湯気に煙けむったガラス越しに、誰かがボディブラシで身体を洗っている様子がぼんやり見える。

　心臓が止まるほどにびっくりした。

　伸也以外は全員女性だから、最後にお風呂に入るつもりで時間をずらした。男が入ったあとのお風呂なんて気持ち悪いだろうと思ったのだ。ドアの札も確かく認にんした。まさか誰かが入っているなんて思ってもみなかった。

　――まずいぞっ!!

　甘い香りが漂ただよってきた。

　ボディシャンプーとお湯と体たい臭しゆうのいりまじった甘い香り。

　――誰だろう？

　有希と梨梨子は撃げき沈ちんだ。ぐっすりと眠っている。

　翠ならもっと大人っぽいショーツを穿はくだろう。

　――まさか、アリエ……。

　――逃にげよう。逃げなきゃっ!!

　だが、身体が動かない。物音を立てると気付かれそうで気が気でない。

　いやな汗が背中を伝う。

　ドアが開いた。

「翠さん？」

　アリエだった。

　ドアに手をあてたまま、伸也を見て、びっくりした顔をしている。とっさに何が起こっているのかわからないみたいだ。

　湯の滴しずくとアワを纏った白い肌はだが上気して、つやつやと輝かがやいている。

　ほっそりした首にまとわりつく濡ぬれた髪かみ、鎖さ骨こつのヘコミに溜たまったアワ。そして、ふっくらと盛りあがった形の良い乳ち房ぶさ。ピンクの乳輪と、尖とがった乳ち首くびが愛らしい。

　ウエストはキュッとくびれ、腰こしがハート形にせり出している。そしてすんなりと伸びた下か肢しと股間の翳かげり……。

　アリエの顔が赤く染まり、悲鳴の形に口が開いた。

「きゃあっ！」

　ドアがバシンと閉じられた。

「う、うわっ、ご、ごめんっ」

　金かな縛しばりがほどけた伸也はあわてて更こう衣い室しつを飛び出した。

　伸也はよほど動揺していたのだろう。手に持ったままのアリエのショーツに気がつき、もう一度更衣室に入る。

　バスタオルで身体を隠したアリエと鉢はち合あわせしてしまった。

「最低っ」

　アリエの右ストレートが飛んできて、伸也の顎にヒットした。女の子にしては強きよう烈れつなパンチで、目の裏に星が飛んだ。

「いてっ」

　アリエが柳りゆう眉びを逆立てて伸也を睨んでいる。

「ご、ごめん……。だ、誰も入ってないんだとばかり……」

　しどろもどろで言い訳をする。

　アリエがドアを見て、あれ、という表情を浮かべ、小首を傾かしげた。

「どうしたのよ？」

　物音を聞きつけた翠が、おっとり刀で駆かけつけてきた。バスタオル姿のアリエと、伸也を見比べて柳眉を逆立てる。

　伸也を敵認にん定ていしている表情だった。翠の周囲をブワッと殺気がとりまく。

「翠さん、だめっ」

　アリエが構えを取った翠の手首をつかんだ。

「私が札を返さなかったの。事故よ」

「そうなの……？」

「すみませんでしたっ!!」

　伸也はふかぶかとおじぎをした。

　そして、ぎくしゃくとその場を離はなれたが、手にショーツを持ったままであることに気付き、あわてて回れ右する。

「アリエ、そ、その……ごめん……」

　アリエにショーツを差し出す。

　首をひねりながら受け取ったアリエは、布のカタマリがショーツであることにようやく気付き、かぁっと顔を赤くさせた。

「あ、ありがと。殴なぐっちゃってごめん」

　二人してお見合いみたいにテレテレする。

　その様子を翠が見て首をひねっていた。

　――あれ、有希も梨梨子も、起きて来なかったな。これだけ大おお騒さわぎをしていたのに……。

　――あいつら、なんであんなにぐっすり寝てるんだろう。




　　　　　☆




　モコモコの小さい手が、寝ている伸也の頬ほおをぴたぴた叩く。

「おい、起きろ。おいっ」

　耳元で誰かが何か言っているが、頬とか首に当たっているモフモフの感かん触しよくが心地ここち良よく、幸福な気分になってしまう。

　伸也は夢うつつで手を伸のばすと、ぬいぐるみを抱きしめる。

　フワフワの感触に、胸がキューッとなった。猫ねこかウサギを抱いている気分だった。伸也は抱きしめたぬいぐるみに頬をスリスリしてくつろいだ。

「起きろ、バカモノッ!!　私はそんな趣しゆ味みはないーっ」

　胸に抱かかえこんだぬいぐるみがバタバタした。

「ん？」

　自分がカメエモンを抱きしめていることにやっと気付く。

　一いつ瞬しゆんで目が覚めた。

「わぁああーっ」

　伸也は熱い物に触ふれたようにして、カメエモンを放ほうり出した。

　ビジュアルは間の抜ぬけた顔をしたカメのぬいぐるみとはいえ、中身は悪魔だと名乗っているエラソウな男だ。それを大事そうに抱きしめて、頬をスリスリしたのである。

　自分でしておきながら、ずぅぅんと落ちこむ。

「うわ、お、俺、なんちゅうことを……っ!!」

「どっちのセリフだっ。お、男に、だ、抱きしめられるなぞっ。こ、この私が……っ!!　か、仮にも私は貴族なのだぞっ!!　うぉおっ、き、ききき、気持ちが悪いっ」

　空中に漂うカメエモンは顔を真っ赤にして怒おこっている。

　比ひ喩ゆではない。翠色のフェルトで出来た顔がさーっと赤に変わったのだ。

「寝込みを襲おそうな。このエロガメ!!」

「シッ、騒ぐなっ!!　アリエの女マネージャーが、さっき、伸也の妹と思い人の部屋に入った」

「え？」

　あわててケータイで時間を確認する。

　夜の三時だった。

「な、何で？」

「さあな。寝込みを襲っているのかもな」

　カメエモンは、いやらしい顔つきで、にやっと笑った。

「お、襲う？　このデバガメ野郎っ!!」

　伸也は血相を変えてベッドから飛び降りた。

　有希と梨梨子に危険が及およんでいるのではないかという心配から、足音も荒あらく部屋を出ていく。

『フラッシュダンス』所有のマンションは四部屋あり、八畳じようほどの洋室をパーティションで区切って二部屋にして使っているため、正味八室ということになる。

　入口を開けるといきなり内ドアが二つあるので、はじめて入ったときはびっくりした。

　有希と梨梨子、翠とアリエが同室で、伸也だけが一部屋だ。

　内ドアを開けてから、外ドアのノブに手を伸ばす。

「まぁ、待て。からかって悪かった。翠は、梨梨子と有希には何もしてない。荷物をあさっているだけだ」

　カメエモンが空をフワフワ飛びながら言っている。

　――荷物をあさる？　それって、何かを捜さがしているってことか？　こんな夜中に捜し物？

　捜し物という言葉がキーワードになり、ひらめいた。

　――梨梨子ん家ちに入った泥どろ棒ぼう……。あれって、家や捜さがし、なんじゃないか？

　脳のう味み噌そが高速で回転を始める。さながら連想ゲームのように、埋うもれていた記き憶おくがクリアになっていく。

　撮さつ影えいのとき、翠がケータイでしゃべっていた言葉。

　アリエの荷物も捜した。このままだと脅おどしでは済まない。アリエに危険が。

　――何かが無くなって捜している？

　はやしだから催さい促そくの電話。

　君は何？　はやしだ？　それともランリューシン？

　伸也たちは、危険から逃のがれたつもりで、蜘く蛛もの巣に飛びこんだのではないか。

　胸の奥がキュッと冷えた。

　ドアを開けて廊ろう下かに出たとき、隣となりの部屋のドアがいきなり開いた。

　伸也は、翠と鉢合わせする結果になった。

　翠は手ぶらだ。捜し物は見つからなかったのだろうか。女マネージャーは顔を引きつらせている。

　一瞬の動作で距きよ離りを詰つめると、伸也の後ろ手を取り背中にねじりあげて首に腕うでを絡からませる。

「うっ」

　首に腕が食いこんで息が苦しい。翠の胸が伸也の背中に密着した。かなりの巨乳だが、なまめかしい気分にはなれない。

　二人の周囲を殺気が取り巻く。

「何をしているの？」

　押し殺した低い声だ。

「何をしていたのか、言いなさいっ!!」

　ドスの効きいた声、とは、こういう声を言うのだろう。

　伸也はつとめて静かな口調で話す。

「妹と友達の部屋で物音がした。夜中の三時なんだぞ。心配するのは当然だろ。俺のほうが聞きたい。翠さん、あんた、いったい、何をしていたんだ？」

　翠はパッと手をほどいた。そして外国人がよくするように肩かたをすくめて、何でもないのよ、というポーズをした。

「ちょっと物を捜していたの」

「捜している物、って、何だ？」

「さぁ、何かしらね。伸也くんは知ってるんじゃないの？」

「知らないよ。そんなもの」

「伸也くんの正体、教えて欲しいわ」

「普ふ通つうの高校生だよ」

「それにしては、体術がやけに優すぐれているわね？　ソシアルダンスも上手だったし。格かく闘とう技ぎか何かやってたのかしらね？」

　伸也は沈ちん黙もくを返した。

　説明のしようがなかったからだ。

「しかも、こんなに短い時間でアリエの気を引いた。アリエのお風呂中に、アリエの服をあさって何をしていたのかな？　アリエに近づいてどうするつもり？　君の目的、教えて欲しいわ」

「目的なんかねぇよ。アリエは俺を好きなフリしてからかって楽しんでいるんだ」

「そんなことないと思うけどなぁ。君が好きなんだと思うけど……。取引しましょ？　ソンはさせないわよ」

　敵意はない、と言うように、両手をひらひらさせる。その仕草が、伸也をバカにしているように思えてムッとなった。

「取引って何なんだ。あんたらいったい、事務所ぐるみで何やってんだ？　ランリューシンとかはやしだ組とか何なんだよ？」

　言葉にすることで、あいまいにしかわかっていなかったものが明確になっていく。

　何組なのか言いなさい。組。はやしだ組。

　はやしだ組。どこかで聞いた。どこで？　テレビで。

　そうだ。テレビのニュースでよく耳にする名前ではないか。

　囃はや子し多だ組！

　広域暴力団の名前だ。

　胃の奥おくが冷たくなった。

「ヤクザがらみ、か？」

「君って顔だけじゃなくて頭もいいのね。たったあれだけのキーワードから、そこまで推理したんですもの。お茶を飲まなかったのもそれでかしら？」

　梨梨子は、お茶を飲んだら眠くなったと言っていた。

　夜、お風呂場の一件で騒いでも、二人は起きてこなかった。

「あのお茶、やっぱりなにか入ってたな？　苦いと思ったんだ」

「さぁね」

　お茶を飲んだのは梨梨子と有希。伸也とアリエは一口しか飲んでいない。そういえば翠もお茶を飲まなかった。

「睡すい眠みん薬やくか!?」

　翠はニヤッと笑った。肯こう定ていの笑え顔がおだった。

「睡すい眠みん導入剤ざいよ」

　そして、伸也の顎のあたりをスルッと撫なでる。

「ねぇ、君、チェリーボーイかしら？」

「な、何を？」

　白い手が、伸也の股間をさすりあげる。

「お姉さんが教えてあげようか？」

　流し目がゾクゾクするほど色っぽい。
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　チャイナドレス風の部屋着が、彼かの女じよをよけいに色っぽく見せているようだった。

　翠は、伸也の手首をキュッとつかみ、胸に当てさせた。

　ふわふわぷりぷりの胸乳の感触にどきんとする。

「ね？　触さわってよ。お願い……」

「うっ」

「お願い……、揉もんで……」

「お、俺は、好きな子が……」

「そうね。君は、梨梨子さんが好きなのね。だったら、好きな子をいい気持ちにさせるために、私の身体でレッスンするっていうのはどう？」

　股間を撫でさする手の動きは絶ぜつ妙みようだった。

　ピアノを弾ひくように指先を動かし、股間のふくらみをスルッとなぞる。しなやかな手が男の欲望にダイレクトに訴うつたえかけてくる。まるでこうすれば男は落ちるとわかっているような、そんな手つきだ。

　翠は、斜ななめに切きり替かえのある襟えりのボタンを外していく。

　そして、襟を大きく開く。

　ぷんと甘い匂いが立ちのぼった。

　大人の女性の体臭だった。

「う、うぅっ……うぅ……」

　ブラジャーに包まれた胸乳の丸みが斜めの襟からわずかにのぞく。

　上からのぞきこむ形になっているので、ハーフカップのブラジャーの隙すき間まから、乳輪のピンクと、ツンと尖った乳首が見える。

　――触りたい……。直接……。

　――だめだ。絶対だめだ。

　喉のどが干ひ上あがる。

　心臓がどきどきする。

　股間はもう、ぱんぱんになっていた。

　伸也は意志の力を総動員して、翠を突つき飛とばした。

「そうかぁ。色いろ仕じ掛かけにもかからないか……。残念だなぁ」

　翠は怖い笑顔を浮かべながら、襟のボタンをはめていく。

「だったら、君の身体に聞きくまでよっ!!」

　ふわっ、と翠の身体が浮かびあがった。膝ひざが伸也の股間を狙ねらっている。

　立て襟のチャイナスーツは、セクシャルなチャイナドレスから、戦いのためのカンフースーツへと変へん貌ぼうにした。

　予期した伸也は、背後に飛んで逃げようとした。

　だが、もう一方の膝があがり、ハイキックがぶんとうなりをあげて飛んでくる。二段蹴げりだ。

　伸也は床ゆかに転がって逃げた。べりっと派手な音がして、壁かべに穴が開いている。

　――怖ぇ……。

　ゾッとした。もろにくらっていたら、ケガは必至だった。

「哈ハッ」

　気合いが響ひびき、肘が伸也のお腹をめがけて落ちてくる。

「うわっ」

　――カメエモン、何をしているんだよ。助けてくれっ!!

　まさにそのとき、翠の背後から声が掛かった。

「翠さん？」

　アリエだった。

　シンプルな無地のパジャマを着た彼女が、眠そうな表情で立っている。

「ひゃうっ!!」

　伸也は奇き声せいを発した。

　翠が顔を引きつらせたのは一瞬で、いつも通りの笑顔を浮かべて振ふり返かえる。

「アリエ、ちゃんと寝ねなさい。肌が荒あれるわよ」

「うん。そうね……。なんか起きてしまったの。……どうしたの？　伸也くんと、何かあった？」

「何もないわ。伸也くんね、梨梨子さんたちの寝しん室しつに入ろうとしたのよ。いくら兄きよう妹だいでも入っちゃダメって止めていたの」

「力ずくで？」

「うーん。そうねぇ。ちょっと乱暴かもしれないわねぇ。さっきあんなことがあったから、警けい戒かいしてしまったの。あっはははっ。反省するわ。ごめんなさいねー」

　翠は、豪ごう快かいに笑うと、アリエの背中をポンポンしながら行ってしまった。

「はーっ」

　伸也は床に転がったまま、起きあがることもせず、じっとしていた。

　重力が倍になった気分だ。

　寝てしまいたいが、やることが残っている。伸也はよろよろと立ちあがり、足を引きずるようにして自分の部屋に戻もどる。

　内鍵かぎをしっかりと掛けたが、翠がその気になれば鍵は簡単に開けられるだろう。

　ケータイを取り出してネットにつなぐ。ケータイにつけた、氷砂糖と鈴すずのストラップが涼すずやかな音を立てた。

　ベッドに腰こし掛かけて、検けん索さくエンジンに『囃子多組』と入力する。いくつか表示されたＵＲＬの中から、ウィキペティアに飛ぶ。

【囃子多組（はやしだぐみ）は京都に本ほん拠きよ地ちを置く日本の的てき屋や系広域指定暴力団】

　ざっと目を通してから、次にウィキペティアの検索窓に、『ランリューシン』と入力する。まさかこれはでないだろうと思いながら。

「出たっ！　すげぇな。ウィキ……」

　伸也は思わず声をあげた。

【蘭流心（ランリューシン）は香港ほんこんと中国広東省を拠きよ点てんとする密輸と密入国ブローカー、犯罪組織。またはそのネットワークの総そう称しよう。チャイニーズマフィアと呼ばれる】

　チャイニーズマフィア!!

　心臓がドキンと跳ねた。

　伸也はネット接続を切り、ケータイをパチンと閉じた。

　――やべえよ。ムチャクチャやばいよ……。なんでヤクザにマフィアまで出てくるんだよ？　冗談じゃねぇよ。俺は普通の高校生なんだぞ。

　――あぁ、もう、逃げたいなぁ……。

　生来の逃とう避ひ癖へきが頭をもたげる。

　――だめだ。有希と梨梨子がいるんだぞ。

　睡眠導入剤入りのお茶を飲んだ二人は、簡単には起きないだろう。明日の朝、なんとかするしかない。人ひと質じちを取られたようなものだ。

　伸也はベッドに腰掛け、ケータイを手に持ったまま、イライラと貧びん乏ぼう揺ゆすりをした。

　ケータイストラップの氷砂糖が、きらっと光る。

　――あ、これ、もしかして……？

　確かめてみるしかない。伸也はベッドを降おりて窓まど際ぎわに近づくと、ストラップの氷砂糖でガラスを引ひっ掻かいた。

　ぎぎぎと耳が痛くなるような音がして、ガラスにキズがついていく。

　無む色しよく透とう明めいの石でガラスよりも硬こう度どが高いもの。それは……。

　――まさか。

　たぶん。いや、きっとそうだ。

　――これが、もしダイヤだったら一億円ぐらいするかしら。

　昼間、学校で、梨梨子が言った冗談を思い出す。

　これが、チャイニーズマフィア・ランリューシンと広域指定暴力団囃子多組、それに翠と、梨梨子の家を荒らした誰かが捜しているものだ。

　見つからないはずだ。伸也が持っていたのだから。

「カメエモン。お願いがあるんだ。出てきてくれ」

　何もない空間に、カメエモンがあらわれた。

「どうした？」

「さっき、助けに来なかったな」

「見ていたが、助けなくてもいいだろうと判断した。あの女は殺気をバンバンだしてたが、殺す気はなかったから」

「おまえ、人間の心の中までわかるのか？」

「悪あく魔まだからわかる、と言いたいところだが、残念ながらわからぬ。あの女はマネージャーだし、アリエを大切にしているから、抱えているタレントのマイナスになるようなことはすまいと考えたまでよ。映画の撮影が終わるまでは、伸也には何もしないだろう。脅すだけのつもりだったと思うぞ。まあ、心理学の部類だな」

　空中にフワフワ浮うかぶカメのぬいぐるみは、メタボ腹と間の抜けた顔つきのせいもあり、本ほん亀にんが主張するような悪魔にはとても見えない。

「人間の心理に長たけたカメエモン様にたっての願いがあるんだ」

「何だ？」

「これを預かって欲ほしいんだ」

　伸也はケータイからストラップを取り外し、氷砂糖のストラップを目の前に掲かかげた。

「それが何かわかっているか」

「ダイヤだろ？」

「その通りだ。よくわかったな」

「硬かたい透とう明めいな石っつったらダイヤだろ。たぶんこれは、研けん磨まする前の原石だ。高いものなのかな？」

「二億円ぐらいだな」

　二億円！

　こんな小さな氷砂糖が二億円!!

「私に預けて平気なのか？　私は、ダイヤを着服するかもしれないぞ。……なにしろ私はデバガメでエロガメのデビルガメだからな」

「貴族のおまえには、デバガメ扱あつかいは不ふ愉ゆ快かいだったろうな。ごめん。悪かった。謝罪する。俺はカメエモンを信しん頼らいする。だからこれを預かってくれ」

　伸也はカメのぬいぐるみに向かって頭をさげた。

「わかった。信頼のあかしとして預かってやろう。おまえには世界征せい服ふくしてもらわなくてはならぬからな。……二億円ぐらいじゃ、世界征服の資金としては足りないがな」

　貴族悪魔のデビルガメは、捨てゼリフを残してパッと消えた。







第５章　ダイヤとマフィア







　車が止まった。桜さくら井い坂ざか高こう校こうの裏門の前だ。

「ありがとうございます」

　伸しん也やが車を降りた。

　朝日の中で桜井坂高校の校舎がキラキラしている。

　校舎の外観なんて意識したことはなかったが、なるほど映画撮影に使いたくなるのもムリはないと思えるほどの、上品なつくりの高校だ。

「翠みどりさん。ありがとう」

　有ゆ希きが車を降り、うん、と背せ伸のびをする。

「行ってきます」

　アリエは裏門のシャッターの前に立つと、両手を目の前で組んで目をつぶる。祈いのるような仕草だが、少しとはいえ映画撮影で共演している伸也はわかる。イリオモテヤマネコを被かぶって、『アリエ』を演じるための彼女の儀ぎ式しきだ。

　――アリエって、着やせするんだろうなぁ。

　お風呂場で鉢合わせしたとき、アリエの全ぜん裸らを見てしまった。

　裸のほうが豊満に見えた。

　今まで何とも思わなかったのに、思考回路がエッチなほうへと振れてしまう。

「ちょっと待ってね。今、鍵を解除するから」

　翠が、門のセキュリティシステムにカードキーを差しこむと、シャッターがするすると上じよう昇しようした。

　タイトスカートの後ろ姿が、朝日の中で見事な曲線を見せている。

　――昨日、翠さんは俺に……。

　翠は伸也を何だと思っているのだろう。

　チャイニーズマフィアかヤクザの仲間だとでも思っているのだろうか。

　――お姉さんが教えてあげようか？

　伸也は自分の手を見た。

　手のひらに触れた乳房の温かく柔やわらかい感触。股間を撫でてくるしなやかな指。甘あまい体臭。

　翠は、昨日、あんなことがあったとは思えないほど、涼しげな顔をしている。

「翠さん……いろいろ……ありがとう、ございます」

　梨り梨り子こがマネージャーに向かって、ふかぶかとおじぎをした。

「お世話になった……お礼は、その……母が帰ってから……考えさせて、いただきますので……」

「そんなのいいわよ」

「ですが……それでは……っ」

「どういたしまして。夕方迎むかえに来くるから」

「翠さん、今晩は梨梨子に、俺ん家に泊とまってもらうんで、お迎えはけっこうです」

　伸也は梨梨子の前に回りこむと、きっぱりした口調で言った。

「遠えん慮りよしないで。じゃあね」

　翠はとりあわず、車を走らせて行ってしまった。

　梨梨子は、あ、と声をあげたが、呼び止めるヒマもない。

「わぁあんっ。お車でお通学なんて、お嬢じよう様さま～って感じよねっ。緒お方がた先せん輩ぱいみたいよぉっ」

　ミーハーな有希がイヤイヤをしながら奇声を放つ。

「私のこと？」

　緒方瑠る璃りが声を掛けた。

　有希がびっくりして悲鳴をあげた。

「きゃっ」

「いやだわ。オバケを見たみたいに騒がないでくださる？」

　瑠璃のつやつやの黒髪が、朝日をうけて真しん珠じゆの粒つぶが伝い落ちてくるように光る。

「鍵は開けてくださらなくてもよくてよ。開いてるから」

　瑠璃は、後ろを振り返って言った。

「はい。お嬢様、行ってらっしゃいませ」

　瑠璃の背後に立つ黒服の運転手が、瑠璃に向かってふかぶかと頭をさげる。手にカードキーを持っていることが見て取れた。車で通学をするごく一部の生徒と、学食と購こう買ばいの業者には、キーを貸たい与よしているらしい。

　裏門をくぐる伸也の背後で、黒いリムジンが走り去っていった。

「どうなさったの？　みなさん。梨梨子さんも伸也くんも、顔色が悪いわね」

「副会長ぉーっ。大変だったんですよぉ～。梨梨ちゃんの家にドロボウが入ったんです」

「そんなことがあったの!?」

「それで、みんなして、アリエさんのマンションにお世話になったんですよぉー」

「私のマンションじゃなくて、事務所の寮りようなんです。みんなでワイワイできて、修学旅行みたいでしたよ。有希さんとおしゃべりするのが楽しかったわ」

　アリエはにこやかに笑いながら言った。

　――うっ、さすが女優だ。すげぇなぁ……。

　清せい楚そな外見と、控ひかえめな口調、邪じや気きのない笑顔からは、有希の脳天気な要求をせせら笑っていたときの、シニカルさはカケラもない。

「梨梨子さん。そういうときは私に言ってくださる？　部屋はあるんだし、泊まっていただきましてよ。同じ生徒会の仲間じゃないの。もっと私を頼たよってね」

　瑠璃が明るい口調で言った。

「緒方さんに……お世話に……なる……わけには……。い、今も、アリエさんと……マネージャーさんに……、申し訳なくて……」

「梨梨子さんらしいわね。……伸也くん。私、力になる、って言ったわね。覚えてるかしら」

　伸也がカメエモンに世界征服をけしかけられているのを知っているのは瑠璃だけだ。

　話が妙みような方向に転がりそうで不安だ。

　伸也は強ごう引いんに話題を変えた。

「緒方さん。アリエ、生徒会に入りたいんだって」

「あらそう。アリエさん、お仕事が忙いそがしいんじゃないの？」

「仕事が忙しいときはできませんが、暇ひまなときももちろんありますので、手伝わせていただけるとうれしいです。私は桜井坂の生徒ですから、学校のために何かしたいです」

「へぇ、アリエさん、生徒会に入るんだーっ。わーっ。うれしいなーっ」

　有希が無む邪じや気きにはしゃいでる。

「ねぇねぇ、アリエさん。女優って楽しい？」

「そうね。楽しいけど、大変なこともあるわね」

「どんなとき？　教えて教えてっ」

　有希がアリエを質問攻めにしはじめた。

　アリエの口元に冷れい笑しようが浮かぶ。

　目が笑っておらず、アリエが有希をうっとうしがっていることがわかる。

　――有希、やめろ～。もうそのぐらいにしとけーっ!!

　伸也はヒヤヒヤしながら成り行きを見守った。

　アリエは、さも、申し訳なさそうにつぶやいた。

「私、学校では、普通の生徒でいたいの。有希さん。ごめんね」

　そして、ハーとため息をつく。

　有希はあっさり謝あやまった。

「いいのよーっ。ごめんねー。気がつかなくてーっ」

　有希みたいなお人ひと好よしで単純な人間は、腹黒アリエの本心なんて、ぜったいにわからないだろう。

　生徒会の四人は、にぎやかにしゃべりながら、中庭を突っ切っていく。

　――あれ？

　視線を感じた。

　振り返るとアリエと目があった。

　アリエはほんの一瞬、何か言いたいことがありそうな表情を浮かべた。

　ふいっと視線を外してそっぽを向く。

　もう、いつもの、『タレントだけど素す直なおで純じゆん朴ぼくな荻おぎ原わらアリエ』になっていた。
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　四時間目は自習だった。

　先生が用意した自習用のプリントはすぐに終わる量で、お弁当を取り出だして早弁しているもの、雑談に興じているもの、ケータイをいじっているもの、教室は平和なざわめきに満ちている。

　伸也はケータイでネットを見ていた。囃子多組とランリューシンで検索しながら、どうすればいいか考えている。

　そのとき、ケータイが振しん動どうした。

「わーっ、わわわっ」

　伸也は手に持っていたケータイを取り落としそうになった。メールが来ていた。知らないアドレスからだ。

　差出人はアリエになっていた。

「うっ」

　伸也は教室を見み渡わたした。アリエはいない。学食に行ったのだろうか。

　――なんでアリエが、俺のアドレスを知ってるんだ？

【アドレスは翠さんから聞きました】

　昨日、翠が有希と梨梨子の荷物を荒らしたとき、どちらかのケータイから伸也のアドレスを見たのだろう。

【お話があります。中庭に来てください】

　――中庭？　なんでだ？　まぁいいか。行けば……。

　伸也はそっと視線を走らせた。

　有希はケータイをじーっと見ながらときおり手の甲こうで目をこすっている。ケータイ小説に夢中になっているらしい。

　伸也はさりげない動作で席を立った。サボるんじゃないんですよ、トイレに行くんですよ、というポーズで教室を出ていく。
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「伸也くん」

　中庭に立っているアリエが、伸也を見つけて手をあげた。

　伸也はアリエに向かって走り寄る。

「どうしたんだ？」

「聞きたかったの。昨日、翠さんと何かあったの？　翠さんは何を怒っていたのかしら。それで、もし、翠さんが伸也くんになにか悪いことをしたのなら、私が謝ろうと思っていたの」

「えっと……」

　――どう答えたらいいんだろう？

　それは、アリエはどこまで知っているのかという疑問にかかってくる。

　伸也はとぼけておくことにした。

「ケンカしたんだ。ペンを借りたかっただけなのに、他人のお嬢じようさんの部屋に入るのはよくない、とか言われて、げんこつが飛んできた」

「翠さんだったらありえるわね」

「ていうか風ふ呂ろ場ばで君と鉢はち合あわせしたのがまずかったみたいだ。あれで信用を落としたっていうか、警戒された、っていうか」

「なんだ。そうだったんだ」

　アリエは、よかった、と口の中でつぶやくと、安あん堵どしたように息を吐はいた。

「朝ご飯のときとか、車の中とかで聞けばよかったのに」

「みなさんがいたからよ。朝の通学もみなさんと一いつ緒しよだもの。聞けるわけがないじゃない」

「そうだよな」

「翠さんは、イヤガラセも、伸也くんだと疑っているのかしら」

　――知っててとぼけてる？　それともほんとうにアリエは知らない？

「あぁ、そうみたいだ。俺は別に芸能界とは関係ないし、普通なんだけどな」

「伸也くんは普通じゃないよ」

「そ、そうかな……俺、そんなにヘンかな？」

「バカね、そういう意味じゃないわよ。伸也くんはステキだって言ってるの」

「ありがとう」

「もうっ、ニブイのね。私、知ってるのよっ!!」

　ドキンとした。

「な、何を？」

「翠さん、伸也くんを誘ゆう惑わくしてた」

　――見られていたんだっ!!

「翠さんも、伸也くんが好きなんだわ」

　アリエは平へい坦たんな口調で言った。

　あまりに自然に言ったので、リアクションに困ったほどだ。

「そ、それはないと思うけど……」

「だったらどうして翠さんが伸也くんを誘惑するのよ？　翠さんのケータイ、内ない緒しよで見たら、しっかり伸也くんのアドレスと電話番号があったわよ」

　伸也はげっそりした。

　これではまるでやきもち女だ。

　――ありえねぇ。アリエが俺にやきもちなんて。

　――そうだった。アリエ、俺が好きだって言ってくれたんだよな……。




　アリエはきゅっと抱だきつくと、唇くちびるを重ねてきた。




　ふんわりした熱い身体が密着し、伸也の胸に乳ち房ぶさのふくらみが押おしつけられる。

　やわらかな手が背中を抱き、ひんやりした唇が伸也の口を塞ふさぐ。

　――し、信じられねぇ。アリエにキスされている……。

　時間が止まった気がした。

　ひんやりぷりぷりの感触が不思議だった。

　永遠に近い気がしたが、ほんの一瞬だったのだろう。

　合わさってすぐに離れた唇は、甘い息を放ちながらどきどきする言葉を紡つむぐ。

「私、言ったよね。伸也くんが好きだって」

「か、からかわれてるんだって思ってた」

「私、本気よ。翠さんは、正体がわからないうちは伸也くんに近づくな、って言ったわ。転校したいって言ったら、すごく反対した。だったら私、事務所を辞やめるって言ったの。私に辞められると困るはずよ。だって、『フラッシュダンス』の所属タレント、私だけなんだもの」

「えっ？」

　翠とアリエの住むマンションは、空き部屋だらけだった。翠は事務所はお金がないからオーディションができないと言っていた。

　――有希を断るための口実じゃなかったのか!?

　ランリューシン。広東省のチャイニーズマフィア。

　翠さんは広カン東トン語に堪かん能のうな中国人。

　アジアツアー。

　パズルのピースがぴたりぴたりと嵌はまっていく。

「伸也くんが好きなのは、梨梨子さんでしょ？」

　完全に虚きよを突かれた。

　頭の中がパズルのピースで埋まっていた伸也は、用意しておいた言葉を口に出すことができなかった。

　――君の気持ちはうれしいけど、俺は梨梨子が好きなんだ。だから君とはつきあえない。

　そう言うつもりでいたのに、うなり声しか出てこない。

「う、そ、その……」

「もうっ！」

　アリエはいらだたしげにじだんだを踏ふむと、キュッと唇を噛かんだ。

　スカーフをほどくと、セーラー服の裾すそに手を掛かけた。

　そして、迷いのない動作で脱ぎ捨すてる。

　白いキャミソールとブラジャーに包まれた上半身があらわになった。

　アリエは着やせするタイプだ。胸は形良く盛りあがり、冬の日差しに照らされて肌が陶とう磁じ器きのように白く光る。

「う、う、うわ……」

　アリエは、脱いだセーラー服を胸の前に抱かかえると、伸也を熱い視線で見あげた。

「私を抱いてっ」

　花か壇だんのパンジーが風に揺ゆれている。

　中庭は、校舎からは死角になっているうえに、花がいっぱいで綺き麗れいなところなのだが、職員室の裏手になっているため、生徒たちは近づかない。中庭が静かなのはそのせいだ。
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　転校したてのアリエは、そういうことを知らないのだろう。

「で、で、も……こ、こ」

　――ここは職員室に近いんだよ。

　と言いたかったが、アリエに圧あつ倒とうされてしまい、うまく言葉を紡げない。

「だって、翠さんも伸也くんを……」

　昨晩、翠が、伸也を誘惑したのが、アリエを刺し激げきしたらしい。

　興奮しているアリエは、ここが学校であることも、自分がアイドル女優であることも失念しているように見えた。

「お願い……」

　アリエは、胸を押さえていたセーラー服をそうっと落とすと、背中に両手を回した。

　胸がつんと突きだされ、ブラジャーのカップに隠かくされた真っ白な双そう丘きゆうがゆさりと揺れる。

　ぷち、と軽い音がして、カップに納められていた胸むな乳ちがぷるるんと揺れながら飛び出した。ブラジャーが胸の上に浮く。

　真冬の冷たい風がアリエの髪かみを揺らしている様子は寒そうで、そしてエロティックだった。

「服、き、着てくれよぉっ……。風か邪ぜ引くよぉっ」

「伸也くんが温めて……」

　アリエが伸也に向けて両手を伸のばした。

　――抱きつく気だっ!!

　伸也は後ずさった。

　そのとき、二人の間を、茶色の生き物がかすめた。

「えっ？」

　目の大きい小さなサルが、アリエの胸に飛びこんだ。口に何かをくわえている。

「きゃっ。どうしたの。チャッピーじゃない」

　アリエはびっくりした表情でサルを抱きしめた。

　サルは、キキッと鳴きながら、何か言いたいことでもあるかのように小首を傾かしげてアリエを見ている。

「今、服を着るから待ちなさい。伸也くん。チャッピーを抱いててくれる？」

　濃こく立ちこめていたエッチな気配が霧む散さんした。

　伸也はサルを抱きしめながら、セーラー服を着るアリエに背中を向けた。

「こいつは？」

「社長のリスザルよ。有希さんのいうボスザルのペット」

「おまえ、何をくわえているんだ？」

「チャッピー、ちょっと見せて」

　ネクタイピンだった。

「社長のだわ。これは何？」

「何かあったのか？　事故でも？」

　チャッピーは、地面に下り立つと走り出し、止まっては振り返り、また走り出すことを繰くり返す。

「どうしたのチャッピー。ちょっと待ってよ」

「こっちに来いって言ってるみたいだな」

　伸也とアリエはチャッピーを追いかけて走った。

　リスザルは渡わたり廊下を走はしり抜ぬけ、塀へいの上に立ってキキッと鳴く。

「やだ。そこ、出られないわよ」

「出られる。俺ら、鍵持ってるんだ」

　生徒会役員に支給されている鍵を使って通用口をあけ、外に出る。

　上うわ履ばきなのが気が引けたが、リスザルを追って走っていく。リスザルは学校を回りこみ、校門を走り抜ける。

　リスザルは小さい上にすばしこく、少しでも目を離すと見失ってしまいそうだ。

「わっ。梨梨子」

「あれっ。伸也くん？　どうしたの？」

　校門のところで、学生カバンを提さげた梨梨子と鉢合わせした。

　梨梨子の母親だろう。彼女とよく似た顔立ちの中年女性がタクシーを呼び止めて何か言っている。大きなスーツケースが置かれているのが見て取れた。

「私……早退、するんだ。家を……片づけてから……お母さんの……実家に……やっかいに……」

　リスザルは、小首を傾げて伸也を見ている。

「そうなのか。気をつけて行けよ」

「ど、どしたの？　……そのサル……何なの？　あの社長のサルかしら」

　だが、伸也は返事できない。

　どう説明していいかわからなかったのだ。

　口ごもっていると、梨梨子が母親のほうにトコトコと歩み寄った。

「お母さん……ごめんね……先に行ってて、くれる？」

　伸也の背後で、梨梨子がしゃべっている声が聞こえる。

「伸也くん、待って……私も……」

　梨梨子が追いかけてきたが、リスザルがまた走り出したため、追いかけることに必死で、梨梨子を止めることができなかった。

　二人の横を、梨梨子の母親を乗せたタクシーが走り去っていった。
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　十分ほども走っただろうか。

　リスザルの姿を見失った。

　アリエが立ち止まってハアハアしている。

「チャッピー、どこに行ったんだ？」

「それが私にもわからなくて」

「ど、どしたの……何なの……？」

　ようやくのことで追いついた梨梨子が、おどおどと聞くが、何が何だかわからないのは伸也も同じだ。

「え、あ、あれ……」

　道の角に、スーツを着た中年の男性が、仰あお向むけに倒たおれていた。

　社長の腹のあたりに、血が滲にじんでいるのが見て取れた。

　しゃがみこみ、ハンカチでケガを押さえ、介かい抱ほうしているのは翠だった。

　翠がいつも運転している白いセダンはない。

「きゃああっ」

　梨梨子が悲鳴をあげた。

「社長っ!!」

　アリエが叫さけび、翠がリスザルを非難する。

「チャッピー、バカねっ。なんでアリエをつれてきたのよっ!?　アリエを巻きこみたくなかったのにっ!!」

「な、なんだよ。これは……？」

「撃うたれたのよ」

「囃はや子し多だ組に？　ランリューシンに？」

「私がチャッピーに案内されて来たときは、もう社長が倒れていたからわからないわ」

「きゅ、救急車を呼びます」

　詰つめ襟のポケットからケータイを取り出した伸也を、翠が制した。

「救急車は呼ばないでっ!!」

「だいじょうぶだ。かすっただけだ。たいしたことはない」

　社長は意外にもしっかりした口調で言い、よろよろと起きあがった。

　だが、立ちあがることはできないらしく、その場に力無く座すわりこんでしまう。一刻を争あらそう、という状じよう況きようではなさそうだが、出血が止まらず、苦しそうだ。

「緒方さんに頼たのんでみます」

「誰？」

「副会長です。なんとかしてくれると思います」

　瑠璃のケータイに電話をする。

　瑠璃はすぐに電話に出た。

「伸也です。緒方さん、秘密を守れる病院を紹しよう介かいして欲しいんだ。アリエの事務所の社長さんです。撃たれたんだ。かすっただけだって言ってる。意識はあるけど、かなり出血してる」

　あらたまった口調になってしまう。

　いろいろ聞かれるだろうと覚かく悟ごしていたのに、瑠璃は少しの沈ちん黙もくのあと、きっぱりと答えた。

「秘書に頼んで手配します。少し待っていただけないかしら」

　落ち着いた口調が心強い。

「お願いします」

　伸也はお礼を言って通話を切った。

　そして気付いた。

　――これって、これって、緒方さんを巻きこむことになるよな……。秘書に頼む、って、お父さんかお祖じ父いさんの秘書だよな……。

　――うわ、俺、とんでもないことを頼んだのかも……。

　顔がさぁっと青くなる。

　後こう悔かいで胃が痛むが、もう今いま更さらどうしようもない。

「君は、私がスカウトした……ええと、佐さ々さ木き梨梨子さんだね」

　社長が梨梨子を見て言った。

「だ、だいじょうぶ、なんですか？」

「だいじょうぶだよ。……情けないところを見せてしまったな」

「……伸也くん……何なの？　囃子多組って……ヤクザ、よね？　……ランリューシンって？　拳けん銃じゆうって、ど、どうして？」

　梨梨子が呆ぼう然ぜんとしている。

　伸也は、梨梨子を背中でかばい、前に出た。

「社長、教えて欲しいことがあります」

「撃たれた理由か？」

「はい。それもありますが、確かめさせてください。『フラッシュダンス』はアジアツアーで密輸をしていましたね？」

　アリエが、え、とつぶやいて口を押さえる。

　翠がキュッと唇を噛んで顔を背そむけ、社長が肯こう定ていした。

「そうだ」




　　　　　☆




『フラッシュダンス』は、社長が大手の芸能プロダクションをやめて立ちあげた事務所だった。

　当初、マネジメントをしていたのは、社長が独立前にスカウトした荻原アリエと数人のタレントだった。それに、オーディションでみつけたタレントの卵たちが加わった。

　一時はあの寮が、満員になるほどのタレントが所属していたのである。

　社員を増やし、小規模ながら順調に仕事が回り始めたとき、事件が起こった。

　経理を任せていた社員が、業務上横領をしてのけたのである。

　社員は罪に問われたが、自己破産してしまい、回収は不可能になった。

　運転資金に困り、銀行から借金をしてなんとか会社を回している社長に、地方公演の代理業務を委い託たくしている仕事仲間が近づいた。

「いい仕事がある」

　それが林田エージェンシーこと、囃子多組だったのである。

　囃子多組は、もともと的てき屋や組織であり、神社のお祭りを巡めぐって露ろ店てんを出し、たこやきやチョコバナナなどの軽食を売っていた。

　一方で、タレントの地方興行、いわゆるドサ回りをとり仕切っている。

　囃子多組の持ちかけた「いい仕事」は、アジアツアーのさい、接せつ触しよくしてくるチャイニーズマフィアから預かった荷物を、そのまま囃子多組に渡すこと。簡単に言えば密輸だった。

　芸能人の海外興行は荷物が多いため、税関はノーチェックに近い。

　密輸品は麻ま薬やくがほとんどだが、レアメタルや偽にせドル紙し幣へい、ワシントン条約により輸入禁止されている小動物や、植物防ぼう疫えき法違い反はんの大型カブトムシ、大たい麻まの種子などもあった。

　翠とアリエに社長の危険を知らせたチャッピーも、もとは密輸品のリスザルだった。

　マニア的価値のあるワシントン条約違反のセアカリスザルのはずが、ペットショップで購こう入にゆうできるコモンリスザルであることが密輸後にわかり、行き場の無くなったチャッピーを社長が引き取ったのである。

　密輸を重ねるにつれて、経営は安定した。

　広東語の堪能な社員も雇やとった。

　だが、経営が安定していくに従って、所属タレントは櫛くしの歯が抜けるようにぽろぽろと辞めていき、社員たちも退職していった。

　非合法な仕事特有の殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、あるいはサイドビジネスが大きくなるあまり本業に力が入らなくなったのか、どちらかはわからない。おそらくはその両方なのだろう。

　今の『フラッシュダンス』は、タレントはひとり、マネージャーひとり、社長ひとりの小所帯であり、芸能事務所の体てい裁さいをした密輸組織、というのが実体だった。




　　　　　☆




「その横領した社員は、囃子多組が送りこんだのでは？」

　伸也は社長に聞いた。

「……かもしれない。今となっては確かめる方法はないが」

「だったら、社長、はじめっから嵌められていたんですよ。どうして警察に相談しなかったんですか？」

「私だって、こんなことがいいわけないと思っていた。この状況を打破するには、タレントを増やして本業に力を入れることだと考えて、素質のある女の子をスカウトしたりもした」

「それが……私？」

　梨梨子が遠慮がちに聞いた。

「そうだ。断られてしまったがね」

「わ、私……なんか……っ!!」

　梨梨子はぶるぶると首を振る。

「アリエのアジアツアーを最後に密輸はやめようと思っていた。密輸品が、どんどん高額になってきて、トラブルが起こりそうで、怖こわかったんだよ」

　そして社長が危き惧ぐした通り、問題が発生した。

　密輸したダイヤが、囃子多組に引き渡す寸前で、紛ふん失しつしてしまったのである。

「紛失……」

　密輸品の引ひき渡しは、社長がひとりでやっていた。

　翠にはさせなかった。

　引き渡しは一回ずつやり方を変え、慎しん重ちようにやった。

「これは社長に聞いた話だけど」

　苦しそうな社長を見て取って、翠が説明をはじめた。

「『フラッシュダンス』が入っているビルの一階の喫きつ茶さ室しつは、砂糖壺つぼの中身が氷砂糖なの。その砂糖壺にダイヤの原石を入れて置いておき、それを若わかい衆しゆうが回収する手はずになっていたそうなの。でも、砂糖壺にダイヤはなかった」

「まさか……えっと、その……」

　梨梨子がおそるおそるという感じでケータイを取り出す。

　氷砂糖と鈴すずのついたストラップがしゃらんと揺れた。

「も、もしかして……これでしょうか……？」

「ど、どうして？」

　社長が驚おどろきのあまり、目を丸くしている。

「社長さんに……お断りして、帰ろうと……したとき……じ、地じ震しんが……起こったの。それでだと、思うけど……喫茶室の……床に、いっぱい……落ちて、いたんです。……綺麗、だったし、コスプレの……アクセサリーに……使うつもりで。……拾ったの……こ、氷砂糖だし、いいかなって……思って」

　アリエはストラップを外すと、震ふるえる手で社長に渡す。

「ご、ごめんなさいっ。……そ、そんな、大事なもの、だなんて、知らなくてっ!!」

　社長は、血のついた手で氷砂糖を受け取ると、道路にこすりつけた。氷砂糖はアスファルトに削けずられて、ボロボロと崩くずれた。

「え？　ダイヤじゃ、ないの……？」

「違ちがうな」

「だったら……ダイヤは……どこに、いったの？」

「佐々木くん、残りの氷砂糖はどうしたのか教えて欲しい。ダイヤを囃子多組に渡せば、彼かれらも納なつ得とくするはずなんだ」

　――梨梨子、俺にくれた、って言うなよ……。黙だまっててくれよな……。

　内心で冷ひや汗あせを掻く。

「もうひとつ、同じのを、作って……伸也くんに……」

　――言ったよ……。

　梨梨子はウソが吐つけない。

　伸也は覚悟してケータイを取り出した。

　ストラップのついていないケータイを手のひらに乗せて見せた。そして、情けなさそうな表情をつくろって言う。

「悪わりぃ。落とした。ごめん」

　ウソを吐いたせいで、体温があがった。ドキドキと心臓が速い鼓こ動どうを打つ。

「お、落とした？　落としたの？　二億のダイヤかもしれないのよっ!!」

「す、すみません」

「佐々木くん。あとはどうした？　もっとあったはずだろう？」

「ローゼンメイデアの……真しん紅くのコスに。……ヘッドレストに……セメダインで……つけてる、最中でした。……あっ！　私ん家のドロボウ、それでなのっ!?　あのドロボウ……私の……ポケットを……探さぐってたわ……」

　梨梨子が泣きそうに顔を歪ゆがませた。顔が真っ青になり、今にも貧血を起こしそうだ。心配して肩かたを支えたところ、梨梨子が抱きついてきた。

　――うっ。
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　さりげなくアプローチをかけているのにもかかわらず、お友達以上に進展しないあこがれの少女に抱きつかれ、こんなときだというのに甘いときめきを覚えてしまう。

「だいじょうぶだよ。俺が守ってやる」

　伸也は震える梨梨子の背中をトントンした。

　沈黙が落ちる。

「ドロボウはダイヤ狙ねらいか……」

　社長がぽつりと言った。

　あとを引き取って伸也が言う。

「でも、ダイヤは回収できず、社長に詰め寄よったが、社長は知らないと答える。そして、囃子多組か、ランリューシンのどちらかは、強きよう硬こう手段に出た」

　バン、と拳銃を撃つ仕草をした。

「君は頭がいいな。たぶん囃子多組だろう。マフィアはなわばり意識が強いんだよ。よそのグラウンドではおおっぴらに動かないはずだ。まぁ、今回は、二億のダイヤだから、そうとも言い切れないかもしれないが……」

　――どうしよう。ダイヤ、カメエモンから回収したほうがよさそうだな。ダイヤを渡したら、囃子多組は引きさがってくれるかな。

　迷っていたとき、伸也のケータイがプルプルした。

「あ、緒方さん、病院、見つかったんだ。……よかった。ありがとうございます。保険が利きかない？　そ、そっか当然だよな」

「平気だって言って」

　翠がすかさず答える。

「平気なんだそうです。場所は……。ええと、待って。今メモを……」

　梨梨子が学生カバンを探り、ノートとペンを差し出した。

　ノートを破り、病院の住所や名前を殴なぐり書がきする。誰だれかに聞かれることを警けい戒かいして、復唱はしなかった。

「事情、あとで聞かせて。約束よ」

　瑠璃の冷静な声がケータイから聞こえてくる。

「うん。ありがとう。緒方さん」

　通話を切り、住所を記したメモを翠に渡す。

「私、マンションに帰って、車を取ってくる」

「気をつけて」

「まかせて。私、車の運転得意なのよ。……社長、もうしばらく待ってください。すぐ戻もどります」

「う」

　社長がうめき声をあげ、アリエに向かって手を伸ばした。

　病院が見つかってほっとしたら、痛みがぶり返したのだろう。

　苦しそうにしている。

「社長、だいじょうぶですか？」

　アリエが膝ひざをつき、社長の手を取った。

「君に迷めい惑わくを掛けた。ショックだったろ？」

「ショックでした。私を利用したのかと思うと殴ってやりたいぐらいです」

「その通りだ。殺されても仕方がない」

「病院に行って、ケガを治なおして、元気になってください。退院したら、私が殴ってあげますから」

「すまん。撮さつ影えいの最中にこんなことになってしまって……」

「親が死んでも演技で笑えるのがプロだって言ったのは社長じゃないですか？　私、社長のケガぐらいで動どう揺ようなんかしませんよ。ええ、ぜんぜん平気です」

　口調こそ辛しん辣らつだが、瞳ひとみに涙なみだがいっぱい溜たまっている。

　社長への気き遣づかいが感じられ、見ている伸也までぐっと来た。

　梨梨子はもらい泣きをして、メガネをずらして涙を拭ふいている。

「私がいなくなれば、アリエに危険が……映画が……降おりたほうがいいかも……」

「危険？　それがどうしたんですか？　私はこの映画、ぜったいに降りません。世界のキタザワの新作なのよっ。いい演技をして、ステップアップしてやるわ!!」

「それでこそ……うっ、荻原アリエ、だ。……がんばって、くれ……ケガが治ったら、警察に、行くから……」

　もう限界だったのだろう。社長はだるそうに目を閉じた。声を絞しぼり出すようにして言う。

「覚えておけ……と言われた。群ぐん舞ぶのシーンが、とも……。アリエ、気をつけ……」

　それきり意識を失ったらしく、ピクリともしない。

　群舞のシーン。

　最後の文化祭の、フォークダンスのシーンだ。

　生徒たちが全員で踊おどる中、つぐみはほんとうに仲間たちに受け入れてもらえるのだろうか、という不安と闘い、王子様の誘惑から逃のがれて、友達を選ぶ。

　その瞬しゆん間かん、王子様は、ただのマネキンに変わる。

　アリエは握にぎっていた手をそっと離した。

　社長の手が力無く地面に落ちる。

　アリエは、ゆっくりと立ちあがった。

「私は荻原アリエよ。荻原アリエなのよ!!　誰が、こんなことぐらいで、へこむもんですかっ!!」

　身体の両りよう脇わきで握り拳こぶしを作り、細い身体を震わせる彼女は、ゾクッとするほど綺麗だった。







第６章　争奪戦クライマックス







　伸しん也やは王子様の衣装を着たままで、腕うで組ぐみをしてカメエモンを見あげていた。カメエモンは空中にぷかぷか浮いて、伸也を見下ろしている。

「ならぬ」

　朝日の中に浮かぶカメは、どちらが王子様かわからないほど、エラソウに見えた。貴族だというのは、口だけではなさそうだ。

「そっか、やっぱり答えは同じ、か」

　ここは校舎の陰かげになっていて、撮影現場である校庭からは死角になっている。

　日曜の朝、学校は、そろそろ始まるハイライトシーンの撮影に浮き足あし立だっていて、現場のざわめきがうるさいほどに聞こえてくる。




　　　　　☆




「手の空いているものは、全員で校庭の石を片づけろ」

「照明、光度はどうだ？　天気予報は？」

「晴天です」

　陽ひが翳かげった。ヘリコプターがバラバラとプロペラの音を立てながら、空中撮影のために旋せん回かいしている。




　　　　　☆




　ダイヤを返して欲ほしいと、カメエモンに十何度目かのお願いをしているのだが、返ってくるのはノーばかり。

「おまえ、ダイヤ、ネコババするつもりじゃないだろうな？」

「貴族の私が着服などするものか。この程度の問題、自分でなんとかするのだな。わざわざ地震を起こして世界のキタザワを足止めしてやったんだぞ」

　有ゆ希きがキタザワにスカウトされたきっかけは地震だった。

　――やっぱおまえがやったのかよ。地震なんておかしいと思っていたんだ。

「伸也はよほど運があるみたいだな。とっさに梨り梨り子こを足止めしたものの、まさか世界のキタザワが有希をスカウトするなんて思わなかった。しかも、有希の役、おまえに回ってきたからな。こんなにうまくいくなんて思わなかった」

　――うまくいってるわけねぇだろ……。アリエが殺されるかもしれないんだぜ。

「前にも言ったが、おまえは世界の王になる人間だ。まずは芸能界の王になれ」

　――かいかぶりだよ。俺は世界の王なんて器うつわじゃねぇ。

　言いたいことがありすぎて、言葉が出てこなくなってしまう。妹に、お兄ちゃんはどんくさいと言われるゆえんだ。




　　　　　☆




「メイクします。モブシーンに出る方はこちらに来てください」

「わーっ。うれしいー。映画撮影よぉーっ。あぁ、私が華か麗れいに映画デビューする日がついにやってきたんだわ」

　撮影用のおしゃれな制服を着た有希がはしゃいでいる。

　瑠る璃りが冷静に訂てい正せいする。

「群舞のシーンなんて、協力、桜さくら井い坂ざか高こう校こう生徒会のみなさんって出るだけよ。華麗に映画デビューじゃなくてよ」

　瑠璃は事情を知っているが、冷静沈ちん着ちやくな副会長は、トラブルさえも楽しんでいるように見えた。

「この制服ステキよね。桜井坂のもかわいいけど、すごくかわいい」

「そりゃ、映画の撮影用だもの。映画に出れちゃうなんて興奮しちゃう。さすがセレブの会よね。生徒会に入ってよかったわ」

「内ない申しんも良くなるしねー」

「ねー」

　一年の女子役員たちがうっとりする。

「えと、ツーステップ……、シャッセ……、足を交こう互ごに出して……、マンボ……、ボックスステップ……ターン、よね」

　梨梨子がたどたどしくステップを踏み、さっきのレッスンでインストラクターが教えたダンスを復習している。ゆるく編んだみつあみが背中で揺れる。

「違うよ。梨梨ちゃん。ボックスステップのあとグレープパインで横にずれてパートナーチェンジよ」

「あ、そうだね。……有希ちゃん、ありがと……えと、えと……、ボックスステップ、グレープパイン……パートナー交代で……はじめに戻って、おじぎする、っと。おじぎは、組む、寸前……だったよね」

「梨梨子さんがエキストラ出演なんて意外ね。派手なことは嫌きらいなのかなって思っていたわ」

　瑠璃が言った。

　梨梨子の家から盗とられたものは、やはり真紅のヘッドレストと氷砂糖だった。今はもう家も片づき、日常の暮らしに戻っている。保険金がおりるそうで、今は手続きの最中だと聞いた。

　――ドロボウに……荒あらされた……ぶんは、お父さんの……税金が、安くなるんだって。だから、そんなに……困っていないよ。

　と笑っていた。

　梨梨子は、責任を感じている。

　綺麗だからと床ゆかに落ちていた氷砂糖を持って帰った自分が、この騒さわぎの原因をつくったと思っている。

「み、みんな、がんばってる、から……。こ、怖い、けど……、私も、がんばる!!」

　梨梨子が握り拳を作った。

　おどけたポーズに笑い声が起こる。

　伸也としては、出てほしくなかった。群舞は危険だ。

「はいはい。今はもうステップの練習しないで。メイク落ちるし、危ないですから」

　スタッフが声をあげる。




　　　　　☆




　確かに危ない。たくさんのスタッフにたくさんの出演者。名前さえも覚えていない人がわんさかいる。だれが敵かもわからない。

　――理事長のバカヤロ。エキストラ要よう請せいなんてなんで請うけたんだよ。何が『ステキでしょ。映画出演なんて最高よ。記念になるわ。私も出演したいぐらいよ』だよ。ばあさんのくせしてミーハーだよ。

　毒づくが、理事長の呼びかけのあとでは、あとのまつりだ。

　――エキストラに出たい人がいるかしら？　女の子限定よ。

　という理事長のひとことで、生徒会の女子役員全員が来てしまった。

　みんな、この群舞のシーンが、どれほど危険かわかっていない。

　事情を知っているのは、梨梨子と瑠璃だけだ。

　伸也ひとりで、これだけの人数を守りきれるわけがない。

　伸也はカメエモンに訴うつたえる。

「ダイヤを返したら、取引成立なんだ。囃子多組は引きさがるはずだ。誰もケガしなくてすむんだ。だから、ダイヤ、返して欲しい」




　　　　　☆




「アリエ、シーン三十九だが、ひとりめの『不安』がナイフを突つきだすとき、背中を後ろに反そって欲しいんだ」

「こうですか？」

「そうだ。ヒロインのつぐみは、『私は友達に受け入れられるだろうか』という『不安』を受け流す」

　キタザワが、ナイフを突き刺さすフリをし、アリエが背中を反る。ブリッジするような体勢から、一いつ瞬しゆんで上半身を起こす。スケート選手のイナバウアーを思わせる、あざやかな身のこなしだ。

「もう一度」

　朝な夕なにレッスンを重ねてつくりあげた、しなやかな身体が躍やく動どうする。




　　　　　☆




「撮影中の事故。荻おぎ原わらアリエ刺し傷しよう。なんてイヤなんだよ」

「おまえは甘い。相手はヤクザだぞ。ダイヤを渡すだけで見み逃のがすと思うのか？　違うだろう。今までおまえたちが無傷だったのは、ダイヤを回収するためだ。ダイヤが戻った段階で関係者全員消されるぞ。カメラが回っているあいだは、アリエは安全だ。誰も、何も、できないんだからな」

「それも心理学か？」

「そうだ。結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しだったからな。人間の心理を考えるクセがついてしまった」

「ドジでノロマな公務員じゃなかったのか？」

「公務員のあとで詐さ欺ぎ師しになったのだ」

　カメエモンは、どうだ、すごいだろう、というふうに背中を反らした。

「詐欺師なんかでいばるなよ」




　　　　　☆




「キタザワ監かん督とく、『不安』のメイク、こんな感じでいいですか？」

　メイクの女性が、顔にペイントをした少女の背中をそっと押した。

　原色の赤い星や黄色とピンクのグラデーションの虹にじ、それに黒雲で、美少女の顔がペインティングされている。美しく不気味な雰囲気は、『不安』のメイクにふさわしい。制服の色も、彼かの女じよだけが毒々しい色だ。

「ああ、なかなかいいな。『不安』って感じだな」

「エキストラのメイク、全員終わりました。二人目の『不安』は今からします」

「陽が翳ったぞ。だいじょうぶか？」

「だいじょうぶです。天気図によると、この雲は五分で切れます」

「五分後、カメラテストいくぞ」

　撮影現場に緊きん張ちようが走る。

　気まぐれの多いキタザワ監督は、カメラテストのまま本番になだれこむ、というのがよくあるからだ。

　アリエが、組んだ手の上に顎を乗せ、祈いのるようにして目を閉じた。

　スタッフカードを胸からさげた翠みどりが、心配そうな表情で、アリエを見守っている。




　　　　　☆




　伸也はカメエモンに聞いた。

「俺をアリエに、アリエを俺にすることはできるか？」

「できる。人格の入いれ替かえをすればいい」

「それじゃダメなんだ。俺がアリエになって、群舞に出たい」

「身代わり、ということか」

「ああ、セリフのないダンスシーンだからなんとかなるだろ。アリエにケガさせたくないんだよ。群舞が終わったら、元に戻して欲しい」

　――アリエ、怒おこるなよ。命がかかってるんだ。怒らないでくれよな。

　内心で謝罪する。

「わかった。ちょっと待て。悪あく魔まのささやきを使ってみる」

　空中に浮うかんでいたカメエモンが、フッと消えた。

　アリエがこちらにやってきた。

　伸也を見て足を止め、夢から覚めたような表情で目を見開く。

「あれれ？　伸也くん？　私、なんでこっちに来たのかしら？　気の迷いかな」

　釈しやく然ぜんとしないらしく、首をひねっている。

　悪魔のささやきは、気まぐれを起こさせる程度の力があるらしい。

「なんかこっちに来たい気分になっ……た……の……」

「カメのノロイを掛けた。アリエはゆっくりしか動けない。二人の外見を変えるぞ。伸也、動くなよ」

　カメエモンがお腹なかのポケットから、大きなガラス窓を取り出した。違う。ガラスではない。鏡だった。どこでもドアの鏡版という印象だ。

　ありえない大きさに目を見張る。

　カメエモンは、アリエと伸也の間に鏡を立てる。

「なんでこんな大きなものが出てくるんだよ？」

「多次元ポケットは、巷ちまたに直接つながっているのだ」

　鏡には、王子様の衣装を着た伸也が映っている。

　王子様の衣装を着てメイクをした自分は、なるほどなかなかハンサムだった。

　カメエモンが小さな手で鏡に付いているドアノブを引っ張ってドアを開くと、向こうにいるはずのアリエは王子様の衣装を着た伸也になっていた。

「うわ、俺だ……。なぁ、どういうしくみになっているんだ？」

「知らぬ。小人さんに聞いてくれ。ミラードアを真ん中に置けば、対面する人物に外見が変わる。伸也もアリエに変わっているぞ」

「えっ？　うわ、ほ、ほんとだ」

　伸也は胸をパタパタした。

　声は伸也のものなのに、体は少女に変わっている。

　モトは自分の体だと知っていても、制服の布越しに感じる乳ち房ぶさのふくらみや、甘あまい体たい臭しゆうにどぎまぎする。

「マジカルサプリメントとマジカルドリンク、両方一緒に飲むとどうなる？」

「薬が切れたときの脱だつ力りよく感が激しいかわりに、効果が長く出る」

「わかった。二つともくれ」

　頭上から、サプリメントが一錠じようだけ入った薬瓶びんと、ヨンケルにそっくりな栄養ドリンクが降ってきた。

　落ちてきたそれをキャッチし、栄養ドリンクで錠じよう剤ざいを流しこむ。

　即そつ効こう性せいのあるドリンクのせいか、それとも偽薬プラシーボ　効果なのかわからないが、体がほかほか熱くなった。

「カレンの赤い靴くつ、まだ借りれるか？」

「ああ」

「貸してくれ」

「ほんとうに使うのか。知っているか。赤い靴は勝手に踊り出して脱ぬげなくなるのだぞ」

　カメエモンは、いかにも楽しそうにニヤニヤ笑った。

　――こいつ、また脅おどしてるな……。

　カメエモンがこういう言い方をするときはたんなる脅しだ。

　この悪魔貴族は伸也を試ためしておもしろがっている。

　怖がると亀かれを楽しませるだけだ。

「カレンは樵きこりに頼んで両足を切り落とすんだろ？　童話って怖いよな」

「なんだ知っていたのか。だったら、覚悟して使うことだな」

「とうに覚悟は決めてるよ。アリエは命懸けで映画撮影をしているんだ。緒お方がたさんも梨梨子も危険を承知でエキストラに出ている。俺が覚悟を決めなくてどうするんだよ」

　足あし下もとにパッとあらわれた赤い靴に足を入れる。

「な、何よ、これはっ？　なんで私が二人いるのよっ!?　そっくりさんなの？　ど、どこから湧わいてきたのよっ」

　呆然としていたアリエが、気を取り直したのか、ヒステリックに怒ど鳴なり始めた。

　目の前で自分が女の子の仕草で立腹している。

　クラクラするような光景だ。

「俺だよ」

「え？」

「能のう見み伸也だよ」

「伸也くんの声だわ？　伸也くんが私になってる……ってこと!?」

「そうだよ」

「せ、説明、しなさいよっ。何よこれは？　あなたさっき、誰と話していたのっ!?　魔ま法ほうなのぉ？」

　カメエモンはアリエには見えない。

　今のところ、亀かれの姿が見えるのは、伸也と瑠璃だけだ。瑠璃が霊れい感かんがあるというのはほんとうなのだろう。

　アリエは、理解できない事態に見み舞まわれてパニックを起こしている。

「魔法だよ」

　ほんとうのことを言っただけなのに、からかわれたと思ったのだろう。

　伸也の外見をしたアリエの顔が、かっと赤くなった。

「バカにしないでっ」

　握り拳が飛んでくる。

　伸也はアリエの拳を手のひらで受けた。

　ぱし、と音がした。

　素人しろうとの右ストレートは、手で受けても痛くなかった。

　マジカルサプリメントとドリンクは、確かに効いている。

「どうして？　前に殴ったときは、当たったのに？」

　そのとき、翠の声が響ひびいた。

「アリエ、どこ？　あと一分よ」

「はいっ」

「はい！」

　伸也とアリエがほとんど同時に声をあげた。

　撮影現場に向かって走り出そうとしたアリエを、手で押しとどめる。

「アリエ、自分の姿、わかっているか？」

「えっ？　やだ、……私、どうして？　し、ししし、伸也くんになっているの!?」

　アリエは今はじめて気付いたらしく、両手で体をパタパタして首をかしげる。

「待っててくれ！　群舞が終わったら変わるから」

　アリエの姿をした伸也は、校庭に走り出た。

　アリエは歯ぎしりしながらもその場に立っている。映画を成功させたいと思う彼女にとって、王子様が群舞に闖ちん入にゆうする愚ぐはわかっているのだろう。

「シーン三十九、カメラテストいきます。スタート」

　助じよ監かん督とくがふるったカチンコが、カチンと音を立てる。

　音楽が流れ始めた。

　ソシアルダンス用の気取ったクラシックではなく、中学や高校の体育祭でよく流されるフォークダンス風の楽しい曲だ。

　校庭をいっぱいに埋うめる女の子たちが、かわいらしい仕草でおじぎをしたあと、手を取り合って踊り出す。

　クラシックバレエやモダンダンスの教室から来てもらったダンサーに、プロダクション所属のタレント、ヒロインであるつぐみのクラスメートたち、それに桜井坂高校生徒会の女子たち。エキストラは美少女揃ぞろいだ。

　カレンの赤い靴は、楽しいリズムのフォークダンスに乗って、ステップを踏み始めた。

　マジカルドリンクとサプリメントのおかげだろう。おもしろいぐらい身体が動く。

　――あぁ。やっぱ、踊るのって楽しいなぁ……っ。

　撮影の前に行われたレッスンは、王子様である伸也は参加していない。

　ろくに見てもいないダンスなのに、目の前でパートナーが行うダンスステップを、瞬しゆん時じに真ま似ねて合わせていく。音楽に合わせて的確にステップを踏ふむ赤い靴は、誰よりもなめらかに踊っている。

　くるっと回るたび、ブラジャーの中で自分のおっぱいが揺れる感かん触しよくが不思議だった。巨乳の女の人は肩が凝こらないのだろうか。

　アリエになった伸也の二番目のパートナーは、なんと瑠璃だった。

　おじぎをし、手を取り合う。

　冷静沈着な副会長の、温かい手の感触にドキドキする。

「アリエさん。伸也くんから事情を聞いたわ。大変だったわね」

　えっ、と言いそうになり、言葉を呑のみこむ。声まで変わっているわけではない。作り声をしないと気付かれてしまう。

　瑠璃に事情を説明したのは、社長が病院に向かったことを確かく認にんし、学校に戻ってからのこと。

　誰にも聞かれないよう放課後の屋上で話した。

　そして、彼女を巻きこんでしまったことを謝罪した。

　瑠璃は驚きながらもこう言った。

　――私を頼たよってくれてありがとう。それぐらいおやすいご用よ。清せい濁だく併あわせ呑まないと、政治家は務まらないの。私は政治家の娘むすめなのよ。

　――伸也くんが世界を征せい服ふくするんなら、私は三十年後の女性総理をめざそうかな。

「伸也くんってステキでしょ？」

「そ、そうね」

　女の子っぽく聞こえるよう、裏声で答える。

「でもね、伸也くんは、あなたが特別好きってわけじゃないと思うわ」

　才さい色しよく兼けん備びスポーツ万ばん能のうの彼女は、ダンスも得意らしく、息も乱さずに踊っている。

　ツーステップ、シャッセ、ハーフターン、フルターン、マンボ、ボックスステップ、グレープパイン。もういちどツーステップから繰り返かえし。

「そ、そうかしら？」

「伸也くんの夢、知ってる？　アメリカ大統領とか国連の事務総長みたいな、世界のトップになることなのよ」

　――いやその、俺はアメリカ大統領にも国連の事務総長にもなりたくねぇし。

　とは言わず、あいまいに笑っておく。

　世界征服≒アメリカ大統領ＯＲ国連事務総長、という発想はいかにも瑠璃らしかった。

「伸也くんはやさしいの。頭はいいけど、お人ひと好よしで不器用だわ。他人に利用されてしまうタイプよ。伸也くんをフォローできるのは、私しかいないわよ」

　伸也は沈ちん黙もくを返した。瑠璃は、アリエを牽けん制せいしている。

　それはつまり……。

「あなたが伸也くんを好きになるのは勝手だけど、覚えておいて。私は伸也くんが好きよ。負けないからね」

　ライバル宣言だ。

　瞳が挑いどむように輝かがやいて、うっとりするほど綺き麗れいだった。

　文部科学大臣を祖父に、市長を父に持つ政治家一家のお嬢じよう様さま。

　生徒会長の座を伸也に譲ゆずってしまったとはいえ、人望の篤あつさは誰にも負けない。

　我わが校こうが誇ほこる才さい媛えんだ。

　そんなすごい人に好きだと言われても、ずっと信じられなかった。

　だが。

　――緒方さん、俺のこと、本気で好きなんだ……。俺、ほんとうに、好かれているんだ。

　じわっと胸が熱くなってくる。

　伸也はモテたことなどない平へい凡ぼんな少年だ。誰かが自分のことを思ってくれているという感動に、涙が出そうになった。

　だが、今の自分はアリエなのだと思い直す。

　伸也は泣きそうな笑え顔がおを浮かべながら、ステップを踏み続けた。




　　　　　☆




「アリエ、いいねぇ。いい表情だ」

「はい。動きのキレがいいですね。これだけの人数がいるのに、アリエだけ大きく見える。パートナーも美少女だ」

「このままいくか」

「本番入ります。ダンス続けてください」

　助監督がメガホンを口に当てて言った。

　エキストラの間に納得する気配と、とまどう気配が流れた。前者はプロダクション所属の芸能人、後者は素人だ。

　テストのために遠えん慮りよがちに流されていた軽快な音楽が、よりいっそう大きくなり、女の子たちのステップが熱を帯びた。




　　　　　☆




　パートナーが交代した。

　顔を伏ふせて踊っていた少女が、伸也を見た。怖いメイクをした少女。映画のヒロイン、つぐみの『不安』だ。制服の色も、彼女だけが毒々しい原色だ。

『不安』は、右手に持っているナイフを突きだす。

　伸也は背中をぐっと反り、ナイフを避よけた。

　ナイフを引く動きにあわせて上半身を起こす。

　小道具の切れないナイフだと知っていても、体の上をかすめる銀色の軌き跡せきにヒヤッとする。

『不安』は、踊りのような動きで、両手に持ったナイフを交互に突きだしてくる。

　波状攻こう撃げきをしかけてくる『不安』を受け流し、あるいはあしらっていく。

　赤い靴の踏むステップはいよいよ冴さえて、まるで武道の演えん舞ぶのような動きになった。『不安』も伸也に合わせてステップを変えてきた。

　両手に持ったナイフを空中でうち合わせ、左右に突きだしながらくるくると回る『不安』は、見る人を落ち着かなくさせる。

　剣つるぎの舞まい、いや、これはまさしく不安の舞だ。




　　　　　☆




「ステップ、打ち合わせと違うな……。でも、こっちのほうがもっといい！　さすがアリエだ」

　ディレクターズチェアに座っているキタザワがうなる。




　　　　　☆




『不安』はダンサーが演じているらしいが、さすがプロだけあって、絶ぜつ妙みような動きで伸也に合わせてくる。

　――よかった。うまくいっている！

　ほっとしたとき、赤い靴が石を踏み、ほんの一瞬バランスが崩れた。

　――うわっ。

　このままだと『不安』のナイフが腹に突き刺さる！

　伸也は、避けきれなかったナイフを、翠がやった二段蹴げりの要領で蹴り飛とばした。

　青空に向けてぽーんと飛びあがったナイフは、銀色の弧こを描えがきながら、校庭の端はしに飛んでいき、地面にガツッと突き刺さる。

　ほっとした。

　アリエの危険が、ひとつ回かい避ひできたのだ。

　だが『不安』は、もうひとりいる……。次の『不安』は、拳けん銃じゆうだ。




　　　　　☆




「いいな。つぐみは『不安』をはじき飛ばしたんだ。カットせずにいくぞ。カメラ回せ。いい絵になるぞっ」




　　　　　☆




　パートナーチェンジだ。

　伸也はおじぎをして、次のパートナーの手を取った。

　すました顔で踊っているのは有希だった。

　伸也は笑い出だしそうになったが、がんばってマジメな顔をつくろう。

　有希は隠れ腐女子だが、梨梨子のようなコスプレ趣しゆ味みはない。

　重要な役割である男装の王子様役より、画面に映るか映らないかわからないモブシーンの女子生徒役のほうがうれしいようだ。

　メイクしてかわいい衣装を着て、映画撮影に参加するのが楽しいのだろう。

　妹が喜んでいるのがつないだ手から伝わってきて、伸也まで心が弾む。有希の単純さが愛らしい。

「かわいい……」

　つい言ってしまったところ、有希がにっこり笑った。

「アリエさん、いい人だねっ。あ、それから、声がヘンだよ。ノド、気をつけなよー。まだ仕事があるんでしょう？」

　伸也は笑顔でうなずいた。

　有希らしい反応だった。妹にとって、自分を誉ほめてくれる人はいい人だ。

「似合うよ」

　裏声で言う。

「でしょでしょ？　この制服かわいいよねー。アリエさんも似合ってるよー。お人形さんみたい」

「ありがとう」

　有希はほんとうに楽しそうに笑いながら、ステップを踏んでいる。

「アリエさん、生徒会に入ったんだって？　私も生徒会役員なんだ。仲間だねっ。アリエさんが仕事で休みのときは、私がノート取ってあげるよ」

　ちゃっかりしていて要領のいい妹は、それほど勉強していないのに伸也よりずっと成績がいい。有希のノートはきちんとまとまっているから、アリエも助かることだろう。

「助かる」

「アリエさん、かわいい。純じゆん粋すいってか、素す直なおだよねー」

　――純粋で素直なのは有希のほうだよ。アリエってけっこう黒いぜ。おまえはかわいいよ。

　とは、思っていても口には出さない。声が伸也のままだから、長い会話はできない。気付かれてしまう。

　そのとき、どこからか飛んできた半はん透とう明めいのボールが、ダンスの輪の中に落ちてきた。伸也はすぐ近くに落ちてきたボールに顔を引きつらせる。

　――手榴弾だんっ!?

　少し前にパートナーチェンジした剣の『不安』が、踊りながら高くあげた足の甲こうで、ボールを高くはじき飛ばす。

　即そつ興きようでついやってしまったのだろうが、サッカーかバレエのような、アクロバティックな動きだった。

　ボールはぽーんと青い空に向かって飛びあがる。

　――こんなの台本になかったぞ。キタザワ監督の気まぐれか？

　――ボールの中に、何か入っている？

　白い石のように見えるそれは、氷砂糖だった。

　パートナーチェンジ。

　次はアリエの友達役の女優だ。

　おじぎをして手を取り合い、組をつくる。

　ステップを踏むとき、踊りの輪の外にいて、撮影を見守っている翠の姿が目に入った。

　腕組みをして撮影現場を睨にらんでいる。

　彼女が見ているのは、伸也でもアリエでもなく、ボールだった。空中をぽんぽんと飛んでいくボールを目で追っていく。

　翠が、自分がマネジメントし、護衛しているタレントではなく、ボールを見ていることに違い和わ感かんを覚えた。

　――このボール、翠さんがやったのか？　まさか。何のために？

　だが、状じよう況きようからみて、そう考えるのが自然だろう。

　――翠さんは、なんで囃はや子し多だ組を刺し激げきするんだ？　映画をメチャクチャにするつもりなのか？　翠さんだって、撮影を無事に終わらせたいんじゃないのか？

　頭の中が疑ぎ問もん符ふだらけになるが、伸也のできることは踊ることだけだ。伸也はじりじりとした焦しよう燥そうを感じながらも、ステップを踏み続けた。




　　　　　☆




　スタッフがザワめいた。

　トラブルが発生したのに、撮影を続ける監督に、不安の視線を送っている。

「監督、カットしないのですか？」

「あれはつぐみの、『仲良くして欲しい』という気持ちの象しよう徴ちようだ。女の子たちの手から手へと渡わたっていくなんていい感じじゃないか。最後はあのボールが煙けむりのように消え、女子生徒たちの頭上に降り注ぐように、ＣＧ処理しよう」

「そのまま続けてくださいっ。カメラ回っていますっ」

　助監督がメガホンを口に当てて叫さけぶ。




　　　　　☆




　伸也は、頭上をボールが渡っていく様子を見て、どぎまぎしていた。ボールの中に封ふう入にゆうされている氷砂糖は、ボールの中で本物の宝石のように光る。

　囃子多組でなくても、あれをダイヤだと誤解したふとどき者が、持もち逃にげしそうで怖い。

　――あ、そうか。それが目的なのかな。犯人を燻いぶり出すためとか。

　――まさか、考えすぎだ。警察じゃあるまいし……。

　伸也はもういちど翠を見た。

　翠の横に伸也の顔をしたアリエが立っていることが見て取れた。

　伸也を見て、ギリギリと睨んでいる。

　自分の顔に睨まれるなんて、珍めずらしい経験だ。

　視線で殺せるなら殺してやるというような、迫はく力りよくのある視線だった。アリエにすれば、意味も分からず自分の役を盗られたのだから、怒るのもムリはない。

　――ごめん。アリエ。許してくれ。群ぐん舞ぶの撮影が終わったら代わるから。

　――撮影、まだ終わらないのかよ……。早く終わってくれーっ。

　パートナーチェンジ。

　はにかんだ笑顔を浮かべながら手を取ってきた少女は、梨梨子だった。

　――すげぇ。梨梨子とダンスだよ。

　こんなときだというのに胸が弾はずむ。

　梨梨子のダンスは、他の少女や、ダンサーが演じる『不安』に比べるとつたない踊りだが、一いつ生しよう懸けん命めいステップを踏んでいるのが清すが々すがしい。

　彼女は伸也の顔をじっと見て言った。

「伸也くん？」

「えっ？」

「ご、ごめんなさい。……なんだか、伸也くん……みたいな……気がした……ものだから……」

　――俺だよ。伸也だよ。気付いてくれてうれしいよ。

　こんな状況であっても、あこがれの少女とダンスできたことは単純にうれしい。しかも、姿形はアリエなのに、伸也だと気付いてもらえたのだ。幸福感がじわっと広がる。

　――すげぇよ。梨梨子、すげぇよ。瑠璃も有希もわからなかったんだぞっ。

　――うわ、もしかして俺、梨梨子に愛されている？

「どうしてそう思ったの？」

　伸也は裏声で言った。

「仕草とか……目とか……。雰囲気で……。……アリエさん。お、怒らないで……ごめんなさい」

　梨梨子は恐きよう縮しゆくしておどおどと謝あやまっている。

　外見はアリエに変わっても、地声は元のままだから声こわ音ねを使ったのだが、怒っているように感じたらしい。

　――時間、止まれっ。止まってくれーっ。

　梨梨子は一生懸命にステップを踏んでいる。

　メガネの奥おくの瞳が柔にゆう和わな色をたたえて細められ、ゆるく編んだみつあみが背中で揺ゆれる。

　――伸也くん、助けてくれてありがとう。

　ドロボウが入った翌々日。放課後の生徒会室で、梨梨子は伸也にそう言った。

　――俺、かっこわるかっただろ。

　カメエモンに頼ればよかったのに、あのときはぜんぜん思いつかなかった。

　とっさに出てしまったのが土下座なんて恥はずかしい。

　――ううん。かっこよかったよ。すごくかっこよかった。王子様みたいだった。

　――私、いつも伸也くんに助けてもらってるね。いつか私が伸也くんを助けてあげるね。

　長いような短いようなダンスタイムが過ぎ、音楽が無情にフレーズの切れ目を拾った。

　パートナーチェンジ。

　名残なごり惜おしい気分で次の子に向き合う。

　顔にペイントした女の子だった。雲の巣のような模様を顔一面に描いている。

　二人目の『不安』だ。

　彼女は踊りながら、小さな拳銃を二つ取り出すと、引き金に指を入れて、指先でくるくるした。

　ダンスの振ふり付つけのひとつのように、伸也の胸に銃じゆう口こうを向けて引き金を引く。

　カチ、と音がした。

　心臓が止まりそうになったが、もちろん何も起こらない。

　――これがもしも本物だったら……。

　緊張感で吐はき気けさえもこみあげる。

　伸也は恐きよう怖ふを押おし殺ころし、おだやかな笑顔を浮かべながら、ステップを踏み続ける。

　――死ぬよな。群舞のときに襲おそう、ってうまいよな。メイクで顔はわからないしな。

　――あ、もしかして、これ思いついたの、映画関係者なのかな。

『不安』は、他の少女と違って、伸也の手を取ろうとしない。

　拳銃をくるくるさせながら、彼女にだけ振り付けられた斬ざん新しんなステップを踏み続ける。

　その様子は、新体操のこん棒の演技を思わせた。ほんとうに新体操選手が演じているのかもしれない。

　パートナーチェンジ。

『不安』は、ついに、つぐみの元から去っていったのだ。

　その間もボールはぽーん、ぽーんと空を飛び、やがて踊りの輪から外れて落ちた。




　　　　　☆




「いいぞ、うん。いい感じだっ。……あれ？」

　キタザワは不思議そうな顔をした。

　助監督がいない。いつもキタザワの横に立ち、カチンコを鳴らしたり、雑用をしてくれた若い助監督だ。

　だが、世界のキタザワにとって、助監督の不在などたいしたことではなかった。

　名前こそ仰ぎよう々ぎようしいものの、助監督は雑用係にすぎないからである。

　いい映画になりそうで、興奮していた。

　自分でメガホンを口に当てて叫ぶっ。

「カット、いい演技だった。お疲つかれ様さまっ!!　十分後にシーン四十いくぞっ。王子様を拒こばんだつぐみが、友人たちの中に帰っていくシーンだ。メイク落とすな。休きゆう憩けいするなら、今居る場所を覚えておけ」




　　　　　☆




　伸也の耳元で呪じゆ文もんが聞こえた。

　カメエモンが空中にぷかぷか浮かんでいる。

「戻ったわっ!!」

「戻ったっ！」

　離はなれたところにいる伸也とアリエが声をあげた。

「どうだ。魔法、リセットしてやったぞ」

　カメエモンは魔法をありったけ解除したらしい。伸也は王子様姿で、踊りの輪の中に立っていた。

　長回しの撮影が無事に終わったことにエキストラたちは興奮していて、きゃあきゃあと声をあげてはしゃいでいる。

　晴れ晴れとした表情で、手を打ち合わせている様子は、オリンピックの閉会式を思わせた。

「え？　あれ？」

　伸也の横にいた少女が、アリエがいきなり王子様になってしまったことに驚いて、目をこすっている。

　彼女の目には、アリエと伸也が瞬しゆん間かん移動したように思えることだろう。

「気分はどうだ？」

「悪くないよ」

　覚かく悟ごしていた脱力感が起こらない。だが、薬が効いている感じもない。ほんとうに魔法はリセットされたのだ。

　立ちあがれなくなるほどガクッと来くるとか、足を切り落とさなければ赤い靴は脱げない、とか言ってたくせに、なんともない。

　赤い靴は履はいたままだが、カカトを浮かすとあっさり脱げる。

　なんとなく、カメエモンの行動様式が見えてきた。

　ひどく脅すわりには、伸也がひるまず立ち向かったら、けっして悪いようにはしない。

　――あいつ、ああ見えて、親切なのかな？

　――いや、違う。テストしてるんだろうな。俺が世界の王にふさわしいかどうか。

　――ってことは、テストをクリアしてるってことだよな？　困ったなぁ……。世界征服なんて興味ねぇよ。

　それより大事な問題は、アリエをどうごまかすか、だった。

「伸也くんっ！　今のは何っ!?」

　悲鳴をあげているアリエの横で、女性マネージャーの翠が血相を変えて走り出した。

　翠の視線の先には、助監督が何かを抱かかえて走っている様子が見える。

　ボールだった。

　翠が投げた氷砂糖入りのボール。

　助監督は、まるでラグビーの選手のように、小こ脇わきに抱えて走っている。

　伸也も二人を追って走り出した。

　助監督は、校舎の陰まで走りこむと、ポケットからバタフライナイフを出してボールを切きり裂さいた。

　中に納められていた氷砂糖を取り出す。

「あった。ダイヤだ」

「囃子多組ね？　これで取引成立ね」

「あんた『フラッシュダンス』の人間だよな。確かに受け取ったって社長に言っておいてくれ」

「よかったわ」

　翠はスーツのポケットから黒くろ革かわの手帳を取り出した。そして手帳を上下に開く。

「国際警察香港ほんこん支部所属の陳ちん翡ひ翠すいです。密輸の現行犯で、あなたを逮たい捕ほします」




　警察官！




　意外すぎる正体を知り、雷かみなりに打たれた気分で立ちつくす。

　翠の正体は、潜せん入にゆう捜そう査さ官かんだったのだ。

　助監督は、砂をつかんで投げつけた。バッと土つち煙けむりがあがる。

「うっ」

　翠は目を閉じて顔を背そむけたが、スキができてしまった。

　助監督が立ちあがり、ナイフを構える。

　冬の太陽に、ヤクザが持っているナイフがギラッと光る。刀身は短いものだったが、銀色のきらめきは、そのナイフがじゅうぶんに殺傷力があることを示していた。

「銃じゆ刀うと法うほ違うい反はんに公務執しつ行こう妨ぼう害がいも追加ね。社長を撃うったのもあなた？」

「あれは別の若いヤツだ」

「そうなの。逮捕してから、密輸ルートのこと、ゆっくり聞かせていただきますね」

　ナイフを持った男と、素す手での女が対たい峙じする。

　二人はボクシングのフットワークのように、小刻みに動きながらスキを窺うかがう。

　緊張感がぴんと張りつめる。

　先に仕し掛かけたのは男だった。

　石をつま先で蹴る。石は翠の顔面を狙ねらって飛んでいった。翠は見事な体さばきで石をかわした。

　伸也の目の前に、凶きよう暴ぼうに顔を歪めた男が近づいた。

　あっと思う間もなく、背後にまわりこんだ男が伸也の首にナイフを突きつける。

　翠の顔が、かっと赤くなった。だが言葉だけは冷静に言い放つ。

「人ひと質じちを取るなんて、古典的な手段よねぇ」

　伸也は男にしては背が低い。双ふた子ごの妹の有希と同じ身長だ。

　しかも今は王子様の衣装を着てメイクをしている。強そうにはとても見えない。なるほど人質にぴったりだ。

　伸也は冷静だった。

　あの長回しの撮さつ影えいの最中、ナイフを突きつけられ、拳銃の銃口を向けて引き金を引かれる『不安』に耐たえたのだ。

　こんな小さなナイフなど怖こわくない。

　伸也は全部の力を肘ひじに集めるつもりで、男の腹に肘打ちをした。

「ぐっ」

　思いがけない反はん撃げきにたじろいだ男の前に回りこみ、股こ間かんを蹴る。翠が伸也にワザを仕し掛かけてきたときのテクニックが自然に出た。

　手加減はしない。伸也はただの高校生で、相手はプロの暴力団だ。過か剰じよう防衛なんて言わせない。ぐにゅっとした手て応ごたえがあった。

「ぐぇっ」

　股間を蹴られたヤクザは悶もん絶ぜつしている。

「すごいわっ！　伸也くんっ」

　翠が、ヤクザの手首を手刀で打った。

　ナイフを取り落とした男の手首を背中にねじりあげる。

　そして、後ろ手錠を掛かけてしまった。

　その間わずか数秒。あっという間だった。

　翠には、何度かワザを仕掛けられて怖い思いをしたことがあるが、あれは手加減をしていたんだとはじめて気付く。

「立ちなさいっ」

　助監督が顔を歪ゆがめながら立ちあがった。

「伸也くん。もうすぐシーン四十の撮影よ」

　女性警察官ではなく、マネージャーの表情で言う。

「いい演技をしてね。アリエ、この映画に懸かけているの」

「ああ。がんばるよ」

「じゃあねっ!!　あ、私の本名は、フェイツイよ。翡ひ翠すいって書くの。翠みどりでもいいけどねっ。……歩きなさいっ！　歩くのよっ!!」

「お、覚えてろよっ」

「はいはい。警察で聞くわね」

　翠は、ヤクザ男を引っ張るようにして歩き去っていく。

「さて」

　伸也は頬ほおを手のひらで叩たたいて活かつを入れた。

　いちばん大事なシーンの撮影がこれから始まる。




　　　　　☆




　王子様は、つぐみに向かって笑い掛ける。

「おいで」

　やさしい口調でつぐみを呼ぶ。

　淋さびしいんだろう。こっちへおいで。私と遊ぼう。私はつぐみを傷つけないよ。ナイフを突きつけたり、拳銃の銃口を向けたりしない。君を『不安』にさせたりしない。




　つぐみは王子様のもとへと走り出す。

　だが、仲間の声が、つぐみを呼ぶ。

　つぐみちゃん。一いつ緒しよに勉強しようよ。

　つぐみぃ、何やってるの？

　つぐみさん。カラオケ行こうよ。

　つぐみは足を止め、振り返った。

　友人たちは、楽しそうにダンスをしている。




　王子様はなおも言う。

「おいで」

　女の子なら誰もが見み惚ほれる美しい姿と涼すずやかな声で。

　友達なんて、裏切るかもしれないよ。君を嫌きらいになるかもしれないよ。私は君を絶対に裏切らない。君を嫌いになったりしない。

　勉強なんかしなくていい。苦しいことは何もない。

　なぜなら私は、君の妄もう想そうが作った存在だから。

　私はつぐみを抱だいてあげる。

　温かく、やさしい世界に、包つつんであげる。

　絶対に傷つかず成長もない、ぬくぬくの世界で。

　私が君を愛してあげる。




　つぐみは叫んだ。

「私、キズつきたくない、って、そう思ってた。でもさ、イヤなこともあるからこそ、楽しいことがステキなんだっ。そんなことも気付かなかったなんて、私、バカだっ」

　両手の脇わきで握にぎり拳こぶしを作って、ブルブルと震ふるえながら。

　顔が真っ赤に染まり、澄すんだ瞳から、涙なみだの粒つぶがぽろぽろ落ちる。

　アリエの熱演に、周囲はシンと静まり返った。




「あんたなんか、いらないっ!!」




　アリエは執しゆう着ちやくをふりほどくようにして、王子様に背を向けると、友達の輪の中に走りこんだ。

　王子様は、その瞬間、ただのマネキンに変へん貌ぼうした。




「カット!!」

　キタザワ監督がメガホンをふるった。

「いい演技だったよ。お疲れさまっ」

　わぁっと歓かん声せいがあがり、拍はく手しゆが響いた。

　息を殺し、瞬まばたきを忘れ、心臓の鼓こ動どうさえも止めるつもりで固まっていた伸也は、ほうっと息を吐いた。

　達成感と解放感が押し寄よせてきた。

　まだ指先が熱い。

　演技が、こんなにも楽しいものだと、初めて気付く。

　アリエも、放心した表情をしている。

「やったね」

「ありがとう」

　二人は、お互たがいに片手をあげると、パンと手をうち合わせた。




　　　　　☆




　成田空港国際線の出発ロビーは、うきうきした気配に満ちていた。

　南の国に行くのだろう、ビーチバックを提さげた家族連れ。ブリーフケースを胸に抱えたビジネスマン。新しん婚こん旅行らしいカップルは、ラブラブ光線を放ちながら、しっかりと手を組み合わせてイチャイチャしている。

「ふうん。香港って、直行便だと四時間もかからないんだ」

「そうよ。成田からだとすぐよね」

　スーツケースを引いた翠、いや、フェイツイは、ポロシャツにジーンズという普ふ段だん着ぎだが、やり手のビジネスウーマンに見える。

　この美しいしなやかな女性が、国際警察の秘密警察官だなんて、いったい誰が信じるだろう。

「例のもの、ありがとう。見つかってよかったわ」

　伸也は撮影のあと、カメエモンの四次元ポケットから回収したダイヤを持ってマンションに行った。

　帰国準備をしている翠に、捜さがしたら出てきたと言ってケータイストラップを渡したときの翠の驚おどろきようは、なかなかすごいものがあった。

「帰ったら仕事？」

「そうね。まずは報告書ね。一年以上も潜せん入にゆう捜そう査さしていたんだもの。分厚い報告書ができるわよ」

「アリエが残念がるよ。翠さん、いや、その、フェイツイさんを、お姉さんのように思っていたから」

「アテンションプリーズ。アテンションプリーズ。チャイナエアライン、五九六便は、ただいまから搭とう乗じよう手続きを開始します」

　翠の乗る便だ。

「アリエね。伸也くんのこと、好きよ」

　アリエは事務所を移った。社長が独立する前に勤めていた大手芸能プロダクションだ。アリエにすれば、古巣に戻もどったことになる。

　こういう場合、ぎくしゃくすることが多いのだが、社長が密輸を自首したことで、同情が集まっている。仕事は多く、順調な滑すべり出しだという。

「冗じよう談だん……」

「ほんとね。冗談じゃないわ。この私が、年下の男の子を好きになるなんてね」

　翠は距きよ離りを詰つめると、伸也に唇くちびるを重ねた。

　いきなりだった。

「う……」

　国際線出発ロビーの、人ひと混ごみの中である。

　伸也がおろおろしていたら、舌先が歯を割って入りこみ、にゅる、と舌を絡からめてきた。

「うっ、う……」

　舌を絡め、唾だ液えきをやりとりする濃のう厚こうな口づけだ。

　さすが大人というべきか、舌先のつぶつぶが伸也の口こう腔こうを這はい回まわる感触は、恐おそろしく気持ちがいい。

「わ、キスシーンよーっ」

「お別れを惜おしんでいるのかな。歳としの差カップルだね」

　ウワサする声が、やけに大きく聞こえてきた。

　混乱して、何が何だかわからなくなる。

　翠が唇を離した。

「行くわね」

　翠は片手をあげると、スーツケースを引きながら歩き出す。

「翠さん、俺、ずっと考えてたんだけど、梨梨子ん家に警察を呼んでくれたの、翠さんだろ？　ドロボウが入ったときのことだよ」

　翠は、スッと片手をあげた。

　そうよ、と言っているようにも、またね、と合図しているようにも見えた。

　そして振り返りもせずに搭とう乗じよう口ぐちに消えた。

　伸也が挨あい拶さつをする余よ裕ゆうもなかった。

　さよならではなく、行くわね、だった。







エピローグ







　生徒会室に入ると、リスザルが伸しん也やの肩かたに飛び乗った。

　キキッと高い声をあげながら、頬に頭をこすりつけて甘えてくる。

「おーっ。チャッピーかぁ。久しぶりだなぁ。おまえ、元気そうだなぁ。なんか、重くなったんじゃないか。毛並みもツヤツヤだし」

　伸也はリスザルの背中を、手のひらで撫なでた。リスザルは気持ち良さそうに目を細めている。

「当たり前よ。チャッピーは、緒お方がた家のペットなのよ。動物園の飼育係さんに来ていただいて飼い方を教えていただいたし、専用の小屋も用意して、ごちそうを食べさせているわよ」

　パソコンに向かっている瑠る璃りが手を休めずに言う。

　チャッピーは、瑠璃が引き取った。

　梨り梨り子こも有ゆ希きも飼いたいと言ったのだが、いちばんいい環かん境きようでチャッピーを飼えるのは、資産家の緒方家だった。

　リスザル社長は、保健所の登録や予防接種を一いつ切さいしていなかったため、手続きが大変だったそうだが、困難な交こう渉しようや事務処理ほど瑠璃をイキイキさせるものはない。彼女は、煩はん雑ざつな手続きをてきぱきと終わらせた。

「ごちそうってステーキとか？」

「ミルワームよ」

「んっ？」

　瑠璃は学生カバンから丸い小さなプラスチック容器を取り出すと、中に入っている細長いものを指先で引っ張り出した。

「うわっ、む、虫じゃねぇか。それっ!!」

　瑠璃の指先で、うにょんうにょんとうごめいているのは、イモムシの外皮を硬かたくしたような茶色の虫だ。

「チャッピー」

　瑠璃が虫を放ほうり投なげると、チャッピーは伸也の肩を蹴って飛びあがり、空中でミルワームをキャッチした。

「キキッ」

「上手ねーっ」

　瑠璃がうれしそうに目を細める。

　チャッピーは、ほんとうに幸せそうな表情で虫をバリバリとかじった。

　いくら愛らしい外見をしていようと、チャッピーはリスザルだ。ミルワームはサルのごちそうなのだろう。

　それはわかっているのだが、リスザルが本能を剥むき出しにして、鋭するどい歯で虫を食いちぎる様子はなかなかの迫力で、吐き気さえも催もよおすほどだ。

「きゃーっ」

「やだぁ。虫よぉっ」

　奥の窓まど際ぎわの席でお茶会をしていた一年女子たちの間に動どう揺ようが走った。イスを立ち、怖そうに後ずさる。

「チャッピー」

「キキッ」

　虫が次々に空中を舞い、チャッピーが壁かべだの伸也の背中だの女子の頭だのファックスだのを蹴って縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、虫をキャッチし、食いちぎっては体液をすすり飲む。

「きゃああああっ」

「いやーっ。き、気持ち悪いーっ」

　一年女子が、自分の肩の上に飛び乗ってミルワームをむさぼり食べるリスザルに悲鳴をあげている。

「伸也くんもあげてみたら？」

　瑠璃は、フタを開けた容器を伸也に突つきつけた。

　何十匹ぴきものミルワームがワシワシザワザワモゾモゾとうごめいている。

　背中が痒かゆくなってしまう。

「うわっ、いやだっ、やめてくれーっ。俺、虫、苦手なんだーっ」

「あらそう、残念ね」

　瑠璃はフタを閉しめた。

　半透明のフタに虫が隠かくされて、少しだけほっとする。

「緒方さん、そのう、生徒会、辞やめさせてくださいっ！」

「あのそのっ、えっと、お世話になりましたっ」

「ごきげんようっ。ありがとうございました」

　一年生たちが、口々に別れの言葉を口にして、おじぎをして生徒会室を出ていく。

　先せん輩ぱいたちの奇き行こうには慣れている彼女たちだが、リスザルの本能には慣れていないのだった。

　石いし田だがため息をついた。

「あーあ、緒方さん、あの子たち、もう二度と生徒会室に来ないよ」

「あらそう。残念ね」

「僕も虫は苦手だな。あの子たちの気持ちもわかるよ」

「生徒会は来る者拒まず、去る者追わずよ。役員も増えてるしいいんじゃない。私と石田くんがいれば、生徒会は実質的に運営できるんだし。だって、石田くん、有能だもの」

　石田は頬をかすかに赤らめると、ゴホンと咳せき払ばらいをし、メガネのブリッジを指先で押しあげた。

「緒方さんは、なんで虫が平気なんだよ？」

「みなさんが居い心地ごこち良よく暮らせるようにと考えているだけ。チャッピーは私の家族なんですもの」

　瑠璃は指先で髪かみを払はらった。

　制服の胸むな元もとを押し上あげる胸むな乳ちがぷるんと揺れ、黒くろ髪かみが砂のような音を立てて肩かた先さきに落ちかかる。

「だって私は、三十年後の女性総理なんですものっ!!　ほほほっ、ほほっ、ほほほーっ」

　手の甲を口に当て高笑いをする。

　生徒会は政治家になるための練習と考える瑠璃のほほほ笑いが、人口密度が減った生徒会室に寒々しく木霊こだました。

「緒方さんにはかなわないよ」

　瑠璃と会長の座をかけて争あらそったことのある石田がしみじみと言った。

　なお、石田の将来の夢は、最年少総理になることである。

　この二人は同類だ。同類同士、認めあっているのかもしれない。

　――あ、もしかして……。緒方さんのおかげかも。

　伸也を押し倒たおした石田が落ち着いたのは、瑠璃が何かしたのかもしれないとふっと気付いた。

「緒方さん、皆みなが居い心地ごこちよくパソコンを触さわれるように、手を洗って欲ほしい」

「石田くんの言うとおりね」

　瑠璃があっさりと席を立った。リスザルのチャッピーが、飼い主の肩に飛び乗った。ミルワームをたっぷり食べたリスザルはご機き嫌げんで、しっぽがふりふり楽しそうに揺れている。

　瑠璃と入いれ違ちがいに入ってきたのは、増えた役員たちだった。

「ごきげんようみなさんっ」

「こんにちわ……」

「お邪じや魔まします」

　有希がテンション高く挨拶し、梨梨子が遠慮がちにおじぎをする。アリエがはにかんだ笑顔を浮うかべておずおずと入ってきた。『タレントなんて派手な仕事をしているけど、中身は普ふ通つうの女子高生』を演じている。

「アリエさんは生徒会役員なんだから、お邪魔じゃないよ」

　石田が言う。

　アリエは、タレントの仕事のかたわら、桜さくら井い坂ざか高こう校こうに通っている。

　そして、生徒会の役員でもある。忙いそがしい彼女は、ほとんど生徒会の仕事をしていないが、アリエがわざわざ生徒会室に来るのはわけがある。

「アリエちゃん。昨日の授業、ノートのコピー取ったよー。勉強、教えたげるね」

　有希は机の上に教科書を広げた。

　仕事で授業を休んだとき、勉強を教えるのは有希の役割だ。

　人間の気持ちを裏読みしたりしない有希の人の好よさに、アリエも緊きん張ちようを解いているようだ。

「勉強なんかしなくていい。苦しいことは何もない」

　梨梨子が芝しば居いめいた仕草で空中に向かって片手を差し出すと、声音を使って話しはじめた。

　いつもの詰まりがちなしゃべり方とは違い、なめらかに言葉が流れる。イントネーションまで完璧にコピーしている。レイヤー梨梨子の本領発揮だ。

「こちらにおいで……。私が君を愛してあげる」

「うっ」

　伸也はもう、顔が真っ赤だ。

　撮影のときは必死だったから、あんな恥ずかしいセリフが言えたのだ。

　なんでもないときに口にされると、たまらなく恥ずかしい。背中だの腕うでだの痒くなり、掻かきむしりたくなってしまう。

　有希は、双子の兄が羞しゆう恥ちプレイに悶もだえていることに気付かないのか、ガタッとイスを鳴らして立ちあがった。

　両手を胸の前で組み、声音を使って言う。

「大好きよー。王子様ーっ」

「有希、愛しているよーっ」

　二人はひしっと手を取り合うと、目と目を見合わせてうなずきあった。

「セリフ、変わってるわよ～」

　アリエが楽しそうに笑いながらつぶやいた。

　アイドル女優である彼女は、梨梨子と有希の脳天気なお芝居ごっこに癒いやされると、伸也に言ったことがある。

　冷れい笑しようというほどイジワルなものではなく、アホだなぁと思いながらも笑って見てしまう、というのが本音のようだ。

「だめよ。王子様っ。私はナマモノが好きなの。いくらイケメンでも人形なんてダメよっ。だって人形なんてしょせんオモチャなんですもの」

「オモチャ……。『くくっ、ローターの具合はどうだ？』『いや、いやいやっ、も、もう、やめてぇっ。スイッチを入れたまま、付けっぱなしにしてそのままにするなんて』『げへへ。気持ちいいだろう』『き、気持ち、良くなんか、ないっ』『くくく、アソコ、とろとろになってるな。ほんとは気持ち良かったんじゃねぇか』『い、いやっ、やめてぇ』『だったら、強にしてやろう』『あぁあぁっ！　いやっ。ひ、ひどい』」

　梨梨子がひとり芝居をはじめた。

　右を向き、左を向き、ローターでいじめられる私と男の一人二役をする。

「またはじまったな」
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　石田が言った。

「放置プレイかぁ。定番だよね」

　観かん賞しようモードに入った有希が言い、アリエが感心する。

「今日の妄想はローターなのね」

　伸也は顔を赤くしてうつむいた。エッチな妄想を口に出してうっとりするのは、梨梨子の悪あく癖へきだ。

　あこがれの少女のとんでもない素す顔がおをはじめて目にしたときは引いてしまった。今ではもう慣れたつもりだったが、目の前で妄想を垂れ流されると赤面する。

「『おねだりしたらスイッチを入れてやるぜっ』『いや、入れないで』『わかった。自分で締めて楽しむんだな』『だ、だめ、やっぱり、入れて』」

　入れて、の声がセクシーに響く。

　生徒会室は今日も平和だ。




　なお、『ドーリッシュ・ゲーム』は興行的に大成功を収めたばかりではなく、ありったけの映画賞を総なめにし、伸也は日本アカデミー賞優秀助演男優賞を取るのだが、それはまた後の話となる。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




わかつきひかる先生／歩鳥先生
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